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魔導物語 

ぷよぷよ大魔王の降臨っ！ 

魔導物語2 

ぶよぶよ大明神の復活っ！ 


魔導学校に春が来た/新学期、アルルとル 
ルーは最上級生に進級。一年がかりの大課題 
卒業試験に挑戦だ。大好吉なルシファー先生 
から与えられたアルルの問題は『シュテルン 
博士のところに行って、ある物品を受け取っ 
てくること』。でもシュテルン博士って誰 7 
おさらくの〜てん吉な力ーバンクルと一緒に、 
博士を探す旅に出たアルルの行く手には……〇 
「魔導物語」「ぶよぶよ」シリーズで大活躍の 
キャラたちが総出演/面白すぎる大冒険!？ 
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フ'コローグ 

春の章- 23 

夏の章一- 93 

秋の章- 謂 

久の章- 189 

エピローグ- 244 

あとがき- 252 



口絵•本文イラスト 

四コママンが—— 



あるて A す 
沢渡寿三郎 
弓弦え介 












アルルと魔導ワールドの仲間たち 



カー バンクル 

以前はサタンのペット 
だったが、なぜかアル 
ルについてきてしまっ 
たおかしな牛.き物。女 
のコと食べ物が人好き 
で、踊りがじょうず。 


アルル 

ポクはアルル •ナジャ。 
一人前の魔導師になる 
ために修行中。ちっと 
も強くないのに、『強ノ J 
な魔導力』を持ってる 
って言われて、サタン 
やシ X ゾに狙われるん 
だけど、ホントなのか 
な。 






魔界の王•サタンのお嫁 
さんになるために、魔 
導学校で修行中のお嬢 



ミノタウロスは、タカ 
ビーなお壤様.ルルー 
のわがままにもゼッタ 
イ怒らない優しい従疗。 
でもとっても強くてた 
よりになる。 





ムラサメ くん 

アルル達のクラスメイ 
卜。ニンジャの修業の 
ために魔導学校に通っ 
ている。 


サタン 

魔界の貴公子。アルル 
を妃にしようとあれこ 
れ誘惑したが、どれも 
失敗0 


ルシファー先生 

かっこよくて優しくて、 
みんなの情れのマトの 
魔導7校の先生。ちょ 
っとドジで、みょ〜な 
ところでおおざっぱな、 
変な魔得師。 

















7 プロローグ 


プロロ—グ 

忍びよる黑い影/ 

. というほどのもの r も^ 

r だいぶ、薄暗くなってきたわねぇ……」 

先頭を歩いてるルルーが、辺りを見回しながらいった。 

つられてポクも空を見上げると、東にぽっかりと浮かんだ、まぁるいお月サマが夜を運んで 
きていて、西のほうのオレンジ色をだんだん狭くしているのがわかる。 

お日サマはもうとっくに、山の向こうでベッドの用意をしてるんだろう。 

「急ぐわよアルル！こんなところで野宿するなんて、あたくしはゴメンですからね」 

ルルーは、ボタらのほうをキッと振り向いた。 . と思ったら、急にうつむきながら両手を 

ホッペにあてて、ィヤィヤをするように首を振り始める。 

「野宿なんてしたら、あたくしの大事なお肌が荒れちゃうわ。それに、あたくしの美貌を狙っ 
て、いつ野盗がやってくるかわかんないしぃ……」 








i 刖のセリフと、次のセリフの性格が、ゼンゼン違うんですけど 


ボタ、とカ ー バンクルと ミノ タウ ロスは、もはや声も出ない。 

ルルーは、いっつもこんな調子でお肌や野盗の心配を勝手にしてるけど、何度も野宿してる 

ヮリには、ツヤツヤのお肌はいつも変わらない-ちょっと悔しい - し、野盗やモンス 

ターが襲ってきたこともない。 

いや、一度だけ、ボタらが寝てるあいだに山賊が来たことがあった。 

あのときは確か、 

「あたくしの心地好い睡眠を邪魔するなん て I ……許しません わよ！」 

って、寝ボケたままのルルーが、超必殺技の"女王乱舞"で全員ボコボコにしたんじゃなか 
ったっけ . . 

ルル ーってば、それ知って てブリツコしてるのかな ぁ……？ しばらく 一緒に旅を してるケ 
ド、その へんが まだよ くわから ない。良家の お 嬢様って、 こんなもんな の？ 

「ああ、サタン様……。あなたさえ振り向いてくだされば、こんな苦労なんかしなくてもいい 
のに……」 

まだルルーは自己陶酔ブリツコしてる。こうなっちゃうと、もう誰にも止められない。次の 
街までまだだいぶあるし、やっぱりここで野宿することになりそう。 











9 プロローグ 


「いいえ！この苦労を乗り越えてこそ、本物の愛で、あのお方を優しぃく包むことができる 
のだ わ！」 

"愛"ってところに、ヤヶに力がこもってる。 

ルル ーは 、当分止まりそうにない。 

ポクはまた空を仰いだ。 

さっきまで東の空にいたお月サマが、いつのまにかポクらの真上で見降ろしていた。 

氺氺氺 

暗闇に、おぼろげな光が浮かぶ。 

そう、夜空に浮かぶ月のょうに。 

しかしそれは月ではなく、人の頭ほどもある巨大な水晶玉が放つ光であった。 

水晶の光を受けて暗闇にたたずむのは、夜のょうなローブを着た占い師。 

フ I ドを目深に下ろしているために、顔の上半分は見ることができない。しかしその下半分 
から見える、通った鼻筋、引き締まった口許から、占い師は若く、端麗な容姿であることが想 
像できる。 

『 . ？』 
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水晶玉を覗き込む占い師の表情は、あきらかに困惑していた。 

『なんだ？この影は……？』 

占い師は水晶から目を離さぬまま、そうひとりごちた。少なくとも、彼がいま占っているこ 
とは、よい結果にはなっていないようだ。 

『やはり、このままでは . 』 

最後の言葉を、占い師はグッと吞みこんだ。まるで、自分の発した言葉がその通りの結果と 
なること を、忌み嫌 うかのよう に。 

だが表情までは押し隠すことができず、とぎれた言葉を引き継いでいた。 

このままでは、 世界は破滅す る . ？ 

氺氺* 

「ファィ^-」 

呪文を唱えると、ポクの指先から火の玉が飛びだし、目の前にいる ゼリー まんじゅう一 I 

あんまり、おいしそうなお菓子じゃないね-みたい な モンスター、ぷよぷ上に向かって一 

直線に飛んで行く。 







11 プロローグ 


「 ArN よよよよおおお . 」 

ポクの出した炎に包まれたぷよぷよは、 ドロドロの 体液を出してしぼんだ。 

ばたんきゆ〜だ！ 

「うげ〜」 

ばたんきゆ〜はいいんだけど、 ドロドロの 体液を見るたびに、 ボタは 気持ち悪くなって くる。 
ぷよぷよって、姿形はぶにぶにしてて結構ヵヮィィのに、どうしてこんなに気味悪い体液なん 
かつまってるんだろう。 

(だったら、殺さなきゃいいんじゃない？) 

心の奥にいるもうひとりのポクが、そう問いかける。 

いや、そりゃそうなんだけどさ . 。 

「ぷよぷよぉ I 

またポクの目の前に、ぷよぷよがどこからか落っこちてきた。 

ひとりボヶッッコミをかましてる 場合なんかじゃない。 ボク は戦闘中な の だ。 ドロドロの 体 

液でもなんでも-ホントはィヤだけど-ばたんきゆ〜させなきゃ、どうにもならな 

い！ 

「ぐ.-」 

突然、ゥサギの ような 耳と、指先くらいの長さの手足しかない黄色いモン スター が、ベろ 
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〜んと身長の何 倍 もある 長い舌を出して、ボタの目の前のぷよぷよを捕まえた。 

身体の どこに、 そんな 長い舌をしまってあるんだ ろ？ 

「ぐ- 」 

そいつは舌で巻き取ったぶよぶよを、 ニコニコしながら 自分の口に運んでいく。 

. …： って、あれはボタの カ ーバンク ル！ 

「こら -■っ！ カーくん、そんなの食べちゃ ダメ でしょ！ ぺッ しなさい、 ぺ ー ッ！」 

あわてて止めに入ったけど、 もう 遅い。 カー バンク ルはごっ くしと ぷよぷよを吞みこんだ。 
ついでに 短い 手足を ぴこぴこと動かして 踊りだす。 

「ぐつぐぐぐつ ぐぐつぐつ！」 

ばんばからったほいほい、 と 踊っているつもりみたい。 

踊る のはいいんだけど、 ぷよぷ よの、あのドロドロの体液がカーバンクルのお腹の中でどう 
なって るのかと思うと . 。 

「う〜つ . J 

背筋がゾクゾク してきた。これ以上ぶよぶよなんか食べないように、ちょっとおしおきして 
おかなきゃ！ 

「カー くん！ あれほど食べちゃダメだっ ていったでしょ！」 

ボクはカーバンクルの ほっぺたを 両手で ひっつかんで、ぐにぃ〜っと伸ばした。カー バンク 
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ルの身体はやわらかくて、どこまでも伸びる。つきたてのおもちみたいだ。 

ぐにぃっ、パッチ ン！ 

ぐにぃっ、パッチン！ 

ぐにぃっ、パッチン！ 

伸ばしては離し、伸ばしては離し……。 

そのたびにカーバンクルの顔が大きくゆがんでヘンな顔になり、そしてまたもとに戻る。 
「う ふふ、おもしろぉ〜い」 

「ぐ一！」 

カ ーバンク ルは手足を ジタバタ させてもがくけど、ただそれだけ。ボタのなすがママだ。 

. といっても、野菜のナスがお母さんというヮヶじゃないよ。 

「アルル！そんなおバカなギャグかましてる場合じゃない わよ！」 

「あ！」 

叱咤の声で、ボタは我にかえった。そうだ、ボタは戦闘中だったんだ。 

あやうくカーバンクル遊びの閉鎖空間に入りこんじゃうとこだった……。 

「ごめぇ〜ん」 

「なにやってんのよ、まったく ！」 

見ると、両手を腰にあてたルルーがポクらを睨んでいた。昨日の夕方に「サタン様ぁ〜★」 






15 プロローグ 


とかいいながら自己陶酔ブリッコしてたときとは、ゼンゼン雰囲気が違う。謎の格闘技を使う、 
超気が強くて、超ヮガママで、超高圧的なお嬢様に戻っている。これが、彼女のいつもの顔。 

「ぷよぷよぉ」 

スキあり！とばかりに、ボタらをコヮィ顔で IfE むルル I の後ろから、いきなりぷよぷよが 
ジャンプして飛びかかって きた！ 

「ルルー、 うしろっ！」 

「やぁっ！」 

ボタの 声と同時に、ルル I は気合い一閃！後ろ回し蹴りでぶよぶよをはたき落とした。サ 
ラサラした水晶色の髪が乱れるのも、 スリットの 大きく入ったス ヵート から、形のいい足がキ 
ヮドィとこまで 見えちゃっても、ゼンゼンおかまいなし。 まあ、ボタら のほかに誰も見てない 
からいいんだヶド。 

でもボタにとっては、そんなルルーの姿がいい絵になってるから、ちょっと悔しい。とても 
二歳しか年が離れてないとは思えない。もっともっとお姉さんみたいだ。 

戦いのときは、とっても頼もしい存在だね。 

……な ぁんて コトを 考えてると、ルル ー は乱れた髪を右手でさっとかきあげ、またボタを夕 
ヵ ビーに見下ろした。 
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「なにボケっとしてんのよ、あんたもぷよぷよをなんとかしなさい よ！」 

もはや、ボクらの周りはぷよぷよだらけ。 

さっきまでは数えるほどしかいなかったのに、いつのまにこんな数に増えたの？ 

「ほら、さっさとしなさい よね！」 

「わ、わかってるよお」 

ボタはヵーバンクルを自分の肩に乗せた。 

|ふ も一！」 

ルルーの向こうでは、ゥシ頭のモンスター、ミノタゥロスがぷよぷよのくっさい体液を身体 
中に浴びながら、巨大な斧をプンプン振り回している。 

「うげげ . J 

その姿を遠くから見ただけで、吐き気がしてきた。あの体液さえなければ、ぶよぶよもそれ 
なりにかわいいモンスターなんだけどなぁ……。 

でも、この状況をなんとかしなきゃ、先に進めやしない。ポクらの目指す魔導学校まで、あ 
ともう 少しだとい うのに！ 

「ファィヤ - -」 

ポクはまたぶよぶよ目掛けて呪文を唱えた。 

「破岩掌！」 




17 ブロ ローグ 


続いてルルーが得意技の*®突きをくりだす。 

「人も一っ！」 

ミノタウ ロスはあいかわらず斧を振り回してる。 

|ぐ'-」 

「キミはいいの！」 

みんなにつられて舌を伸ばそうとするカーバンクルを、ボタは寸前で止めた。さっき、あれ 
だけ"ほっぺた引き伸ばしの刑"をしたというのに、もうカーバンクルは忘れてる。 

そんなカーバンクルの邪魔？もあって、倒しても倒してもぶよぶよはいっこうに減らない。 
もう、何時間戦ったのかもわからない。 

「ええい！キリがない わね！」 

「ぶも-っ！」 

ルルーもミノタウロスも、もはやキレる一歩刖だ〇ボタもいい加減めんどクサくなってき 
たし、お腹も空いてきた。 

こうなったら、アレをやるしかない . . 

「ルル^ -ミノタウロス！ ぷよぷよをーヶ所に集めて ！ 」 

ボタはふたりに怒鳴った。 

「な、なんであたくしが…… ！」 
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r t し力ら！」 

ミノタゥロスは素直に、ルル I はしぶしぶぶよぶよを集め始めた。そのあいだに、ボタは増 
幅呪文を唱える。 
r ダィアキュ丨卜！」 

まだまだ、一回だけじゃ物足りない。たくさんのぶよぶよを、いっぺんに消せるだけの魔導 
力を増幅させなきゃ！ 

「ダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダ--ダダダダ 

ダダダダダダダダダダダダダダィアキュート！」 

こんなもんでいいかな？ 

ボタの身体の中で、はちきれんばかりの魔導力が駆け巡ってる。 

「集めた わよ！」 

ルルーのほぅも準備 OK 。 

よお一し . 。 

"ファィヤ ー" と 唱えたつもりだったけど、増幅のしすぎで呪文が まともな 声にならない。 

ドッゴ- ン！ 







19 ブロローグ 


うずたかく積み上がったぶよぶよの山を中心に、大きなキノコ雲が立ちのぼった。 
「うわぁお！」 

呪文を唱えたボタ自身が驚いちゃう。こんな大爆発になるなんて……。 

なぁんて驚いて るヒマ もなく、爆煙は ボタら をも卷きこんだ。 

氺氺氺 

占い師は暗闇の中で、じっと水晶玉を凝視し続けていた。 

何十分も、何時間も……〇 

しかし、彼には水晶に映る黒い影の正体が、いまだに判然としていなかった。 

ふと、水晶の放つ光が急に弱くなる。 

『 . ！』 

いぶかしげに、占い師が水晶に顔を近づけたその瞬間……！ 

カッ！ 

Ar 度は逆に、水晶がまるで真夏の太陽のような光を放ち始めた。 

『こ、これはっ . ！』 
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占い師は思わずあとじさり、顔の前に手をかざす。 

しばらく水晶は痛いほどの光を放ち続けたのち、また出し抜けにすっと引いて、 もとの 月の 
ょうな淡い光に戻った。 

『 . 』 

占い師はしばしのあいだ茫然と立ち尽くしていたが、やがて水晶の前に座り直し、右手を形 
のいい顎にあてて考えこんだ。 

『なるほど、そういうことか . 。しかしそうなると、早々に手を打たねばなるまい . 』 

そうつぶやき、占い師は立ち上がって踵をかえす。 

ガッ コン！ 

『アィタッ！』 

暗闇の部屋を出ょうとした瞬間、占い師は何かに蹴つまずいて転んだ……。 

* * 氺 

ボタら はいま、 もうもうと舞うキノ コ雲の煙の真っ只中にいた。 

「け一ほ、げほげほげほ……！」 
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プロローグ 


r ゴホンゴホンゴホン……！」 

みんなが、煙の中で思いきり咳きこむ。 

ポクが増幅して唱えた呪文は、思った以上の凄じさだった。もし、爆発の勢いに驚いてなく 
ても、爆煙に巻きこまれるのはやっぱり避けられなかった、と思う。 

ポクの魔導力って、そんなに凄かったっけ……？ 

「まったく、あんた 加減っても のを 知らないの？」 

煙が晴れてくると、さっそく ルルーがぼやく。彼女がそうやって文句をいうのは、まあ、い 

つもの コト。 

それを 無視して爆発の中心を見ると、ぷよぷよの山はきれいさっぱり消えていた。ポクらま 
で卷きこまれ るのは 想像して なかったヶド——そのヮリには、いっつ もおんなじ結果になっち 
ゃうんだヶドね——^とりあえず最初の目的は達成できたみたい。よかったよかった。 

「ああん、 あたくし の美し〜い髪とお顔が台無しだ わ」 

まだルルーはブッブッいってる。彼女にとっては、ポクが 聞い ててもそうでなくても、あん 
まり 関係ないみたい。というより、自分のいうことはみんな全部聞いてるって思ってるんだろ 
うね。ルルーちゃん、ヮガママだから。 

「いいじゃない、ぶよぶよはいなくなったみたいだし。それとも、砂ぼこりより、ぶよぶよの 
ドロドロでグチャグチャの体液のほうがいいってヮヶ？ 」 
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"ドロドロで グ チャ グ チャ"ってと ころで、両手の指を わしゃわしゃと 動かした りして 必要以 
上のアクションをまじえながら、ポクはルルーに向かって話した。 

「ぅ . 」 

さすがのルルーも、これには絶句。 

ぶよぶよの体液を浴びて平気な顔できるのは、ミノタゥロスやカーバンクルくらいだもんね。 
ボクだって、ルルーの立場だったら絶句しちゃぅ。 

「ふ、 ふん！ 入-7度からは、 あたくし だけは巻き こまないで よね！」 

ルルーは腕を組んで、ブィっとふてくされてそっぽを向いた。そして、そのまま歩きだす。 
「なにやってんの、さっさと行くわよ . ―」 

「はいはい」 

なにはともあれ、ボタらは旅を再開した。 

街道沿いの街をあとふたつ越えれば、そこはポクらの旅の終点、魔導学校だ！ 
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スケルトン T 

お茶のワビサビを味わいたい、ち 
よつとふ一りゅ一なモンスター。 
でも肉がないので望みを果たすこ 
とができないのが悩み。 
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夢が現实に^る新掌期/ 

……こりやあ春からエンギがいいや/ 



キ〜ン、コ〜ン、力〜ン、コ〜ン • 


緩やかというか、間延びしたというか、でもそのヮリには音の大きな鐘にあわせるように、 
桜ふぶきがはらはらと校庭で舞っている。 

たったいま鳴り響いた鐘は、ポクら魔導学校の生徒たちにとって、新しい一年の始まりの合 
図。そう、今日から新学期なのだ！ 

さぞ かし クラスの みんな も 緊張して るコトだろう、とまわりを 見回して みると . 。 

ざわざわざわざわざわざわざわざわざわざわざわ . 。 

ゥルサィ、というほどじゃないヶド、妙に騒がしい。 

かくいうボタも、ついさっきまでお友達とおしゃべりしてたトコで、予鈴の鳴るちょっと前 
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に席についた。 

う〜ん、優等生だなぁ、ポクって。……成績はともかく。 

「ぐ〜う、ぐう . 」 

そんなボタの気分をブチ壊しにする-同時に、ボクのねがいを表わす-かのように、力 

1バンクルがボクの机の上で気持ちよさそうに居眠りしてる。ボクが手をキズだらけにして縫 
った、ヵーバンクル用の枕を頭と耳とのつけねあたりに敷いて。 

「ぐ〜う、ぐう . I 

S 〜う、ぶう . 。 

「ぐ〜う、ぐう . 」 

S 〜う、ぶう . 。 

寝自心とおなじリズムで、鼻ちょうちんが大きくなったり小さくなったりする。小さいときで 
もボクのゲンコッくらいあって、それがふくらむと力^ — バンクルの身体より大きくなっちやう。 
まるで風船みたい。……というより、ほとんど風船と同じで、大きくなったときに針かなんか 
でつつけば、ものすごい大きな音がして破裂する。 

「ぐ〜う、ぐう . 」 

ぷ〜ぅ、ぷぅ . 。 

「ぐ〜う、ぐう . I 
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ぷ〜ぅ、ぷぅ . 。 

鼻ちょうちんをじっと見てると、なんだか身体がムズムズしてきた。 

(わ、割りたい……！) 

だけど、いまここで割ったら、教室中が大パニックになっちゃう。そんなにモノスゴイ鼻ち 
ょうちんなのに、割ったって当の本人はぜっっっったいに起きない。カーバンクルが起きるの 
は、食べ物の匂いがしたときくらいだ。 

「むにゃむにゃ . 、もぐもぐもぐ . 」 

ボタの心を見透かしたように、カーバンクルは口をモゴモゴさせながら寝返りをうった。食 
ベ物の夢でも見てるのかな？ 

てろ^^ん。 

横になった拍子に、カーバンクルの口の端からョダレが下がってきた。どうやらボタの予想 
は大当たりみたい。 

「あ 一 あ一 あ一、キタナイなぁ、もう」 

ボタはポケットからハンカチを取りだして、カーバンクルのョダレをふいてあげた。ついで 
に、ホッペタを指先でつついてみる。 

つんつん。 

「むにゃむにゃ……」 
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つんつんつん。 

「むにゃむにゃむにゃ……」 

つんつんつんつん。 

「むにゃむにゃむにゃむにゃ……」 

「ふふふ、 おもしろ ぉい」 

ヵーバンクルの反応は、いちいち楽しくてあきない。 

……のはいいんだけど、もうすぐ先生が来て授業が始まるというのに、ゼンゼン起きる気配 
がない。 

まあ、外は春のポヵポヵ陽気で、ボタの席は窓際。とくれば、居眠りするにはこんなにいい 
場所はないってくらいだから、気持ちはわかるんだヶドね。去年のちょうど今頃かな？ボタ 
も思いきり居眠りして、先生に水をかけられた コトが あったっけ。 

「ふわぁ〜あ……」 

それを思いだしたら、ボクも眠くなってきちゃった。先生もまだ来ないみたいだし、ちょっ 

と寝ちゃおうかなぁ〜 . 。 

すうぅっと、目をつむりかけた瞬間……！ 

ガタガタッ！ 

「な、なに？」 
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見ると、みんなが慌てて席について、姿勢を正していた。 

しぃ〜 ん とした 教室に、廊下から高らかな足音が響いてくる。 

カツ、コツ、カツ、コツ . 〇 

先生の足音だ！ 

いったい、今年はどんな先生が担任なんだろう？ 

魔導学校には、いろんな先生がいる。もちろん魔法使いがほとんどだけど、それだけじゃあ 
ない。薬草師のきりかぶの老人とか、必要以上になまめかしい、バーー ーガー ルの ゥォーターエ 
レメント 先生とか、ぞう大魔王先生とか、燃えるへビメタ、 ファイヤーエレメント 先生とか、 

音楽のハーピ - -ちなみに人妻-先生とか、授業中に手や足がポロポロ落ちちゃうゾンビ 

先生とか、巨人の精霊使い、スプリガン先生とか……。 

こうして数えてみると、トンでもない という か、 ロタで もない という か、いろんな意味でス 
ゴイ先生ばかりなんだなぁ、この学校は。 

そうそう、 ひとり だけ、若くて ヵツコイイ 男の先生がいたっけ。そういう人が担任だったら 
いいのになぁ……。 

「おりよりよ？」 

そういえば、と思い立って、ポクは教室を見回した。 

ポクの予感どおり、いつも真ん中の列のイチバン後ろで、これみよがしに座ってるルルーの 
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姿が見当たらない。どうしちやったんだろう、カゼでもひいたのかな……？ 

カツ、コツ、カツ、コツ . 、ピタツ。 

な ぁんて考えてると、ついに、足音が ボタら の教室の前で止まった。 よくよく 聞いてみると、 
足音は ハイヒー ルをはいて るような カンジ。…… という コトは、女の先生 かな？ 最後に思い 
だした、 カッコイイ 先生 じやなくて、ちょっと 残念。 

ガラツ！ 

と勢いよく扉を開けて入ってきたのは、非のうちどころない、ちょっとキツめの美人顔、長 
くて サラサラした 水晶色の髪の毛に、 それとよくマッチした 空色の大きな スリット 入りドレス。 
後ろには、筋肉りゅ一りゅ I でゥシ頭の大男が控えてる。 

「あ〜 ら、みなさん、そんなに かしこまって 迎えられ ると、 さすがの あたくし も照れちやい ま 

すわ。オホホホホホホ . ！」 

ズルッ！ 

ボタらは一斉にズッコヶた。 

遅刻だというのに落ち着き払って ると ころが、いかにも タカ ビ ー なルル ー らしい。 

「あらあら、みなさん、集団でお昼寝？あたくし もしよう かしら」 

とかいいながら、ルルーはしやなりしやなりとイチバン後ろまで歩いて、自分の席に、おし 
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とやかに、かつタカビーに座った0 


ボタらは無言で立ち上がり、ひっくり返った机やィスをガタガタと直す。緊張の糸をいきな 
り切られたショックと、あきれかえりで、もはや声もでない。 

••••••!• 

ゴンツ！ 

ついさっきルルーが入ってきた扉のところから、今度はものすごい大きな音がした。 

ポクらが一斉に注目すると、そこには、真っ黒な ロー ブを着た男の人が、頭を押さえてうず 
くまって いた。 

『痛ぅ〜っ……』 

うずくまる身体つきから見て、口 I ブの人はずいぶん背が高そう。鴨居に頭でもぶつけたの 
かな？ 

r だ、だいじょぶでちゅかぁ？」 

ィチバン近い席に座っている、舌ったらずな-ーンジャの ムラサメ くんが声をかけると、ロー 
ブの人は、何事もなかったかのようにすっくと立ち上がった。 

『いや、大丈夫だ。心配はいらん』 
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想像とおり、口^ —フの人は背が力なり高い。おでこ-だと思う-に、ちょうど鴨居がぶ 

つかるほどだ。「だと思う」のは、その人はフードで顔全体を覆ってて、鼻と口と顎くらいし 
か見えないから。 

顔の下半分しか見えないローブの人は、呆然とするボタらを尻目に、ツカツカと教壇の上ま 
で歩いた。 

下半分しか見えなくても、スジの通った鼻、 キリリと 引き締まった口許、ほどよくとがった 
顎の線から、フ I ドの下には美男子が隠れてるにちがいない。しかも若い。 

というコトは . ？ 

「きゃぁ〜 . ★」 

教室中の女生徒たちが、みんないっせいにため息まじりの声をもらす。 

ボタも おんなじ気持ちでいっぱい。 

だってだって、さっきまで考えてたコトが、まさか現実になるとは思ってもみなかったんだ 
もの！ 

そう、いま教壇に立ってる背が高いローブの人こそが、魔導学校には珍しく、若くてカツコ 
よくて、優しいルシファー先生なのだっ！ 

やっぱり、そういうコトってあるもんなのね。「こうなるといいなぁ……」なぁんて考えて 
たコトが、そのまま現実になるってコトが。 タ ダの偶然かもしれないヶド、やっばりゥレシィ〇 
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カツ、カツ、カツ . 〇 

ルシファー先生は、おもむろにチョークを取りだして、ゆっくりと、大きぐ自分の名前を黒 
板に書き始めた。 

L 、 u 、 C 、 I 、 F 、 E、RO 

ナヵナヵの達筆だ。書き終わったところで、パンパンと 手を叩いて チョークの粉を落としな 
がら、 ボタら の ほうを向き直る。 

『え〜、私が、このクラスの担任を務めさせてもらう、ルシファーだ。一年間、よろしくな』 
「よろしくお願いしま〜す★」 

教室中の女の子たちは、特に大きな声を出して挨搂した。もちろん、ポクもその中のひとり。 
でも、だからといって男の子にゼンゼン人気がない ヮヶじ やない。お兄さんとかお父さん、 
ときには恋人のように優しくて、かなりの魔導力を持ってて、ちょっち アバゥト だけど教え方 
もうまいルシファー先生は、全校生徒の憧れのマトなのだ。 

ゥチのクラスでは、特にルルーが先生にぞっこん。 

「 . ★」 

ほらほら。ィチバン後ろの席で、 もう 目が ハートマーク になってる。 

魔導学校に入る前までは、サタンひとスジ - いまでもそういってるヶド - だったルルー 

が、なんでこうなっちやったのかっていうと、サタンによく以てるからじやないかな。もちろ 
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ん、顔の下半分が。 

あ、あとは、声もそっくり。だけど、氷の よぅに 冷たい サタンに 対して、ルシファ ー 先生の 
声は、 ちょぅどいまの 季節の陽気みたい にポヵポヵした 暖かい ヵンジが する。 

……まあ、 もともと ルルーは惚れっぽい性格なんだろうケドね。 

『し、 しまつた！』 

いきなり先生は、慌ててふところをゴソゴソやり始め•た。 


ボタらは首をかしげる。 

どうしち ゃったんだろ、忘れ物かな…… ？ 

ゴソゴソゴソ 、とどんなに動いても、 ルシファー 先生の フー ドは絶対に動かない。ボタには、 
それが前から気になってしょうがない。たぶん、みんなもそう思ってるんだろうヶド、でも、 
そのへんのナゾめいたところが、またィィんだよね。いかにも魔導師、ってヵンジで。やっば、 
将来はああいうふうな魔導師になりたいよね。顔半分をフードで隠すかどうかはともかく。 

「！」 

ふと、ボタの頭の中に、真っ黒なローブを着た自分の姿が浮かんだ。でも、単にいまのポク 
に ロー ブを着せただけで、ぜんっぜん似あってない。 ローブ はだぶだぶで裾をだいぶ引きずっ 
てるし、 フー ドは半分 どころ か顔全部を隠しちゃう。 
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(ちがうちがうちがう！) 

ボタは頭をプンプン振って、キモだめしのオバヶみたいな自分の姿を追い払った。いまのボ 

クにローブを着せてもしょうがないでしょ！もっとこう、 . なんというか、ルルーみたい 

なプロボーションで、艶かしくて、妖しくて……。 

だけど、どうがんばっても、ボタのそんな姿の映像は浮かんでこなかった。まさか、このま 
んま大人になっちゃったら、ちょっとヤだなぁ…… 。 

『う〜 む、困ったな…… 』 

ボタが未来の自分を想像しようとがんばってるあいだも、ルシファー先生はまだゴソゴソや 
っていた。 

「ど、どうしたんですか？」 

生徒のひとりが声をかけると、先生は右手で後ろ頭をかきながら、ちょっとハズヵシそうに 
笑った。 

U いや、出欠を取ろうと思ったのだが、肝心の名簿を忘れたみたいでな…… 』 
r たったら、魔法で取りだせばいいんじゃないですか？」 

誰かがいった。魔法でいろんな物を取りだすのは、ルシファー先生の得意技だ。 

『そうか、その手があったか！』 

先生は、自分の力をすっかり忘れてた様子で、ボンと手をうつ。 
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「プッ！」 

そんな先生の仕草がミョーにおかしくて、ポクらは一斉に吹きだし、そして大きく笑った。 
『いやははは、私としたことが』 

といいながら、ルシファー先生も笑ってる。 

さっき鴨居に頭をぶつけたのもそぅだけど、ルシファー先生はちょっとドジだ。 

あまり 人の コトは いえないんじゃない？つてボタもいわれそうだケド……。 

そんなところが玉にキズなんだけど、逆に人間くさくてボタは大好き。みんなもそう思って 
るに違いない。完璧な人間なんて、そうそういやしないもんね。 


二卒業試験は/ 

……借り物競争お? 


ルシファー先生がパッチンと指を鳴らすと、ボンッ！と煙をあげて、教壇の机の上に名簿 
が現われた。 

『ょし！ じゃあ、出欠を取ろぅ。……アルルくん！』 
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「はぃ！」 

ポクは右手を高々とあげて、元気よく返事した。 

……と同時に、 

「ぐ〜ぅ！ むにゃむにゃ…… 」 

カーバンクルのいびきが教室中にこだまする。 

『え〜と . 』 

先生は絶句し、クラスのみんなは目が点。 

『それは、キミのペットのカーバンクルくん、…… かな？』 

「は、はい……」 

ううっ、恥かしいよぉ。 

カーくんったら、なにもこんなときに大きないびきをかかなくたって . 。 

『カーバンクルくん、お昼 寝 中。と…… 』 

ィジヮルにもルシファー先生は、生徒でもないカーバンクルのコトを名簿に書きこんだ。 

力 ツ〇 

(穴があったら入りたい…… ) 

ボタは肩をすぼめてうつむいた。点の目から、ニヤニヤ笑いの目に変わったみんなの視線が 
ィタィ。特に斜め後ろからの、ルルーのあざけるような視線が……。 
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『さてさて、じや、次に行こぅか . 』 

そんなこんなで出欠確認は進み、みんなの名前を呼び終える頃には、ボタの恥かしい気持ち 
はすっかり薄れていた。 

『よし、欠席者な し！』 

パタンと 名簿を閉じると、先生はまた指を パッチンと 鳴らした。 

ボンッ！ 

と煙をあげて出てきたのは、人の頭くらいのまあるい穴のあいた、大きな箱。 


これから、なにが始まるんだろう？ 

『え〜、 すでに知ってい ると 思うが、 キミたち は卒業まで あと 一年。この一年を使って、これ 
から出す課題をこなしてもらう』 

みんな、「いよいよ来た！」って顔をして聞いてる。もちろん、ポクだっておんなじ気持ち 
だ。だけど、ィヤでもなんでも、いま先生の話したように、課題をやらなきゃならない。この 
課題は卒業試験と同じ意味を持っていて、うまくできたかどうかが、卒業できるかどうか、そ 
して、これからの進路に深ぁ〜く関わってくるからなのだ。 

この課題は、生徒ひとりひとりによって違うのが大きな特徴。先輩に聞いたところによると、 
普通に授業を受けるだけで済んだり、まるまる一年のあいだ図書館にこもらなきゃならないよ 
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うな調べ物だったり、洞窟に棲む邪悪な ドラゴンを 倒さなきやいけなかったりと、いろんなも 
のがあるみたい。 

いったい、ボタの課題はどんなものなんだろう……？ 

そう考えると、なんだか緊張してきちやった。 ドラゴンと 戦うのだけは ィヤ だなぁ……。 

ル シフ ァー先生は、ボタと同じように緊張する生徒たちの視線を浴びながら、話を続ける。 
『で、 この箱の中に何が入っているのかというと…… 』 

といいながら、さっき魔法で出した箱の中に手を入れた。 

そこから出てきたのは……。 

くるくるくるくるくるくるくる . 。 

先生のてのひらで回る、黄色い物体。それはひとしきり回転したあと、ビタリと止まり、そ 
の場で踊り始めた。 

「ぐつぐぐぐつぐつ、ぐつぐつ」 

ズルッ！ 

ボタらは一斉にズッコケた。 

「力、 カーくん！」 

よく見ると、 ボクの 机の上で寝ていたカー バンク ルの姿がない。 

ガァ—— ン！ 
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力、ヵーバンクルが課題だったなんて……！ 

……なんて、大ボヶをかましてる場合じやない。 

ポクらが座り直す様子を眺めながら、先生は子供をからかうオジサンのように笑った。 
『はっは っは、冗談だよ。冗談』 

ひよいっと先生が放り投げると、ヵーバンクルはきれいな弧を描いてボタの机の上に着地。 
そして、しゅたっ！と手をあげてポクに挨拶する。 

「ぐ，-」 

いったい、ナニが起こったのかゼン ゼン わかってない。 ……というより、このコの場合、始 
めから ナニも考えて ない。 

なんだかな ぁ …… 。 

『冗談はさておいて、 この箱の中には 人数分の紙切れが入っている。その紙に書いてあること 
が、キミたちに与えられた課題、というヮヶだ』 

「え -っ！」 

ポクたちは今度は一斉にィスから飛び上がるほど驚いた。 

か、課題って、クジ引きで決まるものだったの？ 

「ちよ、ちよっ と 待ってくだ さい！」 

クラスメィトの ひとりが立ち上がった。 








「課題って、先生があらかじめ決めておくって聞いてたんですけど……」 

『うむ、：！日通はそうなんだが、それではおもしろくないじゃないか』 

出た！ 

ルシファー先生の"おもしろくない"理論！ 

先生は、ときたまアバゥトな授業をやってくれる。"おもしろい"というだけの理由で。 

そりゃあ、結果的にみんなもおもしろく感じるからいいんだけど、あまりのとっぴさに、始 
めは誰もが驚いちゃう。つくづく、先生はひとをビックリさせるのが好きみたい。ビックリす 
るほうはたまったものじゃないんだヶド。 

それに、卒業がかかってる課題にそれをやるのは、アバゥトにも限度ってものが ……〇 
ざわざわざわざわざわざわざわざわ . 6 

あまりのコトに、みんなざわつき始めた。そりゃあ、ほとんど将来がかかって ると いっても 
いいコトをクジ弓きで決められちゃあ、たまんないよぉ。 

ルシファー先生は、そんなボタらの様子を、ちょっとィジヮルな笑みを浮かべて見てる。 
『確かに、キミたちが驚くのも無理はない。だが、クジ引きにする明確な理由があるのだ』 
先生の言葉に、ボタらはざわつくのをやめ、静かに注目した。 

『キミたち は、"運 叩"という 言葉について、 どう 思って いる？』 
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いきなりナニをいいだすんだろう、この先生は。 

ボタらの不思議そうな顔を尻目に、先生は話を続ける。 

『私は、占いも研究しているのだが、その関係上、たとえば町内会の福引きで一等が当たるの 
も、スヵが出るのも、ある種の運命に支配されていると考えている』 

ボタをふくめた生徒全員が、固唾を飲んで先生の話に聞き入っている。 

『そして、これからキミたちが クリアし なければならない課題は、キミたちの将来を示す羅針 
盤だ。それは私たち教師が決めるものではない、運命が決めねばならないはず。そう思って、 
私はあえて クジ 引きにしたのだ』 

「はぁ一 …… J 

ボタらは、感心とも、あきれともつかないため息をついた。なんだかこじつけクサィところ 
があるような気がするヶド、なぁんとなく納得できちやうから不思議。 

いろんな言葉を難しく並べて、結局は納得させちゃうのも、ルシファー先生の得意技だ。ま 
あ、確かに間違ってはいないんだろうヶド……。 

みんながなんとか納得したのを見て取ると、ルシファー先生は、ニコニコと教壇のわきにあ 
る先生のィスにすわった。 

『さぁ〜 て、出席番号の一番から順に クジを 引いて くれた まえ。なにが出るかはお楽しみだ』 
……なんだか、 ダマされ てるような気がするなぁ。 
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『課題を一番早く持ってきた者には、私からなにか賞品をあげょぅ！』 
それじゃ、運動会の借り物競走と変わんないょぉ。 

実は、単にそれがやりたかったんじやないの……？ 


三シュテルン博士、 

……つて ti ? 

"シュテルン博士のもとへ行き、ある物品を受け取ってくること" 

ポクが箱から引いた紙切れに、そぅ書いてある。 

「え〜と . 」 

ボタは紙を裏返してみた。だけど、そこにはなんにも書いてない。 

も、もしかして、これだけ . ？ 

お日サマに透かしてみても、達筆なルシファー先生の文字だけしかない。 
くるくるくると 紙を皿まわしみたいに回してみても、やっぱり同じ。 
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>^/\/ 7^ !• 

これだけじゃ、なんにもわっかんないよぉ。 

そんな気持ちをなんとかグッとこらえて、ポクは紙切れをじっと見つめた。 

質問しようと思っても、 ルシファ I 先生はもういない。みんなが クジを 引き終わるとすぐに、 
『なにかあったら、私の研究室まで来たまえ』といって出ていっちゃった。 

ううっ、もうホントに泣いちゃおうかなぁ . 。 

こんな課題なんかもらっちゃって、ポクはいったいどうすればいいの？ 

「はぁ〜あ . 」 

ボタは思いっきりため息をついた。 

「ぐ〜う、ぐう . J 

なんにも考えてないカーバンクルは、またいつのまにか眠っちゃってる。 

「はぁ〜 . 」 

それを見てると、またため息がでちゃう。いいわねぇ、カーくんは悩みがなくて。 

「！」 

ふと、ボタの視界が水色になった。 

……といっても、いきなり空や水の中にヮープしたヮヶじゃあないよ。 

顔をあげると、腕を組んで、ポクを タカ ビーな笑いを浮かべて見下ろしてるルルーがいた。 
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「なぁに？」 

「あなたはどんな課題をいただいたの？アルル」 

「どうして？」 

ポクが聞き返すと、ルルーは右手を口に当てて、ちょっとのけぞりながらオホホホホ！ 
笑った。必殺のタヵビー笑いだ。 

「だあって、いつもよりぼぉ i っとしてるんだも0。さぞかしいい課題なんだろうなぁと思 

って」 

"ぼぉ^^^っと"ってところで、ヮザヮザけだるそうに肩をすくめながら、ルルーは話す。 
「ボタ、いつもそんなにボケっとしてないもん！」 

「あ〜 ら、そうだった？ごめんなさいね、あたくしには、どうしてもそう見えちゃって。 

ホホホホ . .」 

「^>^0!一 

ポクはむくれた。 

ルルーなんかだいっきらい！ 

いっつも、なにかっていうとボタにつっかかってきて、バヵにするんだもの。 

「じゃあ、ルルーのほうはどうなのよ？」 

「う .- 


才 


と 
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ポクが反撃すると、ルルーは絶句した。でもすぐに、いつもの タヵ ビー笑いにもどる。ちょ 
っと ひきつってるケド . 。 

r 才、オホホホホホ！も、もちろんあたくしに相応し〜い課題に決まってるわ！」 

「ふぅん」 

この動揺のしかた。きっと、ポクなんかみたいにムッヵシィ課題をもらったに違いない。 
ちょう どいいや。いまここで、いっつもバヵにされてるお返しを しちゃおう！ 

「じゃあ、教えてくれてもいいじゃない？」 

というと、 急にルル ー はそわそわしだした。 

「あっ、課題の準備をしなくち ゃ！ 悪いけど、あなたなんかとお話ししてる ヒマ はないわ。 
じゃぁねぇ 〜I 

ちょっかい出したのは自分の ク セに、ルル ー はそういいながら、 ミノタゥ ロスを従えてさっ 
さと教室を出ていっちゃった。 

「ちぇっ」 

逃げられた。 

でも、あの慌てぶりからすると、きっと" ムッヵシィ 魔法を覚えろ"とかなんとか書いてあ 

ったに也連いない。 

ルルーってば、魔法が使えないからねぇ。いままでは、魔法みたいな力を持ってる格闘技で 
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なんとかごまかせたヶド . 。 

ちょっと心配だなぁ。 

やなコだけど、やっぱり友達だもんね。 

氺氺氺 

占い師は、ふたたび暗闇の中で水晶玉を凝視していた。 


水晶に映るそれは、 少なくとも 彼に とって、決してよ い結果をもたらすものではない。それ 
を防ぐために、全力で手段を講じねばならぬ。閉ざした口が、無言でそう訴えている。 

『影……？いや、空虚なフィールドか……』 

ようやく発したその口調には、相も変わらぬ当惑の中に、ほのかな落ちつきがあった。 

そう、決してよくない結果に対して希望を持たせるべく、占い師が相手に語るように、医師 
が患者に語るように……。 

* 氺氺 
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「あり？」 

気がついたら、教室の中にいるのはボクだけになっていた。 

「ぐ〜う、ぐう . | 

あとは、机の上であいかわらず眠ってるカーバンクル。 

みんな、とにもかくにも課題をやるために教室を出ちゃったみたい。ボクもぐずぐずしてち 
ゃいられない、課題をやらなきゃ！ 

「とはいってもねぇ . 」 

ボタは腕を組んで、寝てるカーバンクルの脇に置いたメモを見つめた。ポクが課題をやるに 
は、ひとつだけ大きな問題がある。 

「シュテルン博士って、……誰？」 

ボタのゼンゼン知らない人だ。だけど、この人が誰だかわからなきゃ、お話にならない。 
"ある物品"のコトだって……。 

「むにゃむにゃ、もぐもぐもぐ . 」 

カーバンクルが、口をもごもごさせながら寝返りをうった。なにか食べてる夢でも見てるん 
じゃないかな？ 

「はぁ〜あ . 」 

いいなぁ。ポクも力 I バンクルみたいにずっと寝ていたいよぉ。 









50 


なぁんて見てると . 、 

「ベろお^''ん」 

カーバンクルは眠ったまま、いきなり長い舌で脇にあったメモをつかんで、口の中に入れた。 
「もぐもぐもぐ、ごっ くん！ むにやむにやむにや……」 

「あ-つ！」 

メ、メモを、食べちやった . . 

「こらぁ-っ！ 力， —くん、それ食べ物じやないよお！」 

ボタは、カーバンクルのほほを両手でつかんでぐにぃ〜っとひっぱり、それからプンプンと 
上下に振った。でも、カーバンクルは起きないし、メモも出てこない。 

「ぺッしなさい、ぺ- ッ！」 

A-7 度は片足をつかんで、逆さにして振ってみる。……それでもやっぱりダメ。 

「え〜 ん！ カーくぅ〜ん 、出して よ お . ！| 

泣いてもダメ。 

そりやぁ、忘れるよぅな コトが 室日いてあるヮヶじやないから、なくなってもそんなに困るヮ 
ヶじやないんだけど……。 

「あっ！」 
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突然、あることを思いだして、ボタはカーバンクルを振る手を止めた。ぶらぁ〜ん、って宙 
ぶらりんにさせた まま ……。でも、いまはそんなコトを気にしてるばあい じ やない。 

よく 考えたら、シュテルン博士のことは、ゼンゼン知らない ヮヶじ やない。一度だけ、講義 
を受けたことがある。 
r とんな人だったっけなぁ……？」 

ボク は、 もう ずっと目が覚めないんじやないかって思うくらい、深く眠ってるカ ーバンクル 
を そっと机の上に寝かせて、博士から受けた講義の コトを 思い返してみる。 

確か、筋肉りゅ一りゅ一の身体で、真っ白な白衣を袖まくって着てたんじやなかったっけ。 
それから、スキンヘッドで、年齢はルシファー先生よりオジサンだけど、魔導師としてはまだ 
若いほうで……。 

「う Np うん」 

だんだん思いだしてきたぞ。 

そうそう、魔法と機械が大好きで、"魔導と機械を融合させるぞ！"とかいってガンバッテ 
る、魔導師としては変わりダネの人だ。ルルーみたいに、不思議な格闘技を使うし。だから力 
が強くて、そのぶん少ない魔導力を活かすために、機械を使ってるっていってたなぁ……。 

極めッヶは、博士の"声"。 

おしやべりしてるコを、 
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「コラ-ッ！ I 

って怒鳴っただけで、吹き飛ばしちゃったんだよね。格闘技の呼吸法だとかなんとか、あと 
で説明してくれたっけ。ルルーの〃気合い"みたいなもんかな……？ 

「なぁ〜んだ！」 

ここまで思いだして、ボクは答えを出すことができた。よくよく考えたら、 モノスゴク 簡単 
な コト じやない。 

講義を受けた、ってコトは、シュテルン博士は魔導学校の先生だっていぅコト。それだった 
ら、職員室に行けばいいんじゃない。 

「よ〜し！」 

そぅと わかったら 、さっそく 行動開始 だ！ 

大いびきをかいてるヵーバンクルを頭にちょこんと乗せて、ボタは教室をあとにした。 

0犯人/ 

. じや：^ くて、 博士を a そ、っ/ 
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『なるほど、わかりました』 

そういいながら占い師がパチンと指を鳴らすと、部屋中のロゥソクすべてに火が灯った。占 
い師といえど魔導師のはしくれ、これくらいの芸当は造作もない。 

古びた書物、巻物、羊皮紙がうずたかく積み上げられ、各種の宝石、魔法的な文字の彫られ 
た短剣などが雑然と散らばる部屋の中にいるのは、占い師ひとりだけではなかった。 

いまはなにも映らない水晶玉をはさむように、彼と対峙する者がいる。 

血と泥の.こびりついたズタズタの衣服に、化膿と腐敗の進んだキズだらけの全身、右目は眼 
嵩からはみ出し、キズからは肉や骨、あまつさえ脳までが見え隠れしている。 

生ける屍、ゾンビであった。 

「先生ぇ、どうだぁ？」 

脳の機能低下による間延びしたゾンビの問いに、占い師は羊皮紙の上で羽根ペンを走らせな 
がら、視線をあわせずに応えた。 

『あなたの空腹の原因は、腹の中になにもないことです。内臓すらもね。……どこかに落とし 
ました？』 

- >p()7^. I 

ゾンビは首をかしげる。 

「覚えてないなぁ」 
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『まあいいでしょぅ。あとで内臓を培養しておきますから、また来てください。それまで、こ 
の包帯でも卷いておくといいでしょぅ』 

右手でペンを走らせたまま、占い師は左手で包帯を差し出した。ゾンビはそれを受け取つ 
退出する。 

「ありがとお」 

『いえいえ、お大事に』 

黒いローブの男は、占い師と、魔導師と、そして医師と、三つの顔を持っていた……。 

氺氺ポ 

"職員室" 

と札のかかった扉の〗刖についた。 


別に悪いことをして呼びだされたヮヶじやないんだヶド、どぅもここに来るとキンチョー 
ちやぅ。 

あまり、いい思い出がないからなぁ、職員室には。 

成績が悪かったりとか、魔法の発動に失敗してガラスを割っちゃったりとか、女のコをィ 


ジ 


て 
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メ てる男の コと ケンカして、逆に大ケガをさせちゃったりとかして、 よく 呼びだされて怒られ 
たっけ……。 

これがルシファー先生だったらなぁ。 

間違って校舎の半分を吹き飛ばしちゃっても、『気にすることはない。この失敗を糧として、 
次にがんばればいいのだ』って元気づけて くれる のに。 

なぁんて、いつまでも扉の前で立ってちゃしょうがない。 

す^"^^—、^ぁ すう^—、^ぁ 

ポクは深呼吸してからコンコンとノックして、扉を元気よく開けた。 

「しっつれいしま一す！」 

I (Jc) A. . 

だけど、職員室には誰もいなかった。 

え〜ん、せっかく勇気を出して中に入ったのにぃ……。 

「あ、そうか」 

ポクは悔しさを忘れて、ボンと手を打った。 

よく考えたら、ボタらはともかく、下級生はまだ授業中だったっけ。ゥチの学校は、先生の 
数が多くないから、授業中に職員室がカラになることがよくある。 

「なぁ〜んだ」 
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いないんならしょうがない。また授業が終わってから来ようっと。 

と振り返った途端……！ 

「ぐべぇ^^つ！」 

扉の陰から、いきなり人の死体が飛びだした！ 

|キヤ - ッ！」 

驚きのあまり、ボタはバランスを崩してしりもちをついた。そのショックで、頭の上で寝て 
るカーバンクルも、ぼてっと落っこちる。で、でも、そんなのを気にしている余裕なんてない。 
「ぁわわわわわ……」 

に、逃げなきゃ……！ 

だけど、腰が抜けちゃって、思うように動けない。 

「おいおいぃ、そんなに驚かなくたっていぃんじゃないかぁ？」 

「ほえ？」 

よつんばいになったボクの後ろから、聴いたことのある声がする。このアクビを我慢してる 
ような声は……。 

首だけ振り向くと、扉のところに立っているのは、やっぱり人の死体。身体中が腐ってドロ 
ドロのキズだらけで、肉や骨や、脳みそまでが見えてて、右目がぶら〜んとぶら下がってる。 
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だけど、普通の人みたいに動ける死体……。 
r ゾ、ゾンビ先生…… ！」 

去年の担任だった先生だ。 

r ごめんごめぇん。そぉんなに驚くとは思わなかったんだぁ」 

始めは気持ち悪かったヶド、もうずいぶん慣れた。でも、いきなり出てこられちゃぁ、誰だ 
って驚く わょ！ 

「ひどいじゃないですかぁ、脅かすなんて」 

相手がゾンビ先生 だと わかった途端に、ボタの抜けた腰は もとに 戻り、立てるょうになった。 
でも、しりもちを ついた おしりがまだヒリヒリする。 

「だからぁ、あやまってるだろぉ」 

まったくもう、プンプン！ 

「ところでぇ、アルルぅ、職員室になんの用だぁ？」 

「あ！ そうそう」 

怒りのあまり、大事な用を忘れるトコだった。それもこれも、ゾンビ先生が脅かすからだわ。 
「ゾンビ先生、シュテルン博士って知って ます？」 

「あぁ、あの格闘機械魔導師だろぉ？知ってるぞぉ」 

"格闘機械魔導師"って……、すっごい名前。まあそれはともかく……。 
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「博士って、 いまドコ にいるんで すか？」 

I ん . - 

ゾンビ先生は首をかしげた。その拍子に、腐ったキズロにわいていたゥジムシがポロポロと 
落つこちる。 

うげ〜。 

慣れたといっても、あんまり気持ちのいいものじゃないよねぇ。ぷよぷよのドロドロ体液と 
ゾンビ先生と、どっちがィヤかっていわれたら、ポクはどっちもヤ。 

「知らんなぁ」 

しばらく考えこんだあと、ゾンビ先生はようやっと答えた。一回死んでるから、普通の人よ 
り頭の回転がちょっと遅いのが玉にキズ。性格は悪くないんだけどねぇ。気味は悪いヶド……〇 
「誰か、知ってる人いません？」 

「うん . | 

またしばらく時間がたつ。そのあいだに、ポクは床に落ちたヵーバンクルを拾った。……ま 
だ寝てるよ、このコ。 

「おりょ？」 

ヵーバンク ルを 拾おうと してしゃがん だとき に、 ゾンビ 先生のお腹が、包帯で ぐるぐ る巻き 
になってるのに気がついた。 
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「どぅしたんですか？このお腹」 

「あぁ、またどっかに内臓を落としたみたいでなぁ。新しい内臓ができるまで、包帯で フタし 
てるんだあ」 

「ふ〜ん」 

ゾンビ先生は身体中が腐ってるから、手とか足とかが取れちやうのはいつものコト。そのた 
んびに保健の先生のところへいって、新しいのをつけてもらってる。 


そういえば、保健の先生って誰？ 

ケンカして相手をケガさせることはあるけど、ボタ自身はめったにしないから、保健室に入 
ったことがない。……まあ、いま考える問題じゃないケド。 

「内臓がないぞぉ、なんつってぇ……」 

カックン ★ 

ボタは、あやうくその場にズッコケそうになるところを、なんとか首だけでおさえた。 

つ、つまらない……。 

ゾンビ先生のダジャレは、へ夕な魔法ょりずっと強力だ。 

「おぉ、ギャグをいったら思いだしたぞぉ」 

と、先生はボン —— ほんとはグチャッって音だけど —— と手を打った。 
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「誰か、博士のコト知ってるんですか？」 

「あぁ、用務員のスヶルトン T ぃなら知ってるんじゃないかぁ」 

「なるほど、わっかりました！」 

ボタはゾンビ先生に深々とおじぎをした。 

「そぉか、卒業の課題だなぁ？」 

「はい、そうです！」 

「う i うぅん、がんばれょぉ」 

身体中が腐って気持ち悪くても、内臓がなくても、つまらないダジャレをいっても、やっ 
り魔導学校の先生。 

その一言で、ボタは元気が出た。 

うん、なんとかな りそう！ 

「ありがとうございます！」 

ポクはゾンビ先生にお礼をいって、スキップしながら職員室を出た。目指すは用務員室！ 
がんばる ぞぃ！ 


ば 



五用務員さん、スケルトン T の悩み。 

. をボクが解決するのお? 



章 

の 

春 


用務員さんの部屋は、校門のスグ近く。用事がないから入ったコトはないけど、毎朝そばを 
通ってるからスグわかる。 

コンコン0 

ポクは部屋のドアをノックした。 

しい〜ん . 〇 

返事はない。 

職員室みたいに、誰もいなかったらャだなぁ。せっかくャル気になってるのにぃ。 

コンコン G 

もぅ 一度 ノックして みる。 

しい〜ん……。 

やっぱり返事はない。 
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「誰もいないのかなぁ……？」 

もう少しで、シュテルン博士がドコにいるのかわかりそうなのに . 。 

ためしにドアノブを回してみたら、ガチャリとあいた。 T : ってコトは、やっぱり誰かいる 
んだわ。 

「用務員さぁ^ん、入りますよぉ'-^'」 

そっとドアを少しあけて、ボタは中を視きこんだ。 

こ。ほこ。ほこ。ほこ。ほこ。ほ……〇 

ずずう〜つ . 0 

r んんん、お茶がうまい」 

部屋の中では、ガィコッのモンスター、スヶルトン T が、ちゃぶ台を前にしてお茶を飲んで 
ぃた。 

用務員さん、だよねぇ……。 

「あのぉ〜 . 」 

「ああ、オレ様はしあわせ者だなぁ〜」 

ボタの声なんか、ゼンゼン耳に入ってない。まさに至福の瞬間ってヵンジ。骨だから表情は 
ないヶド、雰囲気でよくわかる。 

「え〜と .- 
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じやあああぁぁぁぁ . 〇 

ボタがまた声をかけようとしたそのとき、スヶルトン T のあばら骨のスキ間から、いまさつ 
き飲んだお茶がゼンブ流れ出た。そりゃぁ、骨だからねぇ……。 

どどどどどどどど……。 

お茶と一緒に、スヶルトン T の目から、鯉が滝のぼりできそうなほどの涙が流れる。 

「うう つ、なぜだ。なぜ オレ 様は、お茶の ヮビ サビを腹の底から味わえな•いんだ ぁつ！」 

ドガシャ-ン！ 

スケルトン T はいきなり怒りだして、ちゃぶ台を両手でひっくり返した。 

なんだかな〜。 


ボタは、もはや目が点。 

「ん っ？」 

そんなポクに彼はょぅやっと気がついて、こっちをキッ！と睨んだ。 

「なんでぃ、オメヱは！」 

「あ、え〜 と ……、ポクはアルル、魔導学校の生徒です。用務員さんに聞きたいことがあるん 
ですヶド」 

「おぅ、なんでぇ！さっさといってみろぃ！」 
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一え一と . 」 

「こちとら江戸っ子、気が短ぇんだ！」 

「あの……」 

「ほれほれ、どうした、なんとかいったらどうなんでぇ！」 

一気にスケルトン T がまくしたてるから、ポクはなんにもいえない。このままほっといたら、 
いきなり殴られちゃいそうなくらいの勢いだ。 

「そ、それじゃぁ、話せないよぉ」 

「おおそうか、すまんすまん」 

あっさりとスケルトン T は落ち着いて、ひっくり返ったちゃぶ台をもとに戻し、その上にど 
っかりと座った。 

意外と素直なのね……。 

「で？なんなんでぇ」 

「あのですね、シュテルン博士がドコにいるか知りたいんですケド……」 

「おお、あのッルッパゲのオッサンだな？知ってるぜ」 

「ど、どこにいるんですか？」 

「しかしなぁ……」 

スケルトン T は、右手をあごに当てながら考えこんだ。 
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なにが、"しかし"なんだろう……？ 

「タダじゃあ、教えらんねぇな」 

もう、 イジ ヮルだなぁ。 

「けちんぼ」 

「ナニィ？」 

「教えてくれたって、いいじゃないのよぉ」 

「うるせぇ！オレ様はいま機嫌が悪ぃんでぇっ！」 

「それじゃ、 タ ダのやつあたりじ ゃない！」 

さすがのボタも怒っちゃうぞぉ！ 

「うう っ、そ、それをいわれる とッライ . 」 

急に、スケルトン T は下手にでた。 

イジヮ ルなんだか、素直なんだか、 よく わかんない。 

あ〜あ、ヤなときに来ちゃったなぁ……。ちょうど、スケルトン T の機嫌を悪くする原因を 
見ちゃったもんなぁ。 

スケルトン T はいった。 

r オレ様の悩みを解決してくれたら、博士の居場所を教えてやろう」 
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「悩みって？」 

r オレ様は、どぉ—しても、お茶を腹の底から味わいてぇんだっ！」 

彼はちゃぶ台の上に立って、グッとこぶしをにぎった。 

なるほど、飲んだお茶がすぐ出てきちゃうのが、スヶルトン T の恼みってヮヶね。 
「ようするに、お腹からお茶が漏れないようにすればいいんで しょ？」 

「ああ、 . まぁ、ようするにそういう コト だわな」 

「それだったら、いいアィデアがあるわ。なにかでお腹をふさげばいいのよ」 

「ふさぐったって . 、どうやって？」 

「ちよっと待ってて」 

ボタは用務員室を飛びだして、美術室からヵラのドラム缶と石膏を借りてきた。誰もいなか 
ったから、あとでそっと返しておくというコトで……。 

「さっ、ドラム缶の中にはいって」 

「なんでぇ、コレは？」 

「いいから！」 

スヶルトン T は、素直にボタのいうとおりにした。 

「入ったぜ。で？どうすんだい」 

「あのね、ドラム缶の中に石膏を入れるの。それが固まれば、もうお茶は漏れないよ」 
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「ちょ、ちょっと待ちや がれ！」 

ボタがさっそく石膏の袋をあけようとしたら、スケルトン T は慌ててドラム缶から出る。 
「ああっ、出ちゃダメだよお」 

「バヵ！ンなものなんか入れたら、オレ様は動けねぇだろう が！」 

「あ、そうか」 

ボタとしたことが……。動けなかったら、お茶なんか飲めないもんね。 

「じゃあ、こういうのはどお？」 

「なんでぇ？」 

「校庭のはじっこに穴をほって、手と頭だけ出して埋めるの。それだったら手が動かせるから、 
お茶が飲めるよ」 

r アホかテメヱは っ！」 

「ひど I い、 バヵと かア ホと かつてい う コトないじゃない』 

スケルトン T は、震えながらボタの肩に手を置く。目だけは笑ってるケド。 
r ……あのな、オレ様がちゃぁんと動けなきゃ意味ねぇだろ？」 

「どうして？」 

「ムキ-ッ！」 
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チンジャオロ'—ス^—、パークパクって？ 

そういえば、お腹がすいたなぁ。 

でも、せめてシュテルン博士がどこにいるかくらいは突き止めておきたいよねぇ。 

これは、ルシファ I 先生に きくし か . ？とはいっても、 いきなり 答えを教えて くれる は 

ずもなし……。 

「はぁ〜あ . J 

またボタはため息をついた。どうすればいいんだろうなぁ……。 

「そうだ！」 

博士のコトを聞くんじゃ課題の答えになっちゃうから、そうじゃなくて、スヶルトン T がお 
茶を飲めるようにする方法を相談すればいいんだ！それだったら、博士のコトには関係ない 
から、 きっと 教えて くれる はず。 

「そ一 しよお、そうしよ おっと！」 

ボタは立ち上がった。 

「力 I くん、行く わよ！」 

「ぐ-」 

ヵーバンクルはびょ一んとジャンプして、ボタの肩に乗る。すごいジャンプカだ。 

さてさて、次の目的地はルシファー先生の研究室！ 
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「うふふつ」 

なんだか ワクワクして きたぞ。 

お昼時だから、ちよつとした楽しみもあるし • 


A 先生のテラスで、ちょっとティータィ厶女 


■•う^/ u 、 r りい しやす/ 



ルシファー先生の研究室のある場所は、校舎からちょっと離れた、原っぱの真ん中。 

校舎の中に研究室を持ってる先生はいっぱいいるけど、学校から離れてるのはルシファー 
生だけしかない。 

『私は、ここが好きだからな』 

ってルシファ I 先生はいってるヶド、でもホントは、ルシファー先生があんまり人気がある 
もんだから、ほかの先生がやっかんで原っぱなんかに追いやったん じ ゃないかって、ポクだけ 
じ ゃなくて、みんなもそぅ思って る。 

「シットって、ャだよねぇ……」 


先 
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ボタはルル ー を見てるから、その気持ちがよくわかる。いっつも「サタン様を取った！」と 
かなんとかいって、ィジメるんだもん。 

「ありや？」 

そのルルーとミノタゥロスが、いつのまにかボタの横を歩いていた。 

「あ〜ら、アルル、どこ行くの？」 

ルルーは、さもいま気がついたよぅなフリをして、タカビーにのけぞってボクを見下ろす。 
わ、わざとらしい . 。 

ボタのことに気がついてたから、そっと横を歩いてたクセに。 

「ドコだっていいじやない。ルルーこそ、 どこ 行く のよ？」 

とはいっても、ポクらが歩いてる方向にあるものはひとつ、ルシファー先生の研究室。 

「オーホホホホホホ！」 

ルルーは、右手の甲を左のほほに当てて、高らかに笑った。 

「ちょっと、ルシファ I 先生からお呼ばれをしてるのよ」 

「呼びだし？」 

「呼びだしじゃなくて、お呼ばれ！」 

「あんまり変わんないじゃん」 

呼びだしってコトは……。 
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「あ一わかった！なんかやったんでしょ、ルルー。それで、先生から呼びだされて……」 
「呼びだしじゃないっつってる でしょ！」 

ルルーは怒った。 

んもう、スグ怒るんだから . 。 

「じゃあ、なんなの？」 

「あたくしが先に聞いたのよ！」 、 

あ、そうか。そういわれればそうね。 

r ボタは、ルシファー先生に課題のコトを聞こうかなぁって思って……」 

「才-ホホホホホホホ！」 

ポクが全部いい終わるまえに、ルルーはまたふんぞりかえってタヵビー笑いをした。 

怒ったり、笑ったり、いそがしい n だなぁ。 

「甘いわね、 アルル！」 

「ど一して？」 

「あたくしはねぇ、ルシファー先生が直々に『課題のことで話しておきたいことがある』って、 
お呼ばれしてるのよ！オホホホホホ…… ！」 

ガァ- ン！ 

「ルルー、ずるうい！」 
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I 才-ホホホホ4 !」 

いや別に、ルルーがずるいヮヶじゃないんだヶド……。 

「じゃ、あたくしは先に行くわ。じゃぁねぇ〜」 

「あ！ ちょ、ちょっと待って よお！」 

さっさと歩き始めるルルーを、ボタは慌てて追いかけた。 

「なによ、先生はあたくしだけに用があるのよ。あなたは関係ないでしょ」 

「一緒に行ったって、いいじゃないのよお。 ポク だって先生に用があるんだ もん！」 

「どぅせ、課題のコトがゼンゼンわかんない〜とかって、そんな用事でしょ？」 

「ぅ . 」 

図星。 

「で、でも、ほかの用事だって ある もん！」 

「ふん、ど一だか」 

『なにを騒いでいるんだ？ふたりとも』 

突然、 ボタら の上から声がした。……といっても、空から聞こえた ヮヶじ ゃない。 

顔を上げると、ルシファー先生がボタらの目の前に立っていた。先生が、あんまり背が高い 
もんだから、真上から声が聞こえる感じになるってヮヶ。 

いつのまにか、ポクらはルシファー先生の研究室に着いていた。 
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先生の向こうに広がるのは、古めかしい二階建ての家と、その脇にある真っ白で統一したテ 
ラス。そのテーブルの上には、同じく真っ白なティーセットと、布をかぶせたバスヶットが置 
いてある。 

『ヶンカはいかんぞ、ふたりとも』 

ルシファー先生は、まるでお父さんのようにいった。 

「だってぇ、 ルルー が……」 

「ルシファー先生！あたくしだけをお呼びになったんですよね！」 

ルルーの勢いに、先生はちょっとだけたじろぐ。 

『いや、まあ、そうなんだが……』 

そういい終わるか終わらないかのうちに、ルル ー は タカ ビーにボタのほうを見た。 

「ほぉ〜ら見なさい」 

「ぶぅ〜っ」 

ボタはむくれた。 

なにもそんな、これみよがしにいわなくたって……。 

『いや、確かにルルーくんを呼んだのは私だが、別に、人に聞かれてはまずい話というヮヶで 
もない。せっかくアルルくんも来た こと だし、みんなで楽しくお茶を飲もうじゃないか』 

はっはっは、とルシ ファ ー先生は、夏の朝日みたいなサヮヤカ〜な ニコニ コ顔を、ルルーに 
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向けた。 

「そ、そうですわね、た、楽しくね。あははははは……」 

そんな先生の微笑みに負けて、ルルーのタヵビーな気持ちはどっかに行っちゃったみたい。 
『まあ、とにもかくにも、みんな座りたまえ。ちょうど、クッキ I も焼けたところだ』 

「はぁ〜い★」 

ボタはゥキゥキしながら、ルルーと ミノ タゥロス、ルシフアー先生と一緒に真っ白なイスに 
座った。 

先生の研究所に来るときの、イチバンの楽しみがコレ。 

……といっても、綺麗なイスに座るコトじゃないよ。 

春風にただよう、ハーブティーと焼きたてクッキーのにおい……。 

う'- ^ ん、コレですよ、 コレ！ 

ルシファー先生は、格好に似あわず —— といっちゃ失礼だけど、お料理やお菓子づくりがホ 
ントに上手。ときたま、ポクたちのためにその腕を見せてくれる。だからお昼休みとかになる 
と、いっつもこのテラスは女のコたちでいっぱいなんだよね。 

やっぱり、 おムコ さんにするなら こういう 人が . 。 

違う違う、そうじゃなくて、ボクがこういうお ョメ さんにならなくちゃ。まあ、ずぅ〜っと 
先の話だけどね……。 
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先生がまだお茶を淹れ てる 途中だっていうのに、もう カ ーバンクルはバスヶットの前で ピコ 
ピコと 手を振っ てる。 

『そうか、カーバンクルくんは、お茶よりそっちのほうがいいんだな？』 

「ぐ，-」 

そうだよ ぉ〜 ん、みたいな。 

『ちよっと待っててくれ、いま布を取ってあげるから』 

そういいながら、ルシファー先生はボタらの前にハーブティーを淹れたカップを置いて、そ 
して、バスヶットにかぶせてある真っ白なハンカチをパッと取った。 

ほわぁ i ん……。 

いかにも焼きたて、っていうクッキーの湯気があたりいっぱいに広がる。 

ん〜、美味しそう。 

『さ、どうぞ』 

「いっただっ きま ぁ〜す一 J 
「ぐ'--.」 

誰よりも早く、カーバンクルは両手にひとつづつクッキーを取って、それを口に入れた。 
ばくっ0 
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「ぐ-」 

。丈くつ0 

「ぐ- 」 

と、始めはひとつひとつ味わっていたのが、 

ぱくっ。 

ばくっ。 

ばくっ。 

ばくっ。 

とだんだん早くなり、最後には……、 

ow pc OA / ノ fOA j 04 / ohk 0* K 〇 0 

• •• • • 

「こらつ！力-—くん、キミちょつとぺ ^ — ス早いよ . 」 

ボタはカーバンクルの背中をつまんで持ち上げた。すると、「もっともっとお！」とでもい 
いたげに手足をばたばたさせる。 

『はっはっは。いくらでもあるから、遠慮はいらないよ』 

「え、で、でも……」 

いきなりルルーが口をはさんだ。 

r オッホホホホ . .いいじやない、カーバンクルの好きにさせてあげれは。これだから貧 
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乏人は……」 

「ム！そういういい方するコトないじゃない？」 

『まあまあ。……しかし、作った私がいうのもナンだが、そんなに美味しいのかね？』 
いきなりの質問に、ポクらはちょっと戸惑った。 

先生って、自分の作ったお菓子、食べたことないのかなぁ？ 

「そ、そりゃぁもちろん！一 
「とっても美味しゅうございますわ」 

『どれどれ……』 

ルシファー先生は、クッキーをひとつつまんで、口の中に放り込んだ。それからしばらく味 
わって、 

『おお！ これはうまい！』 

いうが早いか、先生はクッキーの入ったバスヶットをいきなり取り上げた。 

『こんなにうまいんなら、もう誰にもやらん！』 

「え-っ！」 

そ、そんなぁ . 。 

「先生、いまさらズルィですわ！」 

ボタらが本気で抗議すると、ルシファー先生はニッコリ笑って、またバスヶットをテーブル 
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の上に戻す。 

『ははは、冗談だよ』 

「ぶう^つ！」 

「先生ったら、イジヮルにもほどがありますわよ！」 

『いやはははは、すまんすまん』 

これさえなければ、ホントにいい先生なんだヶドなぁ。そりゃあ、本気で怒るようなコトじ 
ゃないんだけどさ……。 

『冗談はさておいて、ルルーくんの用事を先に済ませようか』 

「なんですの？」 

ルルーは小指を立てて、上品そうにお茶を飲んでいる。 

『私が思うに、どうもキミは魔法が使えないような気がしてな…… 』 

「ドキ！」 

先生の言葉に、ルルーの動きが一瞬止まった。けど、すぐにティーヵップをゆっくりと下ろ 
して、手を口に当てて コロコロと 笑う。 

「ほほほほほ。い、いやですわ、ル シフ ァー先生ったら…… 」 

だいぶ、顔がひきつってるよ。 
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「あ、あたくしだって魔法は使えますわ。キズを治したりとか、相手を眠らせたりとか……」 
それはゥソ。実は"パヮーゥヱィヴ"とか"スリープダンス"とかの技で、魔法みたいなコ 
卜をやってるだけ。 

まあ、ここはあえて、黙っといてあげよう。 

『そうか、それならいいんだが……。ではひとつだけ、忠告しておこう』 

「な、なんです？」 

珍しく真面目な顔して、ルルーは先生の話に聞き入ってる。それじゃ、自分で「魔法が使え 
ません」っていってるようなものだよぉ。 

『私の予感が正しければ、キミが課題をクリアする可能性はゼロに等しい』 

「は、はぁ . 」 

『それをゼロでなくすためには、キミが格闘技で培ってきた"気"の力を、魔導力に転換する 
すべを考えなければならん。それを、頭に入れておいてくれ』 

「わ、わかりましたわ……」 

ルルーは、はぁ〜とため息をつきながら、がっくりと肩を落とした。そりゃぁ、課題ができ 
ないっていわれちゃぁねぇ……。ボタだったら泣いちゃってる トコ だよ。 

でも 心なしか、なにかふっきれた ようにも 見える。やっぱり ポクの 予想どおり、 ルル ーの課 
題は魔法を習得しろってヤッみたい。それをどうやったら クリアで きるか、ずっと彼女なりに 
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悩んでたんだろうね。 

『さて、アルルくん』 

「は、はい！」 

先生がいきなりボタのほうを向いたので、ボタはちょっと驚いた。 

『キミの用事はなにかな？』 

「え、え〜とですね . 」 

ボタは迷った。博士のコトと、スケルトン T のコト、どっちを話そうか……。 

先生は、相変わらずやさしい 一ーコニ コ顔のままだ。 

ええい，ままよ！ 

「シュテルン博士って、いったいド n にいるんですかぁ？」 

おおっ とぉ！ ってカンジで、ルシファ ー 先生はちょっとのけぞった。 

『いきなりそう来たか。……まあ、キミのそんな素直なところが、気に入っているのだがな』 
「ぇへへへ」 

わ〜い！先生に褒められちった。 

『だが、それでは答えを教える ことに なって しまう からな ぁ ……。すまんが、それには返答で 
きん。ルルーくんの場合は、 クリアす る可能性がないと踏んだから ヒントを 与えたまで。だが 
キミには力があるのだ、それくらいは自分で考えないとな』 
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「はぁ、そうですか……」 

褒められてゥレシィやら、教えてもらえなくてカナシィやら . 。 

「ホホホホホ！アルルは相変わらず甘いわねぇ、そんな質問に先生がお答えできるヮケない 
でしょ」 

「うっさいなぁ、ルルーは黙っててよぉ」 

さっきまで、ずぅ^-^って落ちこんでたクセに。 

「じゃ、じゃあ、 もう ひとつ聞いていいですか？」 

『なにかな？』 

「スケルトン T が、ちゃんとお茶を飲めるようにしてあげたいんですケド……」 

ボタは、用務員室であったコトを話した。スケルトン T が、お茶が飲めなくて泣いてたコト、 
石膏づめや生き埋めにしようとして怒られたコト……。 

『ふ〜む……。土や石膏で固めるというアィデアは決して悪くないな』 

「そ、そうです よね！」 

やっぱり、ルシファー先生ならわかってくれると思った。 

『だがそれでは、彼は身動きできなくなってしまうだろう』 

r だから、埋める場所を砂場にして、出入りが簡単になるようにしたんですケド……」 
『ようするに スケルトン T がいいたいのは、 ちゃんと テーブルの上でお茶が飲みたい というこ 
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とだろう？』 

「なるほど」 

『それをかなえてやるには、どうすればいいと思う？』 

「う^^ん . | 

ボタは腕を組んで考える。そこへ、ルルーのタカビー笑いが響いた。 

「そおんなコトもわからないのお？アルルは」 

「じゃ、じゃあ、ルルーはわかるの？」 

「う……」 

ルルーの顔が、 一瞬 だけ固まった。だけど、スグもとのタカビーな態度に戻る。 

「も、もちろん、あたくしにはスべテお見通しよ。だけど、あたくしは敵に塩を送るようなお 
人好しじゃないの。ごめんなさいねぇ」 

「なぁ〜んだ、ルルーもわかんないんじゃない」 

「し、失礼ね！そうじゃないって、いってる でしよ！」 

ルルーが怒って立ち上がると、ルシファー先生がいった。 

『まあまあ。ふたりとも、どうしてそうケンカばかりするんだ？』 

「だってぇ、ルルーが……」 

「あ〜あ、こんなコが クラスメイト かと思うと、ため息が出ちゃいますわ」 
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「ぶう〜つ！ | 

『はっはっは。まあ、ケンカするほど仲がいいというしな』 

「な……！」 

今度は、先生にルル I が抗議しょうとした瞬間、ポクらの後ろから間延びした声がした。 
「おぉ〜いぃ、 ルシ ファー先生ぃ！」 

ボタは もう 驚かない。だって、さっき^一ったばかりだもの。 

『おや、ゾンビ先生』 

「新しい内臓はできてるかぁ？」 

『できてますょ。こちらへどうぞ』 

ルシファー先生はボタらのほうを向くと、 

『キミたちは、そこでお茶でも飲んでてくれ。すぐ戻ってくるから』 

といって、ゾンビ先生と一緒に家の中へ入っていっちゃった。 

そういえば、ゾンビ先生は内臓を落っことして、新しいのを作ってもらってるっていってた 
つけ。……つてコトは、ルシファ I 先生が保健の先生だったの？ 


ルルーは、すました顔でお茶を飲んでる。 

彼女に話したらまたバカにされそぅだから、ルシファー先生が保健医かどぅかを聞くのはや 






めとこ。 

それにしても、ル シフ ァ ー 先生はいろんな コトが できるんだなぁ……。あらためて感心しち 
ゃうね。 

そうこうしてるゥチに、ふたりの先生が家から出てきた。ゾンビ先生のお腹には、また新し 
い包帯がぐるぐる巻きになってる。 

「いやいやぁ、いつもすまないねぇ」 

『いえいえ、お安い御用です。今度はしっかり包帯を巻いておきましたから、かなりのあいだ 
は持つと思いますよ』 

「！」 

ふたりの話を聞いていて、ボタは突然ひらめいた！ 

「ルシファー 先生！」 

『なにかな？アルルくん』 

「包帯をい〜っぱいください！」 

『どうするのだ？』 

「スヶルトン T の身体をぐるぐる巻きにするんです。それだったら、ちょっとは動きにくいか 
もしれない ヶド 、なんとかなるかもしれません」 

『なるほど、やってみる価値はありそうだな』 
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「どお？ ルルー、グッドアイデアで しょ？」 

ボクがえつへんとふんぞりかえっても、ルルーはすましたまんま。 
「まあ、あなたにしては上出来ね」 


聞くんじゃなかった……。 

とにもかくにも、ボタはルシフアー先生から一抱えもあるたつくさんの包帯をもらって、急 
いで用務員室に走った。 


七変身、スケルト/ V マミ I / 

. r 、 博士 ( J ドコ? 


「なるほど、そりゃいいアィデアだな」 

「でしょでしょ？」 

カクカク シカジカと一部始終を話すと、スケルトン T は感心してぅなずいた。 
「よし！ じゃあ、 さっ そくやって くんな！」 
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そういって、スケルトン T はどっかりとちゃぶ台の上に座る。 

「うん！」 

ボクは、彼の身体に包帯を巻き始めた。 

「バカ！ ちげぇだろが、そこじゃねぇ よ！」 

「うっさいわね、動かないでよぉ！包帯が巻けないじゃない」 

あ一だこ一だとスケルトン T の文句が多くて、なかなか作業がはかどらない。やれヒジが曲 
らないとか、首が回らないとか……。ちょっとは黙ってて欲しいわ！ 

カアカア^^ . C 

カラスが 鳴く頃になって、 ようやく 終わった。 

「できた〜っ！」 

「ぐ-」 

あれだけ隙間だらけだったスケルトン T は、もはやガィコッじゃなくなっちゃった。包帯ぐ 
るぐる卷きのモンスター、 マミー にそっくり。 

「ふ〜む、ナカナカいいじゃねぇか」 

鏡を見ながら、スケルトン改めマミ 1 T は、軽く体操をしてみる。 

「じゃあ、シュテルン博士のおうちを教えて」 

「まてまて、ちゃんと実験をしてからだ」 
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そういって、スケルトン T はちゃぶ台の前に正座して、コボコボとお茶を淹れはじめた。 
そして、ずずう^^^っと、ひとくち。 

一分……、五分……、十分……。 

包帯からお茶が染みだす気配はまったくない。 

「やった ！ これでオレ様 も、 茶の心を腹の底から味わうことができたんだ ！ ああ、まさに 
至上の幸福……1」 

スケルトン T は、今度は感無量の涙を流した。 

「よかったよかった。……で、博士のおうちは？」 

「おお、そうだったな。シュテルン博士は北にいるぞ」 

ずずうっとお茶をすすりながら、スケルトン T はいった。 

「へ？」 

「北だよ」 

「北……、って？」 

それだけ？ 

「北に決まってんだろが！何度も同じこといわせんな！」 

「そんな コトは わかって るよ、 でも、北っつったっていろいろ あるじ ゃない。 どのくらい 行け 
ばいいとか、どうやって行けばいいとか……」 
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r オレ様は知らん」 

知らん、といわれても……。 

「あんた、用務員さんでしょぉ？」 

「ホ、ホントにそれだけしか知らねぇんだよぉ . ！」 

急にスケルトン T は脅えだした。気が強そうに'見えて、実は、かなり気が弱いみたい。 

「なぁ〜んだ」 

知らないんじゃあ、しょうがないよね。まあ、方向がわかっただけでもよしとしましょう。 
ボタは用務員さんの部屋を出ようときびすをかえした。 

ちょう どドアを出たところで、後ろから飛んできた紙屑が ボタの 肩に当たり、 ポ トリと 地面 
に落ちる。 

「なにこれ？」 

広げてみると、それは海と陸との境しか書いてない、おおざっぱな地図だった。それには、 
二重丸とバッテンがーヶ所づつ書き込まれている。 

二重丸の位置はだいたいわかる。いまボタのいる、魔導学校のあるところ。 

……ってコトは、そこからずぅ〜っと北にいったバッテンのところに、シュテルン博士の家 
があるっていうことみたい。けっこうな距離がありそう。ヮープの呪文や、移動の魔法陣使え 
ばなんとかなるかなぁ……？ 
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「あ！」 

大事なコトを思いだした。 

そういえば、何年か； j 刖からヮ ー プや魔法陣が使えな く なってたんだっけ。 ムッヵシィ ことは 
よくわかんないヶド、空間と空間を結ぶはざまが不安定になっちゃったって、誰だか忘れたヶ 
ド先生がいってた。一度ヮープしたら、もう二度ともとの世界に戻れなくなっちやったりとか、 
魔界に落っこちたりとかするって……。 

つ . 」 

ぶるぶるぶる。 

ちょっ と 背筋が寒くなってきた。 もとに 戻れなくなっちやうのは、ちょっ とィヤ すぎるよ。 

ルシファー先生とか、ルル ー とか、みんなに会えな くな っちやうなんて . 。 

でも、シュテルン博士のところまでずぅ i っと歩くのも、あんまり気が進まないなぁ。誰 
よ、空間を不安定にさせちゃったのは！ メー ヮク だなぁ、まったく。 

プンプン！ 

……って怒ったってしょうがない。 

それとも、旅の途中でいろいろ修業しろって、ルシファ I 先生のいう"運命"がいってるの 
かなぁ . ？ 
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振り返ると、いまや マミ ーになったスヶルトン T が、ポクのことを見つめていた。でもあわ 
ててボタから視線をはずして、ちゃぶ台の前に座り直す。 

「あのォッサンから地図もらったのを思いだした。大ざっぱだが、ちったぁ役に立つだろ。持 
っていきな」 

「うん、 ありがとう！」 

なんにしても、この地図のおかげで、なんとか課題がこなせそう。 

感謝感謝！ 

「ょせやい、礼をいわにゃならんのはこっちだからな」 ' 

てへへへ、とスヶルトン T は照れ臭そうに後ろ頭をかく。 

次の日、ボタは、荷物をいっぱいにつめたリュックを背負い、ヵーバンクルを肩に乗せて、 
気合いいっぱいで校門を出た。 

陵ふぶきがボタらを見送ってくれる。 

長い長い旅の 始まり だ！ 


流星野郎びつぐぶよ 
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すけとラだら 

いっつも踊ってるおさかなモンス 
ター。すぐ怒る。 
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ー ドンぎ K > K っ/ 

……あ〜、祭りだヮッショィ/の李節だ^ぁ 

草木も眠る、夜の真っ只中。 

満月の光と、それを映すさざ波が、砂浜にたたずむ ひとりの 少女を照らしだしていた。 

いや、少女というより、もはや女性としての雰囲気が、彼女にはただよっている。その傍ら 
には、影のようによりそう牛頭人身の怪物。 

ルルーと ミノ タウロスである。 

月明りを頼りに、ルルーは砂浜に巨大な魔法陣を描き、その中心に立った。そして、手にし 
た巻物を開き、詠み始める。 

「偉大なる海の魔神よ！古えの盟約に従い、我がもとに姿を現わしたまえ……」 

呪文の詠唱が進むにつれ、魔法陣内部の〃気"が高ぶり、彼女の服、髪をはためかせる。 

「はぁっ！」 
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ドォン！ 

気合い一閃、ルルーの発した〃気"は、爆発的に上方へ立ち上った。 
しばしの静寂……。 


いくら待てども、あたりは寄せて返す波の音が響くだけ。 

「はぁ、また失敗かぁ……」 

ルルーは、その場に座りこんだ。 

「何度やっても、ちっとも ぅまく 召喚できないわ。……やっぱり、ル シファ ー 先生のおっ 
った通りにすべきなのかしら」 

ミノ タゥロスとともに ルルーは魔法陣を消し、踵をかえした。 

その瞬間！ 

「！」 

沖合いに奇妙な気配を感じ、彼女は振り向いた。……しかしそれは、まったく一瞬の出来事 
であった ょぅ だ。 

「気のせいかな . ？」 

いぶかしげな表情を浮かべながらも、ルルーはスクロールを巻き、砂浜を後にした……。 


や 
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ホ氺本 

"うおりやあつ f , 

とばかりに、お日サマがボタらの真上でカンカンしてる。 

……そんなに怒らなくたって、ポクらはじゅうぶん暑いよぉ。 

OC) V 、、ヽン、、ヽンミ ^^-^/ S. 

才^^シ'^ックック、才'^シ^^ックック . 。 

ショワショワンョワショワショワショワショワショワショワ . 〇 

まわりでは、セミさんたちの大合唱。ちょっとうるさいケド、セミさんたちはこの日のため 
に、何年も土の中でガマンしてきたんだもんね。 

「夏だねぇ〜」 

「ぐ—」 

ボタと カー バンク ルはいま、北にまぁ〜っす ぐの びた街道を歩いてるトコ。まわりでは、 ボ 
クの 背丈と同じくらいの草でいっぱいの原っぱが広がってて、風が吹くたびにザザ ァ〜ッ てゆ 
れている。さざ波みたい。 
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「そういえば、もう海の季節なんだねぇ……」 

学校を出発して、はや数ヶ月。去年までだったら、今頃はもう夏休みで、海で泳ぎまくり 
〜の、山で遊びまくり〜の、学校の盆踊り大会で"魔導音頭"を踊りまくり〜の、ってヵンジ 
だったんだけどねぇ……。 

だけど、いまのポクにはそんなヒマなんてない。だって旅の商人さんとか、街道の警備員さ 
んとか、いろんな人に聞いてみてわかったんだヶド、シュテルン博士の研究所って、ずいぶん 
遠いところにあるんだもの。道草なんかくってたら、博士のところに着くだけで、一年が過ぎ 
ちやうよ。 

いまようやっと、半分くらいかな？ 

「はぁ〜あ . j 

でも、せめて盆踊り大会だけでも行きたかったなぁ……。 

浴衣を着て、 ゥチヮ かなんか持ってさ、花火を バックに" 魔導音頭"を踊るのが毎年の楽し 
みだったのに。 

残念だなぁ……。 

「ぐぅ〜 . 」 

ボタと同じように、肩の上のヵーバンクルもため息をついた。でもこの n の場合、踊りより 
は、 タ コヤキとかヤキソバとか、ヮ タアメ なんかが食べられなくて、残念なんだろうヶド。 
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ドンドンドン！ 

……ああ、太鼓の音が、幻聴になって聞こえてきた。 

ドンドコドン！ 

ハッピ着て、ハチマキやタスキをぎゅっとしめて、やぐらの上で太鼓を叩くのもいいよねえ。 
いちどやらせてもらったケド、あれはナカナカ気分爽快。 

ドドン！ 


幻聴にしては、やけにリアルな音だなぁ。 

ボタは立ち止まって、耳をすませてみた。 

ドンドンドン！ 

やっぱり、幻聴なんかじゃあない。かなり遠いヶド、本物の太鼓の音だ一……ってコトは、 
ボタはいつのまにか、学校に向かって逆一民りしちゃってたヮヶぇ？ 

r ガァ -ン！」 

. というのは ゥソ。 

ドンド コドン！ 

太鼓の音は風に乗って、ちょうどボタらの前のほうから聞こえてきてるみたい。と、いうコ 
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卜 t.O 

「ヵー くん、お祭り だよ！」 

ぅまくいけば、ちょっとくらいは踊れるかもしれ ない！ 

「ぐ-」 

さっきのため息はどこへやら。ボタは足取りも軽く、先を急いだ。 

ヵーバンクルはポクの肩の上でゆられながら、元気に踊りだす。 

「ぐっぐぐぐ一ぐ I っ、ぐ一ぐっ」 

チンジャオロース^—、パ^クパクって？ 

……さすがに屋台 じゃあ、 チン ジャオロースー は売ってない と 思ぅヶド。 

氺氺氺 

夜のごとき暗闇の中、占い師が水晶を見つめる。 

静かに、そして困惑の中にほのかな安堵の色をおりまぜながら……。 


水晶は、なにも語らない。鼓動する心の臓のょぅに、明滅を繰り返すだけであった。 

■ . 丄 
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ふと、占い師は自身の背後に人の気配を感じた。それが誰なのかは、彼にはすでに分かって 
いる。占い師は振り向かずに、意識だけを背後に向けた。 

『状況はどうなっている？』 

背後の気配が口を開く。その声は、占い師に酷似しているが、微妙な相違点を持っていた。 
たとえるなら、占い師の声は春の陽光のように暖かく、父親のように優しい。背後の者のそれ 
は、吹雪のように冷たく、鋭く、そして独裁者のように威圧的……。 

『いまは膠着状態だな』 

占い師は答えた。 

『無理な魔法的負荷がかからないかぎり、しばらくはなにも起こらないだろう』 

『ふん』 

背後の声は、不機嫌さを隠すことなく鼻をならす。 

『さっさと空間の歪みを治せ。このままでは魔界に帰るどころか、空間転移もままならん』 
『無茶をいうな。現界と魔界のはざまは、非常にバリヶード、……いやデリヶートなのだ。無 
理に治そうとすれば、逆に決壊を早めるだけだぞ』 

『それをどうにかするのが、貴様の仕事だろう が！』 

ついに背後の声は激昂した。 

『そう怒るな。すでにあらゆる手段は講じてある。あとは祈るだけだ。よい結果がでるのを 
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ると、"ここから北行きの船に乗れ"って書いてある。親切な街道の警備員さんが書いてくれ 
たヤッだ。 

. と、いうことは？ 

(ラッキ-ッ！) 

飛び上がりそうになる自分の気持ちを、ボタはやっとの思いでおさえた。 

いやぁ、 でも ゥレシィなぁ。これはきっと、ボタがあまりに も 一生懸命やって るもんだから、 
神様が"ちょっとは休みなさい"っていって るんだよ。うんうん。 

もうお昼をだいぶ過ぎてるし、今日はここに泊って、明日の朝、船に乗るって コトで…… 。 
「よしっ！ ヵーくん、お祭りに 行こう！」 

「ぐ-」 

ボグはほとんど全速力で、港町に向かって丘を駆け降りた。 

こぉんな コトも あろうかと、浴衣を持ってきたんだ もんね！ 
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二あれ 7 K ? どぅして/ U / U —がいるのお? 

. ヤ f / 予 / S がする^あ 


「これでよし、つと！」 

夕ごはんをさっさとすませたボタは、宿屋さんでとった部屋の中で浴衣に着替えた。白地に 
ヵーバンク ルの柄が入った、お気に入りの ヤッ だ。 

あとはゥチヮを帯にはさんで、お金- あんまり 持ってない ヶド- やなんかをキンチ ャク 

袋に入れてと……。 

ドンドンドン、ドンド コドン！ 

もうお日サマはだいぶかたむいて、太鼓の音にいよいよ熱気がこもってくる。 

ヮィヮィ ガヤガヤ、窓の外の騒がしさからすると、もうた くさん の人が、表に出てるみたい。 
「う^^ん」 

コレですよ、コレ！ 

ポクはお祭りのこういう雰囲気が大好き。なんだかゥキゥキしてきちゃうよね。 
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「ぐ，-ぐ，-」 

力 I バンク ルが浴衣のすそを引っ張って、早く早くってせかす。 もぅ、ィヵ 焼き やャキソバ 
なんかの匂いが窓から流れてくるもんだから。 

「いい？ヵーくん。あんまりお金もってないんだから、アレやコレや買えないんだからね」 
「ぐ-」 

右手を元気にしゅたっとあげて、カーバンクルは答えた。 


ボタのいってるコトが、ホントにわかってるのかなあ？ . まあ、よくて半分くらいなんだ 

ろぅケド〇 

ま、いいか。ちょつとくらいハメを外したって。 

「よし！ 行こぅか、 力 I くん！」 

「ぐ- 」 

ポクらは、ゥキゥキ気分で表に出た。 

ワイワイワイワイワイワイ . 〇 

ドンドンドン！ 

ピ ーヒヤ ラ、ピ ーヒヤ ラ！ 

ガヤガヤガヤガヤガヤガヤ……。 
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ドンドコドン！ 

ピ ーヒヤ ララ！ 

もはや町の中はお祭り一色！ 

お好み焼き屋さんやヤキソバ屋さん、 タコ ヤキ屋さんに ィヵ 焼き屋さん、金魚すくい屋さん 

に大人向けの賭博屋さん、エトセトラエトセトラ . 。いろぉんな屋台が道にそってずらりと 

並んで、そこに町の人たちがどわぁ〜って集まってる。あんまり人が多くて騒がしいもんだか 
ら、太鼓や笛の音が聞こえないくらい。 

「屋台を見ながら、あのやぐらまで行って、ちょっと踊ったら帰る ことにしよう か」 

ボタはつぶやいた。疲れるまで踊っちゃったら、また明日からの旅にひびいちゃうもんね。 
遊んでても、ちゃぁんと課題の コトは忘れない！ 

う〜ん、エラィなぁボタって。 

「あ〜ら。アルル、こんな トコで なにやって るの？ 1 :- 

「ゎっ！」 

突然、後ろから声をかけられて、ボタは飛び上がるほど驚いた。……だ、だって、こんなと 
ころに知りあいがいるなんて思わないもん！ 

しかも、この聞き覚えのある、超お嬢様的な、タヵビーな声は……？ 
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「パ ルル. . ？」 

「ハァ〜ィ」 

や、^っぱり . 。 

ポクのィヤな予感は大当たり。ポクの後ろに立っているのは、あのルルーだった！ 

「と、とうして ココ に . ？」 

デフォルメしたサタンの顔をちりばめた、うすい水色の浴衣なんか着ちゃって……。 

「あら、先に訊いてるのはあたくしのほうよ。……まったく、しつけがなってないわねぇ」 
む！こ、このナンかひっかかるようないい方。半分なつかしくて、半分ムッとする。 
r ボ、ポクたちは、たまたまここに寄っただけだよ。明日、ここから船に乗って北のシュテル 
ン博士のとこに行くんだもん」 

「船？」 

ピクッ、とルルーの細くて形のいいマユゲが動いた。……なぁんか、アヤシィなぁ。 

「ルルーは、どうしてこの町にいるの？」 

「あたくしは夏休みよ」 

「へ？」 

ボタが聞き返すと、ルルーはオーホホホホ！と笑ってタヵビーに胸をはった。 

「あたくしにかかれば、課題なんてオチャノコサィサィ、へのヵッパよ—……あらいやだ、あ 
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たくしとしたコトが、とってもお下品な……」 

「はぁ……」 

そういえば、ルルーの課題って、なんなんだろ？ 

「とにかく！あなたとは才能が違うからね、夏休みをとってもじゅうぶん終わるってヮヶ。 
おわかり？」 

「こんな小さい町で？」 

おかしい。 

ルルーの#^から見れば、こんな小さな港町なんかじゃなくて、もっと高級で、ゴージャス 
なリ ゾート 地を選ぶはず。 

「い、いいじゃないの、あたくしの勝手で しょ！」 

ほんの一瞬だったヶド、ポクはルルーがうろたえたのを見逃さな.かった。……なあんか、隠 
してるなあ？ 

「あなたこそ、浴衣なんか着ちゃって、遊んでるヒマなんかあるの？」 

「う . 」 

し、しまつた、痛いところを……。 

「で、でも、ポクが ここに 着いたのはお昼過ぎだったから、 もう 船が出てないんじゃないかな 
あって。それだったら、夜くらいは遊んでもいいんじゃないかなぁって思って……」 
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「あら、ここから船が出るのは、いつもお昼過ぎになってからだって聞いたわよ」 

「け！マ、マジ？」 

「あたくしがゥソをいうヮヶないじやない」 

もうすでに、それが ゥソ。 

でも、こういうときにルルーはあんまりゥソをいわないのは本当。 

「いいもん！ 一日くらい、なんとかするから」 

「そう、 うまく 行くかしらねぇ」 

「ぶぅ^つ！ 1 

ってムクれてもしょうがない。もう、過ぎちやったコトだもんね。明日のコトは、明日に考 
えましよう！ 

そう結論が出たら、さっきの疑問がふつふつとよみがえってきた。 

「ねぇ、ルル ー」 

「なぁに？」 

「どうして、この町で夏休みをとるの？ボクには、どぉ-しても納得できないんだヶ 

ド……」 

「い、いいじやない、たまには庶民の祭りを見物するのもいいかなぁって思っただけよ！」 
「ふぅん」 
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よく見ると、ルルーはデフォルメ •サタンのお面——ドコで士冗ってるんだ ろ？ -をかぶっ 

てて、手にはヮ タアメ やらヤキ ソバ やら、金魚の袋なんかがい〜っぱいぶらさがってる。"た 
まには"っていうヮリには、もう思いっきり楽しんで るよう にしか見えないんですけど……。 
「その格好で？」 

「こ、これも修業のう ちよ！ 魔導師たるもの、いろんな コトを 知ってなきゃいけないでしょ、 
リサ ー チよ、リサ ーチ 、おわかり？」 

一気にルルーはまくしたてる。こういうときは、なにかをゴマかそうとしてるときだ。実は、 
ルルーもお祭りが大好き。学校の盆踊り大会のときもそうだったもんね。 

「ま、そういうコトにしときましよ。 . ところで、ミノタウロスは？」 

いま気がついたヶド、いっつもルルーの後ろにいる彼の姿がない。 

「あそこ」 

ルルーが指差したのは、やぐらの上。 

「？」 

遠くてよく わかんない ヶド、よくよく 眼を こらして みると、角のはえた身体の大きな人間が 
太鼓をたたいてる。なるほど、あれは ミノ タウロスだったのか。あとで見に行こうっと。 
「あり？」 

いないのはミノ タウロス だけかと思ったら、いつのまにかカーバンクルもいない。どおりで 
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静かだと思ったら……。 

「！」 

いや、そぉんな悠長にかまえてる場合じゃない！あのコをこんな屋台がいっぱいの ところ 
に放したら、お金がいくらあっても足りないょ！ 

「ボク、ちょつと力^ — くん探してくる」 

ボタはそぅいって、ヵーくんを探して人ゴミの中に飛びこんだ。 

屋台中を食べつくしてなきやいいんだケド……。 


三 祭り も佳境の 花火 A 会/ 

. IJ ' ちよつとせ A ノナメンタル 


ド -ン！ ドド -ン！ 

お祭りもいよいよ終盤に入って、盛大に花火がうちあげられ始めた頃、ボタはようやくカー 
バンク ルを見つけだし、昼間に町を見下ろした丘に登った。ここからなら、花火がよく見える。 
もう、 お祭り もじ ゅうぶん タン ノー したしね。 ミノ タゥロスのナカナカうまい 太鼓 も 見れた 
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し、それに合わせて踊りも踊った。それよりもなによりも、カ ー バンクルの被害——屋台もそ 
うだけど、どちらかといえばおサィフのほう —— がそれほど多くなかったのがありがたいね。 
あとは、ほくほくの タ コヤキでも食べながら、花火を見物してオシ マィ！ 

「ぐ-」 

「こ一ら、暴れないの。お口がふけないで しょ！」 

ソースでべ卜べ卜になったカーバンクルの口をハンカチでふきながら丘を登ると、そこには 
すでに先客がいた。 

「おりょ？」 

誰だろう？ 

ドドド_ 〆 — 

ひときわ大きな花火の光で浮び上がったのは、ルルーの姿だった。 

「！」 

ルルーの眼から、一瞬だけ光のつぶがこぼれたような気がする。 

涙？ 

. いやまさか。 

「ルル！.」 




115 夏の章 


ポクが声をかけると、ルルーは慌ててハンカチを取りだして、眼をふいた。 

「どうしたの？ルルー。泣いてるの？」 

「な、なんでもない わよ！」 

声はいつもの タカ ビーな調子だけど、鼻の頭と眼が赤い。……やっぱり泣いてたんだ。 
「べつに泣いたっていいじゃない。誰も見てないんだしさ。ボタ以外は」 

「うん。……まぁ、ね……」 

あり ゃりゃ？ズィブン素直になっちゃったなぁ。どうしちゃったんだろ？ 

この丘は、光なんか届かないほど町から離れてるから、けっこう暗い。まわりは人の気配な 
んかゼンゼンなくて、くさむらの虫が鳴く声と、遠くからの花火の音と光が届くだけ……。 

たしかに、こんなところにひとりでいたら、おセンチな気分になっちゃうよねぇ。ボタも、 
ルルーや、カーバンクルさえいなかったら、泣いてたかもしれない。 

「なんか、ひとりで花火を見てたら、急にあのお方のコトを思いだしちゃって……」 

「あのお方？ . ああ、サタンの コトね」 

そう、ルルーが魔導学校に入ったヮヶはただひとつ！ 

大好きな，，魔界の貴公子"サタンにふさわしい魔導師になるため。そのサタンはといえば、 
ボタを 魔界の妃に しようと 企んでた。 

いうなれば、ポクとルルーは恋敵ってヮヶ。ポクはサタンなんかどうでもいい——いや、ベ 
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つに大っキラィってわけじゃないヶド、一流の魔導師になるには、まだまだやるコトがい〜っ 
ぱいあるから、かまってなんかいられない、。それに、結婚だとかなんだとかって、まだ早い、 
. と思う0 

ステキな彼氏が欲しいなぁ〜、なぁんてはいつも思ってるんだヶドね。 

「はぁ…… 、サタン 様は今頃 どうしているのかしら……」 

ルルーがため息をつきながらつぶやいた。魔導学校に行くために、一緒に旅をしてた頃はい 
っつも聞いてたセリフだけど、今日はちょっと違う。うわべだけじゃなくて、かなり本気でそ 
う思ってないと出てこない雰囲気だ。 

そういえば、ポクがサタンをばたんき ゅ〜 させてから、一度も会ってない。ちゃんと、魔界 
に帰ったんだろうねぇ。 

ルルーと知りあったのはそのあと。ボタがサタンをばたんきゅ〜させて魔導学校に行く途中、 
彼を追ってきたルルーとハチあわせしたんだっけ。始め、ルルーは怒りまくって、ボタを殺そ 
うとまでしたんだ ヶド 、いまでは魔導学校の-一応なかよしの-同級生。 

人生って不思議だね。 

「大丈夫、魔界で元気にしてるって！」 

ボクがそういうと、ルルーはまたため息をついた。 

「いいわねぇ、あなたは。いっつ もへラへラで きて、悩みなんかとは無縁で…… 」 






お、いつもの調子が出てきたぞ。それでこそ、ルルーってもんだね。 

「さ、こうしちやいられないわ」 

いきなりルルーは立ち上がって、浴衣のおしりをはたいて草や泥を落とした。 

「いつまでもこんな トコに いたら、お肌が荒れちゃうわ」 

出た。 

都合が悪くなると、いっつもこの手を使って逃げちゃうんだから。……ルルーの場合、ちょ 
っとくらいおセンチでいるほうがいいんじゃないの？ 

でも、今日はいつもより元気がないみたい。ポクに泣いてるところを見られたからかな？ 
「じゃぁねぇ」 

おしと やか、かつ タヵ ビ ー な挨拶を残して、ルル ー はうちあがる花火に照されながら、丘を 
駆け降りていった……。 


まあ、なんにしても、ルルーは、いつものルルーに戻ったってコトね。 
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四げげつ/船が出^い? 

. どどど、 t '、 つして え? 


"本日、諸事情にょり、旅客便はすべて欠航いたします， 

「 . J 

次の日の朝、船の チヶットを 買いにでたボタは、波止場の掲示板の前で立ち尽くしていた。 
「え〜と . 」 

な、なにかの悪い冗談だょね。 

ボクは眼をごしごしこすってから、また掲示板を見た。 

……だけど、内容は変わらない。 

「あれぇ〜？」 

右から見ても、左から見ても、ナナメから見ても、後ろから見ても、上から見ても、、下から 
見ても、やっぱり書いて あるコトは 変わらなかった。 

「どどど、どぅいぅ コト お？ | 
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いまさら欠航っていわれても困るよぉ。できるだけ早く北に行かなきゃいけないのに……。 
「すいませ^^ん！」 

ボタは、チヶット売場の小さな窓をコンコンと叩いた。 

「掲示板に書いてあるとおりだよ〜」 

と窓を開けて顔をだしたのは、ィヵにも船乗りといったふうの、固め —— じゃなくて片目の 
お兄さん。 

「なんだお嬢ちゃん、船に乗りてえのか？」 

「うん。どうしても、北に早く行かなきゃいけないんです！」 

「う〜ん、そういわれてもなぁ……。悪ぃが、せめて明日まで待ってくれぃ。いろいろ とこっ 
ちも事情があんのよ」 

ボタが思いっきりィヤそうな顔をすると、お兄さんは困った顔をしてポリポリと頭をかいた。 
「乗せてやりてえのはヤマヤマだが、船がだせなきゃしょうがねえんだよなぁ」 

「どうしてだせないんですか？」 

「お嬢ちゃん、口はかてえほうか？」 

急に、お兄さんはマジメな顔で身を乗り出してきた。 

「う、うん . | 
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あんまり自信ないヶド . 。 

「これはオレもよくわかんねぇんだヶドな、事情っつ一のがどぅも、沖に妙な怪物が出るから 
らしいんだよ」 

「か、怪物ぅ？」 

「わ -っ！ バヵ！声が でけ ぇよ！」 

r ご、ごめんなさい……」 

「いきなり船だして、お嬢ちゃんも怪物に食われたかねえだろ？だったら、その騒ぎが収ま 
るまで、もうち よつ とだけガマンしてくれや、な？」 


ほんの一日だけ寄り道しようとしただけで、どうしてこんなコトになっちやうのぉ？ 
神様のィジヮル！ 

はぁ〜あ、こんな コトに なるんだったら、 さっさと 船に乗ってればよかったなぁ……。 
「そんなに、北に行きてぇのか？」 

「う、うん . | 

もう泣きそう。声もまともにでないよ。 

お兄さんはしばらくボタの顔を覗きこんで、いきなり、 パン！ と手を打った。 
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「よしわかった！なんとか明日の朝ィチに船がだせるよう、オレが手配しといてやる。それ 
くれぇなら待てるだろ？」 

ポクはこぼれそうになる涙をぐいっとふいて、お兄さんに向かって微笑んだ。 

「うん、 ありがとう！」 

「なぁ〜に、礼はいらねぇよ。女の子を泣かすなぁ、海の男のやるこっちゃねぇからな。 ま、 
今日のところは海水浴でもして待っててくれや。波打ち際なら怪物もでねぇだろ。夜が明けた 
ら、またここに来な」 

「うん！ I 

ボタは、お兄さんに向かって深々とおじぎをして、宿屋さんへと歩き始めた。 

優しいお兄さんだなぁ。そういえば昨日のお祭りのとき、ヵーバンクルが屋台のものをつま 
み食いしてまわっても、みんな笑って許してくれてたっけ。この町の人々は、みんないい人ば 
っかりだね。 

優しいのはいいんだけど、結局、ボタは今日一日なにもやることがなくなっちゃった。お兄 
さんは、海水浴でもしてろっていってたヶド……。 

水着なんか、ポク持ってきてたかなぁ。 

「え〜と . 」 

宿屋さんに戻ってリュックをあさったら、運よくというかなんというか、奥のほうから水泳 
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の授業で使ってた紺色で ヮン ピ I スの水着が出てきた。 ラッキ ー、 ラッキ ー。 

……こういうところだけ、ボタは運がいいんだよねぇ。 

「ま、せっかくだから泳いでみますか」 

「ぐ-」 

ボタは海の家で水着に着替え、ヵーバンクルと一緒にあっつい砂浜に飛びだした。もちろん、 
裸足じゃヤヶドしちゃうから、ちゃんとサンダルをはいてね。 

お日サマが、昨日より激しく燃えてる。まるで、いっつも炎をまとってるファイヤーエレ メ 
ント先生みたい。街道をてくてく歩くにはちょっとッライけど、泳ぐにはちょうどイイね。 

ちやぁんと準備体操をしてから、 

「そぉ^ れっ.！」 

とばかりにポクとヵーバンクルは海に飛びこんだ。 
r ふはぁっ！」 

う〜ん、冷たくて気持ちがいいな ★ 

結局、また一日つぶしちゃう コトに なっちゃったヶド、そんな悩みなんか一発で吹き飛んじ 
ゃうね。 

「ぐ— - ' 



123 夏の章 


カ ー バンク ルが小さな手足を パタパタさ せて、 ボタの 前を横切る。 

「わぁ〜！上手だねぇ、カー くん」 

「<-」 

どうやったら、あんなに小っちゃい手足で泳げるのかわかんないヶド、少なくとも ボタより 
は泳ぎがうまい。ちなみに、ボタはあんまり泳ぎが得意じゃない……。 

「ぐ！•」 

カーバンクルは調子に乗って、どんどん沖のほうに向かって泳いだ。 

「カーくん！そんなほうに行っちゃアブナィよぉ！」 

ボクがそこまで泳げないっていうのもあるヶド、それよりなにより、お兄さんのいってた怪 
物がでたりなんかしたら……。 

くるっ。 

いきなりカーバンクルは回れ右をして、ポクのほうに向かって泳ぎ始めた。 

「そうそう、それでいいの。 . あり？」 

カーバンクルのようすがおかしい。ボタの声で帰ってきた、というよりは、なにかに追われ 
てるみたいなカンジ。 

「？」 

よく見ると、水面から飛びだしたふたつのとんがったモノが、カーバンクルを追っかけてい.. 





124 


た。 . も、もしかして、アレが怪物って ヤツ . . 

「力、カー くん！ 早くこっちに！」 

ポクの頭にカーバンクルが飛び乗ると同時に、ふたつのとんがったモノは、トップンと水の 
中に沈んでいった。 

r . ?」 

落ち着いてょお〜く考えてみると、 あの とんがった ヤツ、 どっかで見た ことないかい？ 

う、誰かの角みたいな…… 。 

なぁんて考えてると、いきなりっ！ 

「ふも-ゥ！」 

バシャ- ン！と水しぶきをあげて、ナニかがボタらの a 刖に飛びだした！ 

「キャ-ッ .. あわっ！」 

ボタは驚きのあまり、足をすべらせて溺れそうになった。 

「がばごぼげベ……」 

く、苦しい…… ！ し、死ん じやう……！ 

と思った途端、誰かに身体をつかまれ、水からガボッと引きだされた。 

「あり？」 


そ 
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ボクを助けたのは、あの ミノタウロス！ 

彼の顔を見た途端に思いだした。 

水面から顔をだしてたふたつのとんがりは、ミノタウロスの角だったってヮヶ。 

「ぶも〜っ . J 

ミノタウロ スはすまなそうに鳴いて、ボタをはなした。 

「もう、ヒドィよお！いきなり脅かすなんてさ」 

「ぶも一」 

いやいや、ごめんごめん、ってカンジ。 . まったくもう！ 

r オーホホホホホホ^~すばらしい驚き方だったわ、アルル」 

浜辺のほうから、超ィャミな高笑いが聞こえてきた。その声の主は、ボタは絶対に間違える 
はずがない、あのルル！. 

振り向くと、やっぱりルルーが波打ち際に立っていた。もちろん、水着。だけど、ボタみた 
いなスタール水着じゃなくて、髪と同じ水晶色のセパレーッだ。とっても露出度が高くて、ボ 
クなんかじゃとうてい着られそうにない。ついでに腰には、昨日の浴衣と同じデフォルメ.サ 
タン柄の大きなスカ^フを卷いてる。 

「ルル^-キミがミノちゃんをけしかけたのね！まったくもう、いじわるなんだから！」 

そういいながらボタは、 ミノタウロ スや カー バンクルと一緒に海からあがった。 





126 


「まあまあ、そんなに怒んなくてもいいじやない。ほんの御挨拶よ」 

くるりと 踵をかえして、ルル ー は自分のパラソルのほうへ と 歩きだす。昨日のおセンチな雰 

囲気は、ゼンゼンない。安心するというか、ムカムカくるというか . 。 

「で？もうそろそろお昼になるヶド、出発の準備をしなくていいの？」 

「う . 」 

パラソルの下に座ると同時に、ルルーは思いっきり痛いところをついてきた。 

「船、なんだか知らないヶド、しばらく欠航なんだって」 

そのヮヶは、関係者をのぞいてボクだけしか知らない。 

「欠航……？」 

また、ルルーの眉がビタリと動いた。昨日、お祭りであったときと一緒だ。 

「ルルー、なあんか隠してるでしょ？」 

「な、なにいってんのよ、アルル。あたくしがそんなコトするワケないじやない」 

大ウソ。 

ルルーつてば根が正直だから、ゴマかそうとしてもスグわかる。 


「それよりアルル、あたくしもシュテルン博士のところに連れてって！」 
ボクより早く、いきなりルルーが口を開いた。 
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「は？」 

「あたくしずっと考えてたのよ、"気合い"を魔導力に変える方法を。でも、どうしても答え 
がみつからなくて……。で、シュテルン博士って、優秀な魔導師で、それなのに格闘家じゃな 
い？彼に会えば、きっと答えが見つかると思うのよ」 

「は、はぁ……」 

こうやって、ルルーが一気にしゃべるときは、ナニかをゴマかそうとしてるとき。だけど、 
いってる コト そのものには、 ゥソ はないみたい。 

まあ、無 T ' にダメとはいえない-個人的には、あまり気が進まないヶド-し、断る理由 

もみつからない。 

「まあ、いいんじゃないの？」 

「ホン ト？ やっぱり持つべきは友達よねぇ」 

「はぁ、そうだね。……で、なにを隠して るの？」 

「ドキ！」 

いくら 学校の成績がよくなくたって、それでゴマかせるほど、ボタはお バカ じゃあない。 

「あ、 こうしち ゃいられない わ！」 

「いつまでもこんなトコにいたら、お肌が荒れちゃう、って？」 
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ふっふっふ、 もう その手は くわない よ。 

一ううつ . | 

ルルーは、完全にうろたえてる。こんな彼女を見るのは、初めてじゃないかな？ 

「さあさあさあ、白状してもらい ましようか！」 

う〜ん。なんか、悪人を裁くお奉行サマの気分だね。 

「はぁ〜 . 」 

ついに観したのか、ルルーは大きなため息をついた。 

「実はねぇ、あたくしの課題は"召喚魔法，をマスターすることなの」 

「召喚魔法って……」 

ボクだってロタに使えない、ものすごぉ〜くムツヵシィ種類の魔法じゃなかったっけ？こ 
れが得意なのは、あのルシファー先生。指をパッチンと鳴らしていろんな物を取りだすのも、 
召喚魔法の一種だって聞いたコトがある。 

それが、よりにもよって魔法が使えないルルーのところに行くなんて……。やっぱり、神様 
ってィジヮルだよね。 

「そりゃあ、最初はひとりでなんとかなると思ったわ」 

ルルーは、ひとりでずっとしゃべり続けてる。昨日のおセンチな気分が、 

けぶり返したみたい。自己陶酔ブ リッコ も混ざってる。 


だ 
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「でも、いっくら召喚魔法の スクロ ー ルの通りにやっても、なぁんにも出てこない。やっぱり、 
ルシファー先生のおっしゃった通り、あたくしの々気合い"を魔導力に変える方法をみつけな 
きゃいけないみたいね……」 

「ふんふん」 

「で、シュテルン博士のところに連れてってもらおぅと思って、先回りしてあなたを待ってた、 

っていぅヮヶ」 

「なるほど」 

そういうワケだったのね……。ルルーも苦労してるんだなあ。 

「だったら昨日のうちに、はっきりいってくれればいいじやない」 


いや、気持ちはわかるんだ。はっきり素直にいえないから、ルルーなんだょね。それが、い 
いところ でも、悪い ところで もあるんだ ヶ ド。 

「 Arv ^ ん . J 

ルルーの悩みは、ょぉ〜くわかった。だけど、 もう ひとつ謎が残ってる。 

「それが、船の欠航と、ど I いう関係があるヮヶ？」 

「う . 」 

またルルーは絶句。 








130 


「い、いや……、そ、それは知らないわよぉ」 

r ゥソゥソ 、ついでだからゼンブ話しちゃいなよ。誰も怒らないからさぁ」 

「あ、あのね、実はあたくし、あなたが来る前にここでもう一回だけ召喚魔法を使ったのよ。 
もちろん結果は失敗……」 

「それが、思いっきり関係してると」 

「たとえばの話よ！ぜんっぜん無関係の可能性だってあるわ。ただ、あとで見たら、そのと 
きに使ったスタロールの"召喚期限"が二十年も過ぎてるじゃない」 

「召喚期限？」 

ルシファー先生から聞いたコトがある。召喚魔法っていうのは、基本的に魔界からのナニか 
をボタたちの世界に呼びだすもの。 

だけど、ボタらの世界 —— 現界とおなじように、魔界も常に変化してる。その変化にあわせ 
るのと、古い呪文を使ったりして事故が起きないように、巻物やなんかには"召喚期限"って 
いうのがついてるんだって。 

期限の切れた呪文を使うと、どんなコトが起こるのかは知らないヶド……。 

「ようするに、なんか事故があったんじゃないかと」 

「そそそ、ちょぉっと心配だったヮヶよ。オホホホホホホ . .」 

笑ってる場合じゃないような気がするんですヶド . 。 
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だって、ボタが先に進めないのは、ルルーのせいかしれないんだもん。だけど、なんだかあ 
きれちやって、怒る気力もわいてこない。 

「ルル ー、 もしキミが間違って召喚したものを、魔界に帰す方法はない の？」 

「一応、 スクロ ー ルの最後に書いて ある わよ」 

「じや、明日の朝に出発するんだけど、そのときにもし怪物が出てきたら、ルルーがなんとか 
するって コトで」 

「えっ！なんであたくしが . 」 

ルルーは、思いっきりィャそうな顔をした。 

「誰のせいだと思ってんのよ—……あくまでもたとえばの話よ。ルルーが間違って召喚したも 
のだとわかったら、というコトね」 

たぶん、そうなるような気がするヶドね。 

- • •• • • - 

なんだか、いつもと立場が逆転してるなぁ。ま、そういつもあるヮヶじやなし、たまにはい 
いんじやないの？ 

「ルシファー先生もいってたじやない。『自分のまいたタネは、白分で^ y り取る。これが鉄則 
だ』って」 

ボタは、できるだけ先生の口調をマネて話した。 
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さすがのルルーも、これには返す言葉がない。 

-」 

「ふ も-」 

どおりで静かだと思ったら、 ヵー バンクルとミノ タゥ ロスは、波打ち際でずっと砂遊びをし 
ていた……。 

とにもかくにも、ボクがまたルルーと旅するコトになったつていうワケね。 . ま、ちょつ 

とくらいはにぎやかなほうがいいか。 


五出た/デ エ〜ッ c ィ"すけとぅ rf ら "/ 

……X物' rc ねつ ★ 


朝っ！ 

ボクはお日サマがまだ顔をだしきらないぅちに、ルルーをムリャリ起こして、片目のお兄さ 
んが待ってる波止場へと急いだ。 









133 夏の章 


そういえば、お兄さんの名 i 刖を聞いてなかったっけなぁ……。 

「おっ、来たな」 

お兄さんは、力強い笑みを浮かべて、ポクらを迎えてくれた。 

「すいません、人数が増えちゃったんですヶド……」 

「ああ、かまやしねぇよ。オレの船は頑丈だからな」 

「へぇ〜」 

そういいながらお兄さんが案内してくれたのは、確かに頑丈そうだった。 

木 も 使って るヶ ド、ほとんどが鉄でできてて、帆のところやらなにやらに、いろんな仕掛け 
がくっついている。こんな船、いままで見たことない。並日通の船より、サィズが大きいし。 

「はぁ〜 . 」 

ボクらがあっけにとられていると、お兄さんは船の中に乗りこんで、ボタらを手招きした。 
「昨日のうちに、操船システムに行き先を入力しておいた。あとは勝手に、こいつがキミたち 
を北の港町まで運んでくれる。いまからなら、夜には着けるだろ。ただし！この操船システ 
ムにはさわるなよ。計算がくるうからな。……じゃ、またな」 

それだけいい残して、お兄さんは船から降りようとする。ポクはそれを、慌てて引き止めた。 
「ちょ、ちょっと待って！お兄さんが連れてってくれるん じ ゃないんですか ぁ？」 

「う〜 ん、そうしたいのはヤマヤマだが、オレも仕事があってなぁ……。だから、とっておき 
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の自動操船ができるヤッをひっぱりだしてきたってヮヶよ。シュテルン博士が造ったヤッだか 
ら、一応は信頼していいぜ」 

「え？シュテルン博士をご存知なんですか？」 

ルルーが口をはさんだ。 

「おう、 よく 知ってるぜ。ちょっと偏屈だが、腕は確かだ」 

「ボタたち、その博士のところに行くんですよ」 

「ほう、博士の教え子さんかい？」 

「まあ、そんなようなもんです」 

お兄さんは、またニヤリと笑った。 

「そうかそうか、じゃあ、博士に会ったら伝えといてくれ。ドレィクがよろしくってな」 
「うん！」 

お兄さんは、ドレィクさんって名前だったのね。 

「そうだ、お嬢ちゃんたちの名：一刖は？」 
r ボタはアルル」 

「あたくしはルルーですわ」 

「で、こっちがカーバンクルと ミノ タウロス」 

—」 
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|ふも-」 

「よし！アルルにルルー、それからカーバンクルとミノタゥロス、機会があったら、また遊 
びにこいよ！」 

そういうと、片目の ドレィク お兄さんは船から飛び降りて、波止場と船とを結んでたロープ 
をほどいた。同時に、船がゆっくりと動きだす。 

「さようなら^^っ！」 

ボタはドレィクお兄さんに向かって、手を大きくふった。 

「気ぃつけろよぉ〜っ！」 

というヮヶ で、 ボタらはよう やく北へと再び進むことができたのだった。 

動かす人のゼンゼンいない船なんて、始めはなんとなく怖くて落ち着かなかったヶド、すぐ 
に ボタら はくつろいだ。完全に慣れちゃえば、こんなに気楽な船旅はない。なんといっても、 
乗ってるのは ボタと カーバンクルと、ルルーと ミノタゥロス だけ。乗りムロいの船なんかとは、 
リラックスの 度合いが違うよね。 

カンカンのお日サマが、ボタらの真上に来たころ、ポクは甲板に出てみた。 

| ん . •」 

さわやかな海の風が、ほほにあたって気持ちいい。ちょっと、お日サマが眩しすぎるヶドね。 
朝にでて、夜に着く計算だから、ちょうど半分くらいは進んだのかな？ 



136 


「あり？」 

前のほうに、山みたいな、島みたいな、大きな物の影が見える。 

……もう北側の港町に着いちゃったの？いや、そんなはずはないよねぇ。 

ボタは船室から望遠鏡を持ってきて、その大きな影を観察した。 

「なに、 アレ？」 

見れば見るほど、不思議でしょうがない。 

なんで、あんなのがあそこにいる ヮヶ？ 

「ルル- ルル-」 

ボタは大声でルルーを呼んだ。 

「なによ、そんなに慌てて。真夏の太陽はお肌に悪いから、あんま勺外にでたくないんだヶ 
ド」 

昨日のしおらしさはドコへやら。いつものルルーに戻っちゃってる。……ゥレシィやら、 
ナシィやら。 

まあ、そんな コトは おいといて。 

「ルルー、アレ見て！」 

と大きな影を指差して、ルルーに望遠鏡を手渡した。 

「…… . …：1」 


力 
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さすがのルルーも、アレの正体には絶句してる。 

「アレって、あんなに大きかったっけ？」 

「さあ？」 

ボクだって知らない。へ夕をしたら、ルシファー先生だって知らないんじゃないの？ 

船が進むにつれて、やがて、望遠鏡を使わなくても大きな影の正体がはっきり見えるょうに 
なってきた。 

ボタら が見た アレと いうのは、 タラ —— お魚の名前ね——に手足をつけたモン スタ ー、その 
名も"すけとう だら"！ 

もともと、すけとう だらは海のお魚だから、普通だったらべつにボタらも驚かない。問題は、 
あまりにも大きすぎるってコト。ざっと見ても、ボタらが乗ってる船ょりもはるかに大きい。 

あともうひとつ、重大な問題がある。それは、 このまま 船が進んだら、あの巨大すけとうだ 
らにぶつかっちゃうってコト！ 

船はそんなに速くないから、向こうがこっちに突進してこなければ、ぶつかってもバラバラ 
になっちゃうって コトは ない、 と 思う。 

だけど、へ夕に暴れられたら、転覆しちゃうかも……！ 

- ^ ^ . 」 

おっきなすけとうだらは、ボタらなんか簡単に吹き飛んじゃいそうな寝息をたてて、お昼寝 
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の真っ最中。その寝^!心に正面からあおられて、船がますます遅くなってくる。 

ついでに、コースをほんのちょっとだけ変えてくれればいいのに……。 

そんなボタの願いも空しく、船はすけとうだらの鼻先に、ゴンッ！とぶつかった。 

その 途端！ 

「うが'^'^'^^っ！誰だ^^"^'っ！オレのお昼寝 夕 -ィムを邪魔するヤツは ぁ^^^っ！」 

と叫んで、すけとうだらはグヮァッ！と起き上がった。そのショックで、へ夕な嵐なんか 
よりモノスゴィ 波がたち、船が大きく揺れる。 

ドツパァ- — y ! 

「キャ- ッ！」 

「ぐ-」 

「ぶも一っ！」 

ポクら はロー プ やらなにやらにつかまって、振り落されない ようにと 踏ん張った。 

どうか、転覆だけはしませんように . . 

この願いだけは、神様は聞いてくれたみたい。波がおさまっても、ポクらはまだ甲板の上に 
いることがわかった。 
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「なんだぁ'-^-^''-"-'-^''-"っ！ お^!刖たちゃ'^ 'っ？」 

ジロリ！ 

と、すけとうだらは大きな眼でボタらを見下ろす。 

「おっきなすけとうだらさん、ちょっとココを通らせて！」 

ボタは大声を張り上げて、すけとうだらに向かって話した。 

「ィャだ ね！」 

すけとうだらの返事はそっけない。 

「どうしてぇ？」 

「オレのお昼寝夕-ィムを邪魔したからだ！」 

「お昼寝を邪魔した コトは あやまる わ！ だけど、あたくしたちはどうしても北に行かな き ゃ 
ならないの！お願い、通して！」 

ルルーも、一生懸命に説得する。 

「ダメだよぉ'-"*'-^' ん！」 

「どうしても？」 

とボタ。 

「う-—ん……。方法がないコトもないが、お前たちにゃぁ無理だろう」 

r ナニソレ？」 
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う、なぁんかィャな予感がするなぁ。 

「あのな、オレはもともと魔界の住人なんだよ。それがだ！なんだか知らねぇが、 

たらこんなトコにいたって寸法よ . 」 

やっぱり。昨日からそんな予感はしてたんだヶドねぇ……。 

「ルルぅ--^^っ . 」 

ボクは、ジト- ッと 横目でルルーを見た。 

「才、オホホホホホ . .ま、まあ、そうなの、大変ねぇ」 

冷や汗たらたらのルルーを尻目に、ボクはすけとうだらに' [ RI かっていった。 
「ようするに、すけとうだらさんを魔界に帰してあげればいいんで しょ？」 

「で、できるのか？」 

「うん！このお姉さんができるよ！」 

「え？ あ、あたくしぃ？」 

「おお、 そうか！ だったら早ぇとこやってくんな」 

「な、なんであたくしが……！」 

うろたえるルルーを、ボタはまたジト眼で見た。 

「キミのせいだかんね。ちゃぁんと責任とってよ！」 

「えぇ- っ！ だって あたくし、 魔法なんて使えない のよ ぉ」 


つ 
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またまた奎日がでたぞ。それに、立場も逆転してるし。 

「大丈夫、ポクにいい考えがあるんだ！さ、呪文の準備しよぅ！」 

ゼンゼン乗り気じゃないルルーの手を引っ張って、ボタらは召喚——の逆——魔法の準備を 
始めた。 まず 甲板いっぱいに魔法陣を描いて、その真ん中に ボク と、 ス クロー ルを持ったルル 
1が立つ。 

「さ、呪文を唱え.て」 

ポクはルルーの手を握りながらいった。 


「ボタがキミに魔導力を送れば、たぶん成功すると思う」 

ルルーはもともと気力の高いコだから、ボタが魔導力を送ってあげれば、なにかしらのキッ 
ヵヶにはなるはず！ 

「 どうしたどうした、やっぱできねぇん だろ？」 

上からすけとうだらが急かす。早くしないと、また暴れちやうよぉ。 

「早く！」 

「わ、わかったわ」 

ルルーは大きく深呼吸をしてから、巻物に書いてある呪文を詠み始めた。 

「現世に迷いし子羊よ、使者の名において命ずる。母なるもとへ帰りたまえ……！」 
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呪文が進むと同時に、ルルーの"気"がドンドン高まっていくのがわかる。それにあわせて、 
ポクは握った彼女の手を通して、ありったけの魔導力を送りこんだ。 

さらに"•気"がふくらんでいく。ボタらの服や髪が、"気"の風で大きくバタバタとはため 
いた。でも、そんなコトなんか気にしてられない。 

「は ぁっ！」 

ルルーが気合いを発した瞬間、真っ白な光がポクらを包みこんだ！ 

クオオオオオオオオオオオオオオツ！ 

その真っ白な光は、やがて船全体を、さらにすけとうだらをも卷きこんでいく。 

そして……、 

「ありがとおよおおおおお . . - 

すいこまれるような、間延びしたすけとうだらの声が、どこか遠くから聞こえたような気が 
した……。 

氺 ** 

夜空に浮かぶ月……。 
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いや、それは暗闇の中にたたずむ、占い師の水晶であった。 

主のいない部屋の中で、水晶は生物の心臓のごとく、明滅を繰り返す。 

ふと、糸を引くように光が弱くなっていった。 

して . . 

カツ！ 

また出し抜けに、水晶は太陽のそれよりも鋭く、まばゆい光を放った！ 

. ヒ、、ノツ .. 

水晶は、表面に亀裂を走らせる。まるで、自らが放つ光に耐えきれなくなったかのように。 
やがて光は、再び鼓動のような明滅を繰り返し始めた。 

しかし水晶の主は、ここにはいない……。 

* 氺 * 

「！」 

突然の肌寒さを感じて、ポクは眼が覚めた。 

まわりはもう真っ暗。さっきまでカンカンに怒ってたお日サマは、いつのまにかお月サマに 
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バトンタッチしてる。 

「ありや？」 

立ち上がろうとしたヶド、身体がいじょぉ—^に重くてダメ。 

ゆ〜らゆ〜ら、と身体が揺れてる。ってコトは、船の上にまだいるコトは確かみたい。 

首だけ動かしてまわりを見回すと、気を失って倒れてるルルーと、ミノタゥロス、ヵーバ 
クルの姿が見えた。 

でも、おっきなすけとうだらの姿はない。 

その代わり、町の灯りが眼に飛びこんできた。 

. と、いうコトは？ 

「ル、ルルぅ i ……」 

こ、声もまともにでないよぉ。魔導力の使いすぎ。 

「魔導力、なぁぃ」 

つてヵンジ。 

「う、う〜ん . 」 

ようやくルルーも眼が覚めたみたい。 

「す、すけとうだらはぁ？」 

「魔界に帰ったんじやなぁい？たぶん……」 


ン 
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呪文が成功して、すけとうだらは魔界に帰った。だけど、魔導力と気力を使い果たしたボタ 
たちは力つきて、気を失っちゃったみたい。そして、ずっと船がここまで運んでくれてたんだ 
ろう。 

r 才、オホホホホホ . 。あたくしの実力からすれば、こ、これくらい . 」 

どてっ。 

安心したら、またルルーは気を失っちゃった。 

r うう'〇 . 」 

ボタも、 もう倒れそう . 。 

でも、単に身体が動かない という だけで、心は不思議とさわやかに晴れてる。なんたってル 
ルーと協力して、召喚期限の切れた スク ロールの呪文を成功させちゃったんだもんね。 ポクた 
ちは決して、実力がないヮヶじゃあないんだ！ 

そうやって自分を褒めても、やっぱり身体は動かない。 

そんなポクたちを、月の光が優しく包み、そして、北の港町の灯りが暖かく出迎えてくれて 
いた……。 

ルルーと ミノタゥ ロスを加えた ボタら の旅は、 もう ひとがんばりってトコ！ 

らこやあ^- .. 0 








つまらないくん 
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ナスグレイブ 

なすにそっくりの、ちょっと気難 
しい感じのモンスター。防御力は 
高いが、弱点は好き嫌い……？ 
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ー ルル— と一緒にしゅっぱぁ〜つ/ 

…… U いい tt れど 

……ドクン……ドクン……。 

. ドクン . ドクン . 。 

くぐ もった音が、規則正しい リズムで 耳の奥に 響く0 
何者かの歩く音？いや、心臓の鼓動のょぅな ……〇 

(ォレは、死んだのではなかったか？ . 少女の強大な魔導力に負けて) 

少年はそぅ思った。 

かつて、少年はとぁる少女に戦いを挑んだ。彼女に隠された無尽蔵の魔力を吸収せんがため 
に。結果は敗退。少女の放った呪文に耐えきれずに胴を吹き飛ばされ、首だけになってもなお 
戦ったが、やはり負けた。 

だが、耳の中で跳ね回る鼓動は、明らかに自身のもの。生命の気配は、まわりにはまったく 
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感じられない。 


少年は、薄く眼をあけた。 

そこには、見覚えのある光景が広がっている。そう、少女を捕らえ、 とじ 込めておいた迷宮 
の出口だ。脱出を試みた少女を取り押さえるべく、 自ら おもむいたのが、返り討ちにあってし 
まったのであった。 

そんな迷宮が、そのままの姿で^^いや、積もったホコリの量からみて、それなりの時間が 
経過して いるよう だ。 

とにかく、オレはここにいる。地獄に落ちたヮヶではない。 

「 . ！」 

泣き別れになった四肢の感触もある。どころか、かつてょりすこぶる状態がいい。全身の魔 
導力が充実している0 
少年は立ち上がった。 

銀色の髪に、黒を基調とした服とマント、それに施された髪と同じ色の装飾。目鼻だちは極 
めて整っているが、切れ長の眼が、邪悪な光をたたえている。 

「原因はわからぬ……」 

そう少年はつぶやく。声の中には、外見とはうらはらに、老獪な、古代魔法をも習得した魔 
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導師の響きがぁった。 

「だが、神……いや悪魔は、まだ才.レに死ぬなといってるらしい」 

そう思うと、えもいわれぬ幸福感、満足感がふつふつと湧き上がってきた。白分自身がいま 
まで成してきたことは、決して間違ってはいないの だ！ 

「5>まま t まままままま . . | 

I ^ VAV >^v >wv. - 

迷宮全体に響くほどの高らかな声で、少年は笑った。 

「待ってろょ、アルル！」 

氺氺ホ 

「ふぁつ*ょ-んつ！」 

予期せぬクシャミに、ボタは両手にナィフとフォークを掘んだまま、お皿に顔をつけちゃい 
そうなくらい思いっきり身体を折り曲げた。 

「きったないわねぇ……」 

テーブルをはさんでポクの前に座っているルルーが、ハンヵチを自分の口に当てて、心から 
ィャそうに横を向く。 








「食事中に、なぁんてはしたないの？」 
r ご、ごめん…… 」 

誰か、ポクのことをゥヮサしてるのかな？ルシファー先生が心配してくれてる、っていぅ 
んだったら ゥレ シィなぁ……。 

そんなポクの気持ちを台無しにするよぅに、ルルーはいった。 

「これだから、庶民の コは …… 」 


そりゃぁ、ポクはマナ ーの いいほうじゃないヶド、出ちゃったものはしょうがないじゃない。 
ナニもそこまでいわなくたってさ……。 

と口に出していうと、またキリがないロゲンカが始まっちゃうし、口の悪さじゃルルーに勝 
てそうもないので、やめておこっと。 

ボタは、またおサカナのソテーを見た。さすがに港町だけあって、おサカナ料理はホッペタ 
が落ちちゃうほどオイシイね。 

片目のドレイクお兄さんが貸してくれた機械の船は、予定どおりに北の港町に着いた。予定 
どおりでなかったのは、それに乗ってたボタたち。 

ルルーが期限切れの召喚魔法を使ったせいでやってきた、おっきなおっきな"すけとうだ 
ら"を、もとの魔界に帰してあげるために魔導力を使い果たしちゃって、船が着いたというの 
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に、ボタたちは完全に気を失ったままだった。 

で、なかなか船から降りてこないボタらを、不思議に思ったほかの船乗りさんたちが介抱し 
てくれて、いまは宿のおばさんが作ってくれたお料理をおいしくいただいてるってヮヶ。まわ 
りでは、介抱してくれた船乗りさんたちや、宿のおばさんがニコーーコと優しい目でボタらを見 
つめてる。 

. ちょっと、キンチョーしちやぅ ね。 

「あ〜、おいしかった！」 

「ごちそぅさまですわ」 

「ぐ-」 

|ふも一！」 

ほどなくしてご飯を食べ終えた ボクら は、 ナィフとフォークを 置いて、 ハンカチで 口を軽く 
ふいた。 

カーバンク ルがテ ー ブルの上に乗って、 ぴょこんと おじぎをする。 と 同時に、 どこからとも 
なく BGM が流れてきた。 

どんどこどん！ 

「ぐつぐぐつぐ、 ぐ一ぐつ！」 

すっちゃらっか、ちゃんかちゃんか。 
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「ぐつぐぐつぐ、ぐつぐつ！」 

すっちゃらっか、ちゃんちゃん。 

右へ行っては舌をベろろ〜ん、左へ行っては宙返り。 

音楽にあわせて、軽いステップでカーバンクルが踊る。 BGM つきの、ごちそうさま踊り 
んて久しぶりだね。それだけ、宿のおばさんのお料理がおいしかったってコト。 

「ぐっ！」 

BGM が終わると、またおじぎをして、カーバンクルはボタの肩に乗る。 

「元気が出たようだね？」 

お皿やなんかを片付けながら、おばさんが聞いた。 

「うん、とっても！」 

おかげで、とっても落ち着きました！ 

「いや〜、それにしても . 」 

イチバン年をとった船乗りさんのひとりが、ぶかぁ〜っとキセルをふかしながらつぶやく 
まわりの船乗りさんやドレイクお兄さんたちとは年季が違う、ってカンジ。 

「ドレイクの 船がいきなり来たときゃ、 ビック リしたよ。しかも、女の子が気絶した まま 乗 
てるときた日にゃあ、おりゃどうしようかと思ったぜ」 

うんうん、とまわりのお兄さんもうなずく。 


な 
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「よくもまぁ、魔物が出てすったもんだしてる中を、女の子だけで渡ろうとしたもんだぜ J 
キセルのおじさんはチラッとミノタゥロスを見て、 

「まぁ、ガタイのいいのもいるがなぁ」 

ご飯の前に、ボタらはおじさんたちにアレコレ説明した。でもやっぱりこういうセリフが出 
てく るところをみると、そのときのショックは並大抵の ことじ ゃなかったんだろうね。…… ま 
あ、わかる気がする。誰も手が出せなかったモンスターを、ポクたちみたいなのが追っ払っち 
ゃった、なぁんてわかったら、ポクだって驚いちゃうもん。 

「でもよ、あの魔物を倒しち まう なんてスゲ H よなぁ」 

船乗りさんのひとりがいった。魔物というのは、もちろん"すけとうだら"のコト。 

いやべつに、倒したヮヶじゃあないんですヶド。 

と、話そうとおもったら . 、 

「それほどでもありませんわ」 

オホホホホ、といきなり、ルルーがタカビーに口をはさんだで実は、ルルーが間違ってその 
魔物を召喚しちゃったコトまでは話してないので、みんなはポクらがすけとうだらを倒したと 
思ってる。だから、ポクらはいま、ちょっとした英雄あつかいだ。 

それはそれで気分はいいんだけど、やっぱりなんとなく気がひけるなぁ……。 

「なあ、お嬢ちゃんたちよ……」 
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急に、おじさんは真面目な顔になってキセルの煙をはいた。 

「どうしても、船乗りにゃあなってくんねぇのかい？」 

出た0 

これで何回目だろう、このセリフ。 

特におじさんは、ボタらのことを腕のいい魔導師だと思い込んじゃってるから、なんとか船 
乗りに しようと 必死だ。ボタらがいれば、とてつもない大物や、またす けとう だらみたいな魔 
物が出てきても大丈夫！ってヮヶ。 

「で、でも……」 

「このコたちにゃあ、行かなきゃなんないトコがあんだよ。いつまでもゥジゥジしなさんな」 
宿のおばさんが、ボタの言葉を引き継いだ。 

「だいたい、女の子を船乗りにしようなんて、ボヶの始まりだよ」 

「なんだとぉ！」 

「なによ！」 

思わず ムッと して、おじさんは怒鳴った。その瞬間、# s な ニ ラ ミ あいが始まる。 
おじさんの「船乗りになれ」ってい うセリフと 同じくらい、ふたりは こういう ふうに ニ ラ ミ 
あってる。…… というより、 もっともっと多い。ふたりはいっつも ヶン カしてて、そのたんび 
に別の船乗りさんが、 
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「まあまあ、おやっさんも、あねさんも、お客人の前ですぜ。夫婦してみっともねぇです よ」 
って止めに入る。 

「てやんでぇ、ちきしょう め！」 

そういいながらおじさんは、いつものケンカの後みたいにブィ ッとキ セルをくわえた まま そ 
っぽを向いた。 

「ケンカするほど仲がいい、とはいうケドねぇ」 

また別の船乗りさんがつぶやく。 

あり？どっかで聞いたような . 。 

そういえば、ル シファー 先生が同じ コトを いってなかった っけ？ ポクとルルーに. 0 うんう 
ん、なんだかわかる気がする。ボタとルルーも一緒かもしれない。なんだかんだいいながら、 
結局はまたこうして一緒に旅してるんだもの。きっと、おじさんもおばさんも、ずっとああや 
って暮らしてきたんだろうね。 

ひとり じゃできない コトはたくさん ある、ってルシ ファー 先生 も 授業で話してた。 

ま、単なるくされ縁かもしれないケド……。 

「さてと、 もう そろそろ行かなきゃ」 

ポクはィスから立ち上がって、身支度を整え始めた。おばさんたちの親切に、充分応えるこ 
とができないケド、いつまでもグズグズしてるヮケにもいかない。 
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「そうね」 

ルルーたち も同じく 立ち上がる。 

「おや、 もう 行っ ちまう のかい？ もっとゆっくりし ていけばいいのに」 

おばさんが、心から残念そうな顔をした。 

「でも、 ポクたち はホン トに 急がなきゃいけないんです。 まだ 日も高いし、進めるだけ進んど 
かなきゃ」 

「お世話になりましたわ」 

「そうかい、それなら無理にゃあ止めないょ。これを持ってお行き」 

そういいながらおばさんがエプロンのポヶットから取りだしたものは、ゲン コツ くらいの大 
きさもある、ショゥガがひとつ。 

「これは . ？」 

「シュテルン博士のトコにいくなら、どうしても"紫の森"を通らなきゃなんないからね。き 
っと、なんかの役に立つはずだょ」 

"紫の森"というのは、この港町からしばらく北に行ったところにある。おばさんのいった通 
り、博士のところに行くには、どうしてもそこを通らなきゃいけない。 

これがいったい、なんの役にたつんだろう？ 

も、もしかして、吸血鬼が出るとか……！ 
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……あ、それならニンーークか。 

「ま、単なる気休めだと思ってさ」 

いつまでもショウガを見つめるボクの背中を、おばさんはボンと叩く。 

「うん！ あり、がとう、おばさん」 

ポクは、ショウガを受け取ってリュックの中に入れた。 

「たまには遊びにおいでよ」 

「ぜひ、そうさせていただきますわ」 

ルルーが深々とおじぎをする。この品のよさというか、礼儀の正しさは、ポクにはなかなか 
真似できない。さすがお嬢 様！ ってところだね。 

「残念だなぁ……」. 

またおじさんがつぶやく。 

「あんた、まだいってんのかい？」 

r ンだとぉ？」 

「たはは . 」 

おじさんとおばさんのケンカを尻目に、ポクとルルーたちは宿を出て街道を歩き始める。 
「じゃあな—^ っ！」 

「また来い よぉ'-^-^っ！」 
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船乗りのお兄さんや宿のおばさんは、にこやかに I おじさんだけは名残惜しそぅに^/ボ 
クたちをいつまでも見送ってくれた……- 

二鬱蒼とした"紫の森" 

. 「、つつそお/」^その正体/* 


街道は、もはやすっかり秋の色。 

扇子みたいなィチョゥの葉っぱが、黄色い絨毯みたいに街道を覆ってて、遠くに見える山々 
は、夕焼けみたいに真っ赤。ずう〜っと北のほうの山なんかには、もう白いものがある。 

……といつても、白髪じやないよ。 

「早いものねぇ、ついこないだまで海で泳いでたのに」 

ルルーがひとりごちた。 

確かに、あっという間に一年の半分以上が過ぎちゃった。ボタらは北に向かってるわけだか 
ら、秋が来るのはいつもより早いのは当然といえば当然なんだけど、こんなぺースで、ちゃん 
と課題をこなして帰れるのかなぁ……。 
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「いやいやいや……」 

ボタは、ぶるぶると軽く頭を振った。 

いまそんなコトを考えるのはヤメ。とにもかくにも博士のところに行かなきや、お話になら 
ないもんね。 

カアカア^^ . 〇 

ふと、カラスがボタらの頭の上を飛んで行った。もはや夕方も近い。カラスが鳴くからか 
〜えろ、というヮヶには行かないヶド、そろそろ寝る場所を探さなきゃ。 

「秋といえば…丄 

山や街道を真っ赤に染める夕日を見ながら、はぁ〜、とルルーがため息をついた。 

「人恋しい季節ょねぇ〜……」 

なんだか、ィヤな予感がしてきたぞ。 

ルルーは、右手をホッペタにあてて、はぁ〜っ、とまたため息をついた。 

「あのお方は、いったいどうしていらっしやるのかしら……？」 

出た！ 

ルルーのおセンチな自己陶酔。そろそろ来るかなぁ〜、とは思ってたヶド……。もちろん、 
あのお方っていうのはサタンのことね。 

「あ〜あ、今日はここで野宿かぁ……」 
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「ふも一」 

ボクがつぶやくと、ミノタゥロスは「もう慣れた」というふうに肩をすくめた。きっと、ボ 
クと 知り合う前から「サタン様ぁ〜 ★」 とかいって自己陶酔してるんだろう。 ミノち ゃん も夕 
ィヘンだよね。 

でも最近、ルルーの自己陶酔モードは、もとに戻るのが早くなってきた。シュテルン博士に 
会えば、魔法が使えるようになるかもしれない！と思ってるからじゃないかな？そうすれ 
ば、サタンに気に入られるような魔導師になるのも夢じゃないもんね。 

ルルーが自分でもとに戻るまで、ボタらはなんにもできないのは変わらないんだけど……。 
そんなルルーはというと、沈みかけの夕日を、ぎゅっと手を握りしめて見つめてる。 

「愛しのサタン様、お待ちになっててくだ さい！ あたくしはきっと……、きっと、アルルな 
んかより強い魔導師となって、あなた様をとりこにしてみせますわ！」 


ボクより強くって . 。そう^>うのって、あんまり本人の前でしうようなコトじゃな，と思 

うんですヶド . 。 

まあ、とにもかくにも、ボタら は街道の脇で火を熾して、 そこに 野宿する ことに なった。 も 
う"紫の森" —— でも、別に紫色をしてるヮヶじゃなくて、普通の森だけど —— が目の前に広 
がってるんだけど、その中で寝るよりは、 まあ 安全だね。 
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火を熾して、晚ゴハンの準備を始める頃には、もうお月サマが顔を出してて、ルルーももと 
のタヵビ I 状態に戻った。彼女は野宿がィヤだのなんだのと文句をいったヶド、まあ、いつも 
の コト。 ぜんぜん気にしない。 

「で、今日のゴハンはなんなの？」 

野宿さわぎのあとの、いつものブスッとした顔で、ルルーが聞いた。……そんな顔をいつも 
してると、ホントにブスになっちゃうよ、といおうとしたヶドやめた。触らぬルルーに祟りな 
しだね。 

「じゃ-ん！」 

といいながらボタは、途中の村で買っておいたサツマィモやナスをリュックから取りだした。 
「秋といえば、やっぱりこれでしょう。デザートにヵキもあるよ」 

しかも、わざわざ大きなヤツを選んで、い〜っぱい買ってきたのだ。……でも、ほとんどは 
ヵーバンクルに食べられちゃうんだけど。 

「ま、あなたにしては上出来の選択ね」 

と憎まれ口をたたきながらも、ルルーの眼はじっとおィモやおナスに$してる。 

「食べてあげるから、早く焼いて」 

これが本#！だね。 

パチパチと火の粉が躍るたき火の中にサツマィモを入れて、しばらくすると、ぶぅ〜んとい 
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い匂いが辺りを包み込んだ。棒に刺して火の横に立てた、おナスの焼ける匂いもする。 
「どれどれ . 」 

ぼくは、棒でつついて火の中からおィモを取りだした。 

「あちちちち . 」 

とお手玉する。焼きィモとくれば、まずやっぱりコレでしょう。 

パカッと 割ると、ほわぁ〜んと甘い湯気が中から飛びだした。うん、 よく 焼けてるね。 
ひょいとつまんで、口の中に放り込んでみる。 

「ほふほふほふ …… J 

最初は熱い けど、だんだんおィモのあまぁ〜い 味が じんわりと口の 中に広がって…… 。 
「う^^ん、でりぃしゃす fLl 

|ぐ1! く1!」 

ボタの 服を引っ張って、 カーバンク ルが くれくれと せがむ。 

「はいはい、熱いから気をつけてね」 

半分に割ったおィモのかたっぽを渡すと、カー バンク ルはベろぉ〜んと舌を長く伸ばしてお 
ィモをつかみ、そのまま口の中に入れちゃう。 

「ぐ-」 

オィシィ！ っていってるみたい。 
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……のはいいんだけど、ホッカホカの焼きたてなんですケド、それ。力 I バンクルって、熱 

いとかなんとかって感じないのかなぁ？ . なんとなくうらやましいな。 

「アルル、おィモは焼けた？」 

「あ、うん」 

「おナスもいけるわよ」 

もう、ルルーと ミノタウ ロスはおナスをつついていた。港町のおばさんにもらった ショウ ガ 
を、ナィフで細かくきざんでおろし ショウ ガみたいにして、それをつけて食べてる。 

ホントは"紫の森"で役に立つ、っていわれてもらったんだヶド、もう役に立ってる。まさ 
か、おばさんはコレを見越してたとは思えないんだケド、……ま、いいか。 

「おしようゆが欲しいところねえ」 

ルルーは焼きナスを頰張りながらいった。 

「そんなの持ってきてないよ」 

「あら、 ダメ ねえ、アルルって」 


そんな コトい われたって、長旅におしょぅゆを持ってきてる人なんて、普通はいないよねぇ。 
まったく、ヮガママなんだから。 
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「な、 なに？」 

ポクも焼きナスを食べようと、手を伸ばした瞬間、遠くのほうから地響きが聞こえてきた。 


「なにかしら . ？」 

ルルーも贪べるのをやめて、辺りを見回す。 

地響きは、だんだん近付いてくる。よく聞いてみると、"紫の森"のほうからだ。だけど、 
暗くてその正体がなんなのか、まったくわからない。 

けっこうすぐそばまで来て るよう な気がするんだけど……。 

ドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドド . . 

呆然と地響きのするほうを見ていると、いきなり！真っ黒な津波のようなものがポクらを 
包み込んだ。 

「あ^"^^^^"^つ！」 

それは、何十匹、何百匹ものナスグレィブ f ……まん丸のおナスに、メガネとヵーバンクル 
みたいな手足をつけたモンスターだ。 

ナスグレィブたちは一斉にボタやルルーたちを取り囲んで、せっかく焼いたおナスをふんず 
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けてグチャグチャにしちやう。 

ああっ！せっかくおいしそうに焼けてたのにぃ！ 

そんなポクらの気持ちをよそに、ナスをぐちやぐちやにしてるナスグレイブたちのあいだか 
ら、リーダーらしいひとりが出てきた。 

「そこのオタンコナス！"紫の森"で焼きナスを食べようとは、いい度胸だナス！」 

彼がそうボタらに向かっていうと、ほかのナスグレイブたちは一斉に、ポップ コーン みたい 
にぴょんぴょん飛び跳ねながら、「いう ことナ〜ス！」「オタンコナ〜ス！ 」とシュブレヒ コー 
ルを始めた。 

「あたくしたちが ドコ でなにを食べようと、あたくしたちの勝手で しょ！」 

おナスをふみつけられた腹いせか、ルルーももはやヶンヵ腰だ。いきなり超必殺技の"女王 
乱舞"が出ないだけマシかもしれない。 

「まあまあ、"紫の森"って、キミたちのおうちなの？」 

いきりたつルルーをなだめながら、ボタはいった。 

「そうだナス」 

なるほど、紫色のナスグレイブがいっぱいいるから、"紫の森"ってヮヶね。 

「そんなところでキミたちのお仲間を食べちやったのはゴメンなさい。だけど、ボタたちはそ 
れを知らなかったの」 
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「仲間ぁ？」 

不機嫌もあらわに、ナスグレイブたちはボタを睨んだ。……そういうかたちにメガネが曲が 
った、っていうのが正しいヶド。 

「失礼にもほどがあるんだナス！我々は、ナスが死ぬほどキライなんだナス！焼きナスの 
匂いがするだけで、ムシズが走るんだナス！」 

そうだそう だとい うように、「いう ことナ^ス！」 「オタ ンコナ^ス！」とま わりから声があ 
がる。声だけじゃなくて、身体もびょ〜んぴょ〜んと飛び上がってる。 

ナスグレイブのリーダーは、ビシィッ！とボタらを指-正確には手-差した。 

「よって、罰としてお前たちがここで焼きナスになるんだナス！」 

「えつ！一 

「それじゃ、単なるいいがかりじゃない の！」 

ルルーはもうキレる寸 A 刖だ。 

ポクも、なんだか ムカムカして きたぞ。自分たちがキライだから、おナスを食べちやダメな 
んて、 タ ダのヮガママじやない。ルルー より ひどい よ ぉ！ 

ナスグレイブの群れとボタたちは、いまにも爆発しそうなニラミあいをしばらく続けた。そ 
のあいだに、カーバンクルはおイモを食べつくして、ぐうぐうと眠っちやってる。 

……ナスグレイブのヮガママもなんとかしなきゃいけないゲド、このコのお気楽もどうにか 
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なんないかなぁ。 

どれくらい時間がたったかわからない。 

ふと、睨み合ぅポクたちの頭上で、舌ったらずな声がした。 

「待ってくだちゃい！」 

見ると、木の上に小さな人影が立っている。月明かりに照らされたその姿は、いわゆる忍者 
装束に身を包んだ、 ボタより 頭ひとつぶんくらい背の低い少年 ……〇 
ボクも ルル ー も 見覚えがある。 

「ムラサメ くん！」 

魔導学校での クラスメィト だ。 ニンジャ としての修業のために、魔導学校に入ったっていぅ 
変わり種。 マスクを してて顔はよくわからないヶド、眼が クリクリ しててかわいい。 

「お久しぶりでちゅ、アルルちゃん、ルルーちゃん」 

「なんでキミがこんなところに . ？」 

「 おお、 同志よ！」 

いきなり、ナスグレィブのリーダーが口をはさんだ。 

「へ？ ど、同士心って . ？」 

そんなボタの疑問をよそに、リ I ダーは続ける。 

「この者どもは、同志の知り合いだナスか？」 
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「うん」 

シュ タッ、と木から ボタら の前に飛び降りながら、 ムラサメ くんは答えた。 

「ムラサメ くん、同志ってなんな の？」 

「実は、ポクもナスがキラィなんでちゆ。それを克服するのが課題だったんでちゆが、なんと 
なくみんなとお友達になっちゃったんでちゆ」 

「ふぅ〜ん」 

出し抜けに ムラサメ くんは、 くるりと リー ダ ーを向いて、 

「アルルちゃん も、 ルルーちゃん も、 悪気はなかったんでちゆ。許ちてあげてくだちゃい」 
「う〜む……。そうしたいのはヤマヤマなんだナスが、々森のそばで焼きナス食い"の罪は非 
常に重いんだナス。これも淀なんだナス」 

なんか、「そのまんまやないか！」ってッッコミたくなりそうな罪だね。 

「^!-ッ！ いいかげんにしなさ^いっ！」 

いままで黙ってたルルーが、リーダーの一一一一 一口でいきなりキレた。 

「あたくしのおナスはどうしてくれんの よ！」 

手にしたショゥガを振り回しながら、ルルーは叫んだ。 

ホントホント。せっかくおいしそうに焼けてたのに、結局ボタは 一口も食べられなかった。 
こう なったら、ポクもルルー と 一緒にキレちゃおうかなぁ〜……。 
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と思ったけどやめた。ふたりでキレたらお さまり がつかなくなっちゃうもんね。心の中でル 
ル I を応援するだけにしとこ。 

「こうなったら、あんたたちを食べちゃう わよ！」 

「け- っ！」 

ルルーが、言葉と一緒につきだしたショウガを見て、ナスグレィブたちは一斉に飛び上がっ 
た。さっきのシュブレヒ コ1 ルより、ずっとずっと高いジャンプだ。 

そして……、 

「おろしショウガだけはやめて くれぇ〜っ！」 

「食べないでくれだナスぅ〜っ！」 

「焼きナスを食わせないでくれだナスぅ〜！」 

「いうことナ^スつ！」 

と叫びながら、まさに細蛛の子を散らすように、わらわらと逃げてった。 

「あらら . 」 

「行っちゃったでちゅ」 

あとに残ったポクと、ルルーと、 ミノタウ ロスと、 ムラ サメ くんは、呆然と見送るだけ。 
「そうか！」 

ポクはふと思い立って、ボンと手をうった。 
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「もしかして、 ショゥ ガってナス グレイブよ けなん じ ゃない？ ムラサメ くんみたい に ナスが 
キライだったらいいんだけど、並日通、そんな人っていないもんね」 

「ナスは、人間の食べ物じゃないで ちゅ！」 

半分 ムッと しながら、 ムラ サメ くんはいった。 

「うっさい わね！ そんな コトい ってると、 ナスと 一緒に漬け物にする わよ！」 

「う . 」 

ルルーに睨まれて、ムラサメ くんは絶句。キライなおナスと一緒に漬けられちゃうぞってい 
われちゃぁねぇ。 

結局のところ、彼もまだ課題を クリアすると ころまではいってないみたい。それ以前に、ル 
ルーの怒った顔でにらまれたら、誰だって絶句しちゃうよ。へビににらまれたヵエル状態、っ 
て ヤッ？ 

「まあまあ」 

ふたりをなんとか落ち着かせて、ムラサメ くんから話を聞くと、"紫の森"で修業を続けて 
るおかげで、森の中がどうなっているか完全にわかってるとのこと。そのあたりは、さすが一一 
ンジャだね。 

というヮヶ で、罰として——とはルルーの意見—— ムラ サメ くんに案内してもらって、森を 
抜けることにした。お守りの ショゥ ガもあるしね。 
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三森の中で、またひと騷動/ 

. ど、 っして、 \エゾが . ? 

翌日、お日サマが完全に顔を出す頃には、ボタらはすでに森の中に入っていた。 

,,紫の森"は、紅葉しない木々で鬱蒼としていて、ところどころに紫色の正体、つまりナスグ 
レイブが顔を出してる。ぴょんぴょん飛び跳ねながら歩いてるナスグレイブもいるね。 

でもボタらにはナスグレイブの同志だとい うムラ サメくんもいるし、宿のおばさんにもらっ 
たショゥガもある。 

おかげでナスグレイブはボタらに近付いてこない。 

森は深くもなく、浅くもなくといったところだけど、やっぱり地図なしで入ったら迷っちゃ 
うほどには複雑だ。ずっと前に、旅の商人さんに簡単な地図を書いてもらったヶド、それだけ 
じゃちょっと心許ないなぁって考えてた トコ だから、そこへきて ムラサメ くんの存在は、かな 
りありがたいね。感謝感謝！ 

「もう少しでちゅ . ！」 
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といった ムラ サメくんの足が、ピ タリと 止まった。 

「どうしたの？」 
r . 人の気配がするでちゅ」 

ムラサメ くんの声は、いつになく マジ メだ。……でも、舌ったらずな声はあいかわらず。そ 
れが、みょ〜に似合ってなくて、思わずプッと吹きだしそうになっちゃう。でもでも、ここは 
笑っちゃいけないシーンだ。 

「どこどこ？」 

ボタとルルーは辺りを見回した。だけど、気配なんかゼンゼン感じない。そのあたりは、さ 
すが-ーンジャってところね。 

「誰でちゅか！出てきなちゃい！」 

ムラサメ くんが まわりを 見回しながら叫ぶ と、 鼻にかかった笑い声があたりに こだます る。 
「フッフッフ . 。バレちやぁしょうがないな . 」 

ブォンッ！ 

つむじ風とともに、ポクらの目の前に人影が現われた。 

邪悪に光る切れ長の眼に、銀色の髪、黒を基調にした服とマント、そして、これまた邪悪そ 
うな装飾が施された魔導師用の杖……。 
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「誰なのよ、あんた」 

ルルーが問いかけるけど、ボタには見覚えがある。 

出てきた人影が誰だかわかった瞬間に、ボタの身体は硬直した。怒ったルルーよりコヮイ。 

心の底から、まさにへビににらまれたカエル状態 . . 

r シ、シェゾ . 。ど、どうしてここに . ？」 

それだけいうのが精一杯。 

だ、だって、 ボタと 戦って死んじゃったはずなん だもの！ 

「知ってるの？アルル」 

「う、うん . | 

ルルーに返事をしたつ もり だけど、ちゃんと声になってるかどうか も わかんない。 

「まあ、驚くのも無理はないな。確かに、ォレは一度死んだのだから」 

そいつ、シヱゾは余裕たっぷりにそういった。足があるから、少なくとも幽霊じゃない。 
……って、冗談を考えてる余裕なんて、こっちにはない。 

(考えてる考えてる) 

心の中の、もうひとりのボクがタイミングよくッッコミをいれた。 

シ H ゾ•ゥィダィィは、早い話が"悪の魔導師"。以前、ボタの魔導力を吸収しようとして 
襲ってきたことがある。迷宮にとじ込められたりとかして大変だったヶド、なんとか彼と戦っ 
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て、倒すことができたのだった。 

そのとき、勢いがあまっちゃって、なんと、彼の首と身体が真っ二つになっちゃったのだ。 
ううっ、思いだしただけで胸が ムヵムヵす る……。だって、単に首が飛んで死んじゃったヮ 
ヶじゃなくて、首だけになっても襲ってくるんだもの。 

もう、あんな戦いはしたくないよぉ……。 
r だがどういわけか、オレは復活した……」 

シエゾは話を続ける。ボタのィャな思い出を、わざわざ引っ張り出すかのように。 

「これは神か悪魔の意思に相違ない。お前の力を吸収するまでは死ぬな、 とな！」 

いきなり、シヱゾは杖を高くかかげて呪文を唱え始めた。 

げげっ！こ、これはャバ ィ！ 

「なぁ〜んだ、目標はアルルだけなのね。じゃあ、骨は拾ったげるから、がんばんなさい」 

ルル ー はそういって、 スタスタと 後ろにさがり、切り株に腰をおろした。 

「ちよ、ちよっとお！」 

ムラサメ くんは . 、と見回しても、もうすでに彼の姿はない。 . もう、みんな薄情なん 

だから ぁ！力 I バンクルはミノ タゥロスの 頭の上で眠っ ちゃってるし…… 。 

「いくぞ、アレィヤ1ド！」 

カツ！ 
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気合いとともに、シヱゾの杖から稲妻が飛びだし、ポクに向かって飛んでくる！魔導学校 
の先生も知らない、古代呪文だ。 

「きゃあっ！」 

ポクは、寸 a 刖でそれをよけた。 

前に戦ったとき、さんざん見たので、よけるのはそれほど難しくない。すぐに呪文でお返し 
する余裕だってある。 

ボタだって、シヱゾが死んでるあいだに成長したんだから！ 

「この お、 アィスストーム！」 

ポクの手から発した吹雪が、シヱゾを包み込む。 

パキ- ン！ 

だけど、杖のひとふりで、吹雪は弾き飛ばされちゃった。もちろん、彼が傷ついたようすな 
んてゼンゼンない。 

r とうした、お前の力はこんなものだったのか？」 

つ . I 

ちよっと悔しい。 

だけど、 ファィヤー や アィススト ームみたいな、それほど難しくない呪文を弾き飛ばしちゃ 
うモン スター なんて珍しくはない。へへ〜ん、最初は小手調べだもんね。 
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「やあっ . 」 

次の手を考えていると、突然！黒い影がシヱゾの背後から襲いかかった。 

「ムラサメ くん！」 

彼は影に隠れて、シヱゾにコッソリ近付いてたのだ。最初にいなくなったのは逃げたんじゃ 
なくて、 こうす るためだった ヮヶ ね。感謝感謝！ 

力 炎 -、ノ！ 

だけど、 シヱ ゾは杖を使って、ボタの アイススト ームを弾いたときみたいに、余裕でムラサ 
メ くんの ヵタ ナを受け止めた。ボタのほうを向いたまんまで。 

ううっ、やだなぁ . 。 

「うるさいハ H だな」 

そうつぶやくと、シヱゾは ヵタ ナを受け止めた体勢のまま、呪文を唱え始めた。 

さっきのア レイヤードよりも、 ずっとずっと長い、あの呪文は . . 

「ムラサメ くん、あぶない っ！」 

と叫んだときには、もう遅かった。 

「アレイヤード•スペシャル！」 

ドッゴ-ンッ！ 

「うわああああっ！」 
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杖から発した猛烈な光の玉が、ムラサメくんを包み込んで吹き飛ばす。 

「ムラサメ くん！」 

どさつ。 

ボロぞうきんのようになった ムラ サメ くんが、ボタとルル ー とのあいだに落っこちた。ピク 
リともしないヶド、死んじゃったヮヶじゃあないみたい。 

……だけど！わざわざ最強の呪文を使わなくたって……！ 

「ふん、邪魔をするからだ」 

シ H ゾの目は、 まさに 悪魔そのもの。前に会った ときより、 ずっとずっと キョ ーアク になっ 
てる。 

「こ、この おっ！」 

もう許さないぞ！ 

ボタは、たくさんのぶよぶよをやっつけたときみたいに、これでもかというくらいのダィア 
キュートを唱えた。 

「ダ ダダダダダダダダダ-かなり中略-ダダダダダダダィヤキュート！」 

魔導力が、はち切れんばかりに身体中をかけめぐる！ 

それを、呪文に乗っけて解き放つっ！ 

「ファィヤ丨っ！」 
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見ると、ルルーがボタの手を握っている。 

「アルル、"ジュゲム "よ！」 

「え〜っ！そんな魔導力なんか残ってないよぉ！」 

ジュゲ ムっ ていう呪文は、 ファイヤーやアイスストームより 強力だけど、それだけ たくさん 
の魔導力が必要。だけど、 さっきダイアキ ュートを唱えすぎたおかげで、そんな力なんか、ち 
ょっ とも 残ってない。 

.「いいから 唱えなさい！ムラサメくんのかたきよ！」 

「そ、 そうだ！ よぉ'^'し . . | 

呪文を唱え始めると同時に、ルルーは気合いを入れ始めた。その"気"がボタの左手を伝わ 
って、身体中に流れ込んでくる。すけとうだらを魔界に帰したときと、逆のパターンだ。これ 
ならなんとかな りそう . . 

だけど、ルルーのほうからこんな コトをしてく るなん て . 。いやいや、いまは呪文に専念 

しなくちゃ！ 

「アレイヤ1ド•スペシャル！」 

「ジュゲ ム！」 

ドツカア-ンツ！ 
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ふたつの呪文は、ポクたちとシヱゾとのあいだでぶつかりあい、大爆発を起こした。 
「きゃあああ あっ！」 

「ぅおおおおおっ！」 

そのあまりの勢いに、ポクもルルーも、そしてシヱゾも吹き飛んでしまった……。 


四戦い終わって 

……まだ旅 U 終わらない 


「ぅ、ぅ〜ん . 」 

気がつくと、ポクらはくさむらの上に寝かされていた。おでこには、濡らしたタオルが載せ 
られている。 

「こ、 ここは . ？あいたたたた . .」 

起き上がった瞬間、身体中に激痛が走った。 ' 

「まだヶガが治ってないんだナス。もっと寝てるんだナス」 

ナスグレィブのリ I ダ ー が、ボタの顔をのぞきこむ。 ょく 見ると、そのまわりではほかのナ 
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スグレィブたちが、タオルや桶を手にわらわらとルルーやミノタゥロス、ムラサメくんたちの 
あいだを行き交っていた。その中で、ひとりカーバンクルだけがぴょこびょこと踊ってる。 
「どうして……？ボクたちはキミたちに悪いコトしたんじゃないの？」 

それを考える と、 ナスグレィブたちが ボタら を介抱して くれる なんて コトは ないはず。 
「あいつ、悪いヤツ。ィヤがる我々に、ムリヤリにナスを食わせたんだナス。"無理やりナス 
食わせ"の罪は、極刑に値するんだナス。それをあんたらはやっつけた。だからあんたらの罪 
は帳消しなんだナス」 

「と、というコトは . 」 

ボタは、痛くならないように、ゆ〜っくりと身体を起こした。それでもやっぱり、痛みの精 
霊が、ポクの身体をピリピリ刺激するけど。 

r シ、シヱゾは……？」 

「わからん。だがここにはいないんだナス。きっと死んだんだナス」 

「^、よあ . 」 

ほんの一瞬、頭がこんがらがっちゃって、なんの コト かわからなかったヶド、だんだん思い 
だしてきた。 ボタと シ H ゾが戦った コト、ムラサメ くんが 最強 呪文で ボロボロにされち ゃった 
コト、.そうそう、ルル ー が自分から" 気" を送って くれて、ジュゲムの 呪文を パヮーアップし 
て くれた コト . 。 
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「や、やった！」 

ボタは、痛みを忘れてガッツポーズをとった。 

またも、シヱゾをやっつけることができたん だ！ 

「う、う〜ん . | 

そうこうしてるう ちに、ルルーたちも眼を覚ました。 

「ありがとう、ルルー。おかげで、なんとかシヱゾを倒したよ」 

「と〜 ぉぜんじゃない、あたくしが協力したんですもの。だけど、あなたのためじゃなくて、 
ムラサメ くんのためにやったコトなのよ、おわかり？」 

r ぇへへ……」 

ルルーの口調はあいかわらず。だけど、ボタに協力してくれた、っていうのは変わんない。 
ホントにムラサメくんの敵討ちだけだったら、そのまんま"女王乱舞"かなんかをシヱゾにく 
りだしてたはずだもんね。 

結局、ボタたちのヶガはたいしたコトはなかった。爆発のショックに吹き飛ばされて、あち 
こち打ったくらい。ボタらは早々に手当をすませた。 

「また学校で会おうでちゅ」 

別れ際、"紫の森"の出口でムラサメくんはいった。 

「ちゃぁんと、ナス嫌いを治してからね★」 
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ボタはゥィンクで、それに応える。 

「う . 」 

絶句するムラサメくんを尻目に、ボタらは旅を再開した。 

シュテルン博士の研究所まで、あともうひといき！ 

ホ 氺 * 

暗闇の中に、気配がふたつ。 

砕け散った水晶玉のかけらが、まるで星のょうにまたたいていた。もはや、気配の主を照ら 
す力もなく . 。 

『どういう こと だ、これは . ！』 

語気荒く、気配の一方が口を開いた。 

『わからん』 

と、占い師の声。 

『なにか、特別なファクターが関与しているとしか思えん』 

『そんな悠長に構えている場合か！』 

ついに一方の声は、机を激しく叩いて怒鳴った。 
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『すでに"大魔王"は誕生、この現界に向かっているのだぞ！そうなったら、我々の身とて 
危険に さらされることになる！』 

『確かに、現界が維持できなければ、魔界も成り立たんな……』 

占い師の声も、いつになく神妙な色を含んでいる。 

『だからあれほど、さっさと原因を究明し ろと いったの だ！』 

『だが、それが特定できなくてはしかたあるまい』 

『もういい！自分が手をくだす！』 

『こう なった以上、私は止めはせん。だが、空間の歪みを破壊するようなマネだけはするなよ。 
そうなったら、我々の身体すら維持できなくなるかもしれん』 

『フン！ もうすでに破壊されているかもしれんぞ、そのガラス玉のようにな！ 』 

バサアッ！ 

とマントを ひるがえして、占い師でない声の主は立ち上がった、……ようだ。 

『おっと、灯りをつけてもらおう。この前のようにはなりたくはない』 

『ふふふ . 』 

パ チンと 占い師が指を鳴らすと、部屋中のロゥ ソク すべてに火がともる。 

その灯りに照らしだされたのは、占い師であり、医師であり、魔導学校の教師でもあるルシ 
ファ ー、そして、立ち上がって彼に対峙するのは、"魔界の貴公子"サタンであった……。 







独リオチくん 
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シエゾ•ウィクィィ 

強人な力を手に入れるためならど 
んなことでもする、は一どでコワ 
ーイ悪の魔導師。アルルを姐って 
いる0 


191 冬の章 


一着いたぞ、研究所/ 

. そこ r 聞いた、意外^る拳实/ 


ズボッ。 

ズボッ。 

歩くたんびに、足が深く雪に沈み込んで、 うまく 歩けない。 

「ああん、なんとかならないのお？これぇ……」 

とルルーはブーたれるヶド、それは神様にでもいってもらわないと、 どうしょう もない。気 
を抜いてルルーの相手をしてると、こっちのほうが転んじやいそうだし。 

旅に出たときから、シュテルン博士の研究所が雪山の中にあるのは知ってたヶド、こんなに 
深いとは思わなかった……。まあ、冬なんだから、あたりまえといえばあたりまえだけどね。 
スキーかなんか持ってくればょかったかなぁ……？ 

だけど、今日は晴れてるからまだマシってもの。吹雪だったりしたら、ポクら はもうと っく 
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に道に迷って、遭難してたかもしれない。 

ヒュゥゥゥゥゥゥ . 〇 

そんなボクたちのあいだを北風が通り抜け、粉雪が煙みたいに舞った。 

「さ、寒い …… J 
「ぶも一 . 」 

一応、オーバーとかミトンの手袋とか、防寒具はたくさん買ったヶド、やっぱり寒いものは 
寒い。とくにミノタゥロスなんか、サィズの合うのが少なくって、雪山用の重装備っていうに 
は程遠い。ポクらより体力があるぶん、まだなんとかなってるヶド……。 

「ねぇ、アルルぅ、まだなのぉ？」 

「ちよつ と 待つて」 

ボタは、リュックから地図を取りだした。そして、指でつつぅ〜っとボタらの歩いた道を辿 
つてみる。 

「あと、もうちよっとのはずなんだヶド . 」 

地図上では、シュテルン博士の研究所は眼と鼻の先。もう見えてきてもおかしくない。 

「まだ歩くのぉ？」 

「まあまあ、もう少しだからさ」 

と ルル I を元気づけるのはいいんだヶド、ボタ ももう そろそろガマンの限界……。 
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「ぐつぐつぐつ、ぐつぐつぐつ、ぐつぐつぐつぐつ.ぐつぐつぐつ！」 

先頭を歩く力 1ハンク ルが、三三七拍子で ポクら を応援する。軽い から 雪に沈まないし、身 
体がちっちゃい から毛糸の 帽子だけでも ポッヵボヵ。こういうとき、ヵーバンク ルに なれたら 
な ぁ〜って思うね。 

……なぁ〜んて、余計なことを考えてると、歩く体力がなくなっちゃう。ドンドン進まなく 
つちや！ 

と、また一歩ふみだそうとした瞬間 . . 

「ハィッ！」 

いきなり、みょ〜な叫び一尸が雪山に響いた。 

「な、なに？」 

「ハィ ャーッ！」 

耳をすましてみると、どうやらボタらの進行方向から聞こえてきてるみたい。 

「オアタ-ッ！ | 

声に合わせて、どす〜んどす〜んという地響きも聞こえる。 

ずぼずぼずぼ、とできるだけ急いでそこに行ってみると、木を鉄で補強した小屋が見えてき 
た。そして、その脇の木を相手に戦ってる人が ひとり…… 。 

「ううっ、この寒いのによくやるわねぇ」 
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ルル ー がそういうのもわかる。なにしろ、その人はヵンフ ー 胴着一枚で外にいるんだもの。 
つるつるの頭に、ちょっとフヶたほりの深い顔だち、筋肉りゅ一りゅ一の身体……。 

真冬だっていうのに、服一枚で外にいるヘンなおじさん——っていうほどのトシじやないん 
だけどね —— こそ、ポクたちの目的の人だ。 

「あれがシュテルン博士だよ」 

「え、そうなの？」 

一度講義を受けたことがあるっていうのに、ルルーは博士の顔を完全に忘れてた。……まあ、 
彼女のタィプじやないからねぇ。 

「シュテルン博士-っ .-. 」 

彼の姿を見たとたん、ほんのちょっぴり元気が出た。ボタらは声を張り上げながら、博士の 
もとへと走った。速さは歩くのとあんまり変わんないヶド……。 

「おう、来たな！」 

博士は、汗をキラキラさせながら、ポクらのほうを向いた。その声は、さっきの掛け声に負 
けないくらい大きい。広い教室の講義に、これほど向いてる声はないね。 

木を相手に、博士は格闘技のトレーニング中だったみたい。さっすがは，，格闘機械魔導師" 
って呼ばれてるだけのことはあるね。 

「あんまり遅いんで、どうしたかと思ってたところだ」 
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そういいながら、博士はタオルで汗をふき、ボタらを部屋に招き入れた。 

シュンシュンシュンシュン . 〇 

ストーブの上に乗っかっているヤヵンの音だけが、部屋の中に響く。ボタたちは冷えた身体 
を暖める ことに 精一杯で、おしゃべりをするど ころ じゃない。 

博士は、「さっさと汗を流さないと、ヵゼをひいてしまう」といって、お風呂に入りにいっ 
てしまった。……あとでボクも入らせてもらおうっと。 

しばらくじっとしてると、部屋を見回すくらいの余裕が出てきた。 

ボタらがいまいる部屋は、ものすごくちっちゃい。テ ー ブルと、 ストー ブと、あとはヘンな 
かたちの機械や書類がいっぱい詰まった棚が、ひとつふたつ。それだけしか物がないっていう 
のに、あとは歩くのに最低は必要なスぺースがあるだけ。外から見たときも小さいなぁ〜って 
思ってたヶド、中に入ると、もっと小さく感じる。 

こんなちっちゃな家に、よく住めるねぇ〜。 

と始めは思ったヶド、その秘密は、玄関のちょうど反対側の扉にあるんじゃないかな？っ 
ていうことがわかった。位置的に考えて、その扉は山の中 —— 土の中 —— に続いてる。たぶん、 
山を掘って、そこに広い広い地下室が造ってあるんだろうね。よくわかんないヶド、ものすご 
い機械やなんかがたっくさんあってさ。 

ガチャリ。 





197 冬の章 


ようやく完全に身体が暖まってきたころ、その地下室への扉から、博士がおぼんにあったか 
い ココアを 載せて入ってきた。今度は ヵンフー 胴着じゃなくて、ちゃんとした白衣を着てる。 
寒いっていうのに、袖はまくってるヶド。 

「外は寒かったかい？」 

ココアをテーブルに載せながら、そう博士は問いかける。 

「ええ、 とつても」 

ボタらはさっそく、ココアを 一口飲んだ。すると、身体の中からじぃ〜んわ りと 暖まる。 
「ふぅ〜 . 」 

ようやく人心地ついた、ってヵンジ。 

「よく、博士は胴着一枚でいられますわねぇ」 

ルルーの問いに、博士はドンと厚い胸を叩きながら答えた。 

「まあ、鍛え方が違うよ。ルルーくん、といったかな？ キミ も格闘家のはしくれなら、わか 
るはずだぞ」 

「え？ ど、 どうしてあたくし が格闘家 だって……」 

「"気"でわかるよ。けっこう鍛練を積んでいるようだが、まだまだだな」 

「は、はぁ . 」 

なんか、話し方がルシファー先生にそっくり。「まだまだだな」とかいわれたら、相手がど 
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んな先生でもやり返すルル ー が、おとなしいのも、そのヘンにあるかもしれない。ルシファー 
先生と違うのは、やっぱり声の大きさ。話すたんびに、小屋が揺れそう なくら い。 

「で、用件はなにかな？」 

そういいながら、シュテルン博士は自分のイスに座る。 

「え〜とですね . 」 

答えようとした 瞬間 . . 

「ストォ-ップ！」 

「ゎっ！」 

「きゃっ！」 

モノスゴイ博士の声に吹き飛ばされるように、ポクらはイスから転げ落ちた。ホントに、突 
風みたいな大声だ。 

「ど、どうしたんですか？」. 

立ち上がりながらボタが聞くと、博士はすまなそうに、髪の毛のない頭を ポリポリ かいた。 
「いやはははは、すまんすまん。ルシファーから聞いてるから、その先は続けなくていいとい 
おうとし たんだが……。まさかイスから落ちるとは思わんかった」 

「もう、ヒドイですわ！」 
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ルルーもブーたれながらィスに座り直す。 

なんだか、ちょっとィジヮルな性格までルシファー先生にソッタリ。博士を見てると、ルシ 
ファー先生が、ものすごく遠くて、ものすごく近くにいるような、変な気持ちになっちゃう。 
「ルシファー先生をご存知なんですか？」 

ルルーがいった。 

「うむ。ヤッとは長いつきあいだからな。よく知ってるもなにもあったものではない」 
「へぇ〜。じゃあ、ポクがなにを取りに来たかまで知ってるんですね」 

「ああ。……だが、少々気にかかるコトがあってなぁ」 

ふと、博士は神妙な顔になった。 

「と、いいます と？」 

「すまんがふたりとも、いままでの旅のコトを、できるだけ詳しく話してくれんか？なるベ 
くなら、魔導学校に入る前のあたりから」 

「は、はあ . 」 

ボタたちは、いわれた通りにした。……なんだかよくわかんないヶド。 

ボタは、子供の頃に腰の薬をおばあちゃんに届けようとして"迷子の森"を冒険したこと、 
魔導幼稚園の卒園試験、シヱゾとの二回もの戦い、サタンやヵーバンクル、ルル I たちとの出 
会い、魔導学校への旅、そしてここに来るまでのコト……。 
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ルルーは、サタンと出会うキッヵヶになった、吸血鬼の伯爵に誘拐されたこと、ポクたちと 
の旅、そして召喚魔法の コトなん かを I 今度は正直に話した。 

「ふ〜む . 」 

それを、黙ってじぃ〜っと聞いていたシュテルン博士は、やがて、ボンと手を打った。 
「なるほど、それならつじつまがあう」 

「どういうコトです？ I 

「まあ、学校に入ってからの話は"魔導レーダ ー" でモニターしていたのだがな……」 
「まどうれ一だ一、って？」 

聞いたコトないアィテムの名前だ。 

「ああ、早い話が魔法探知機だ。もっとわかりやすくいうと、占い師がょく持ってる水晶玉が 
あるだろう？ それを機械にしたものだ」 

「へぇ〜」 

「それを使って、キミたちやほかの魔導師たちを観察していたのだ。……ょし！この際だか 
ら、いちから話そう」 

ゴクリ . 。 

ボタたちはキンチョーのあまり、つばを飲み込んだ。 

いったい、どんな話が飛びだすんだろう……？ 
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「え〜と . 」 

博士は腕を組んだ。 

「なんだったかな？」 

ずるっ。 

ボクたちはズッコヶて、あやうくまたィスから落ちそうになった。 

「は、博士ぇ . 」 

さんざんキンチョーさせておいて、それはないよぉ。 

「ああ、思いだした。……最近、現界と魔界を結ぶ空間が歪んでいるのは知っているか？」 
「空間が不安定になってる、っていうのは知ってます」 

ポクは答えた。そのおかげで、ヮ I プやなんかが使えなくて、ここに来るまでにかなりの苦 
労をしなきゃいけなかったんだ。そういえば、簡単にヮープできる アィテム" どんばうんぱ" 
も使えないのかなぁ……？ 

「これは、事象的につじつまがあうというだけであって、確証はない、というコトを^^頭にお 
いて聞いてほしい」 

「は、はい……」 

あらたまってそういわれると、余計にキンチョーしちゃう。 

「昨今、魔導師や魔界の生物を悩ませている空間の歪み、この原因に、キミたちふたりが関与 
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している可能性が非常に高いのだ」 

「ええ- つ！」 

ポクと ルルーは、まさしくィスから飛び上がって驚いた。そりゃあ、そんな コトに 関わって 
るなんていきなり聞かされたら、誰だって驚いちゃうよ！ 

「どどど、どうして . ？」 

博士は落ち着いたままで話を続ける。そのへんも、ルシファー先生に似てるなぁ。そうやっ 
て似たところが多いから、仲がいいのかなぁ？ 

「うむ、魔法というものは、"魔"というくらいだから、魔界と少なからぬ関係を持っている 
のは知っているだろう？」 

「はぃ」 

それくらいは、学校で習う初歩の初歩。たとえば、召喚魔法がいい例だね。 

「そして、キミたちには特殊かつ強大な力が眠っている」 

「は、はあ . 」 

そういうふうに、 サタンと か ルシファー 先生とか、 シヱゾ とか、いろんな人からいわれるヶ 
ド、いまいち ピンと こない。だって、意識してそんな力を使ったコトなんてないもん。 

「そんなキミたちが本気で魔法を使ったとき、眠れる強大な力を解放させたとき、なんらかの 
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影響を空間のはざまに及ぼしているのだろう。それが積もり積もって歪みとなった、……これ 
がいま立てた仮説だ」 

「はぁ 〜：…： J 

いきなりそういわれても、 ムッ ヵシクてなんだかわかんない。スヶールも大きすぎるし . 〇 

博士は立ち上がって、戸棚に向かった。 

「まあ、これはあくまでも仮説だから、事実がそうかはわからん」 

「そ、そうですわね、おほほほほほ……1」 

ルル—の笑いが乾いてる。 

よくよく考えてみると、実は証拠もなにもない、タダの仮説なんだけど、みょ〜な説得力を 
感じちやうのは、 どうして？ ルルーもきっと、おんなじ コトを 考えてんじやないかな。 

「学校へ帰れば、いずれわかるだろう。そのために、キミはこれを取りに来たのだからな」 
そういいながら、博士が戸棚から取りだして、ドンとポクの目の前においたのは、真っ黒で 
奇妙な形をした箱。 

フタがなくて、上には手のひらくらいのナニかが差し込めそうな穴があいてる。箱の横から 
はヒモが伸びていて、先っちょに十字型のがひとつと、丸型のが三つで合計四つのボタンのつ 
いたものがくっついていた。 

「なんです？これは . 」 
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「ルシファ ー によると"メタドラィヴ"と呼ぶらしい。ヤツの設計図通りに造っただけだから、 
詳しい使い方はよくわからん。ヤツに聞いてくれ。見たところ、呪文の増幅機のようだが」 

「へぇ〜」 

さっそくポクはそれを受け取り、リュックにしまった。増幅、……って、いったいなんの呪 
文を増幅するんだろ？ 

「それからルルーくん、キミにはこれを授けよう」 

とポヶットから取りだしたのは、かなり古い巻物。 

「これには、格闘家の使ういわゆる"気合い"を、魔導師の"魔導力"に変換するための極意 
が書かれている。これを読んで、修業に励むのだ」 

博士の言葉を聞いた瞬間、ルルーの眼がパッと輝いた。 

「は、はい！がんばります！」 

ルルーは心から嬉しそうな表情。やっぱり博士のところに来たのは間違いじゃなかったみた 
い。よかったよかった。 

博士もニッ コリ 笑って、バンバンと ホコリを 落とすように手を叩いた。普通の人なら、パン 
パンっていう音なんだヶド、シュテルン博士は身体が大きくて力強いから、モノスゴィ音にな 
るってヮケ〇 

「よし、これで用件はすんだ。ふたりとも御苦労だったな」 
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「あ . ！」 

それを聞いたとたん、ボタはいままであっちにおいといた問題を思いだした。 

春に学校を出発して、ここに着いたのが真冬。ってコトは、いまから研究所を出発したら、 
学校に着くのは来年の秋とか冬になっちゃう。ポクの部屋に、"どんばうんぱ"のどんばでも 
置いとけばよかったなぁ……。 

「どうした？」 

「あのぉ〜 . 」 

博士の問いに、ボタはいま抱えてる悩みを素直に打ち明けた。すると博士は、 

「なんだ、そんなことか。それなら"物質転送機"で送ってあげよう！」 

「なんです？それ . 」 

「簡単にいえば、ヮープを機械的に行なうものだ。まあ、半分は魔導力を使うが、空間の歪み 
には影響されないはず」 

博士はボタたちを、ホコリと機械の部品と魔法の物品がちらかる地下室に案内してくれて、 
その"物質転送機"なるものを見せてくれた。なんだか、さっきの部屋にあった ストー ブにそ 

っくり。 . 大きさが十倍くらいもあるゲド。 

ストー ブでいうなら石炭を補給する場所が、ポクたちの入る場所になってるみたい。 

「さ、入った入った」 
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扉をぎぎぎぃ〜っと開けて、博士が手招きする。ポクらはいわれた通りにするしかない。 

ガッ シャン！ 

ボクとカーバンクル、そしてルルーとミノタゥロスの全員が入ると、博士は外側から扉を重 
そうに閉めた。そうなると、真っ暗でなにも見えない。 

「大丈夫か？」 

くぐもった博士の声が、外から聞こえてくる。 

「え、ええ、まあ . 」 

なんだか、すんごく心配……。真っ暗だし、狭そうだし、それよりもなによりも、これから 
いったい、ナニが起きるのかが……。 

「開発したばかりだが、実験は一応すませてある。安心していいよ」 

|ええ-つ！」 

そ、そんな . .もし事故が起きたらどうするのお？ 

ボタらのそんな不安を知ってかしらずか、博士はカチカチとスィッチを入れて操作し始めた。 
やがて、ブゥ^-^'ンと機械がうなりはじめる。 

「ホ、ホントに大丈夫かなぁ……」 

そのキンチョーに拍車をかけるように、博士の声が聞こえてきた。 
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「あ！」 

な、なに？なにが起きたのぉ？ 

「きや-つ！」 

ボタたちは恐怖のあまり、壁を思いっきり叩いた。 

ドンドン！ 

「博士！ その『あ』ってナ ニ？ 『あ』 って！」 

ドンドンドン！. 

……だけど、ビクともしない。 

「ああ-っ ！ 」 

「は、博士ぇ っ！」 

もはやパニック状態！ボ、ボタたち、いったいどうなっちやうのぉ？ 

「アルル！下がってなさい！」 

こんな真っ暗で狭いとこで、どうやったら下がれるのかわかんないヶド、ボタはルルーのい 
うと おりにした。 

「はああああああああっ！」 

気ムロいを込めてるルルーの声がする。 
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わかった！扉を壊すつもゥなんだ。 

「や あっ！」 

と扉に向かってルルーが力いっぱいパンチした —— と思う。暗いからよくわかんない —— 瞬 
間、ボタたちの意識は出し抜けにプッッリと切れた……。 

二ぷよぷよ人魔王の降臨っ/ 

. f 校 IJA パニック/ 

消えた ときと 同じように、 いきなり 意識が戻った、…… と 思ったら、 

ドテツ！ 

ポクらは落っこちた。 

「アイタタタタ . 」 

そのショックで、おしりをちょっと打ったみたい。まあ、そんなに高いところから落ちたヮ 
ヶじ やないから、大した コトは ないんだ ヶ ド。 

「もう、乱暴な博士ねぇ。もう少しなんとかならなかったのかしら、まったく……」 
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さっそくルルーがぼやく。でもホントは、無事に着いてよかったよかった、って喜ぶ場面な 
んだとボタは思う。 

. ちょっと待って。 

と心の中の、もうひとりのボタが待ったをかける。 

ポクは急に不安になって、辺りを見回した。 

そこには、懐かしい光景が広がってる。確かに魔導学校の正門前！ 

「よ、よかったぁ……」 

ボタは、力が抜けてその場にへたりこみそうになるほど安心した。たとえ魔界とか空間のは 
ざまじゃなくても、ヘンな ところに 出ちゃったら どうしようかと 思ってたもんね。 
とにもかくにも、ボクたちはまた学校に帰ってきたんだ！ 

「どうやら、無事に着いたみたいね」 

ルルーも安心してつぶやく。 

それにしても、博士の 「あ！」 って、なんだったんだろ……？ 

ま、いいか、なんとか学校に戻れたわけだし。 

「早くルシファー先生のとこに行こうよ」 

「そうね」 

ポクらは、ルンルン気分で校門をくぐった。……のはいいんだけど、なにやら校庭のほうが 
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騒がしい。 

、、/^づ、、> づ、、>づ、、>!3ぐ>0、、ゞ 0、、怎 n、、 為 n、、> 0、、> 0、、^ n、、> 0、、> n 〇 

力号力号 力 や力号カキカや 力 や力やカキカや力やカキカや . 

どぅしたんだろ . . 

運動会とかなにやらの季節って、もうとっくに過ぎてるはずなんだケド……。 


校舎の隙間から、なにやらみょ〜な物の影が見え隠れしてる。ちょっとした丘のような、山 
のような……。 

あんなの、校庭にあったっけ？ 

「なんなのよ、あれ？」 

ルルーがいうヶド、……そんなの、ボタに聞かれたって困るよぉ。 

ボタたちは、かけ足で校庭にまわった。しばらく行くと、校庭にデンと座るそれの姿が見え 
てくる。 

「うわぁ！」 

それの、あまりにも大きな大きな姿に、ポクらは思わずかけ足を慌ててストップした。 
なななん と！ 校^! と 同じくらいの高さもある、々超び っぐ" なぶよぶよ！ 

「な、なんなの…… ？」 

と、口をあんぐりと開けてその場に立ち尽くすポクらに、近付いてくる人影がある。 
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お懐かしいあの姿は……！ 

『やあ、帰ってきたな、ふたりとも』 

「ぁ！ せ、先生」 

ルシファー先生の声に、ようやっとボタらは我にかえった。 

「どどど、どうしたんですか？あああ、あの"超びっぐぶよ"は……？」 

でもやっぱり、まだ気が動転してる。だだだ、だって、あんなにびっぐなぷよぷよは、授業 
でも、図鑑でも、実際にも、いままで見たコトないんだもん！ 

『皆目見当がつかん』 

先生は肩をすくめた。さすがのルシファー先生も、お手上げ状態。 

『ついさっき、いきなり空から落ちてきたのだ。だがひとつだけ判明しているのは、彼が、 

ルルくん、キミを呼べといっていることだ』 

「え-つ！」 

もう、何回こうやって驚いたかわかんない。 

これからは、もう絶対に驚かないぞ f ……といっても、やっぱり驚いちゃうんだろうなぁ。 
『まあとにかく、呼ばれている以上はしかたあるまい。来たまえ』 

「は、はあ . 」 


了 








212 


なぁ〜んだかィャな予感がするぞぉ。 

シュテルン博士の話したコトが当たってるぞぉ、みたいな……。 

「まぁったく、いろんなところで恨み買ってるわねぇ、あなた」 

もはや、ルルーの憎まれ口さえも、ほとんど聞こえない。 

あらためて近くで見ると、"超びっぐぶよ"はやっぱり大きい。ずっと見てると首が疲れち 
ゃいそう。 

ルシファー先生が、その"超びっぐぶよ"に向かって怒鳴る。 

『"ぷよぷよ大魔王"よ！アルルくんとルルーくんのふたりを連れてきたぞ！』 

そうか、あの"超びっぐぶよ"は、ぶよぶよ大魔王っていうのか……。 

「ふむ……」 

ギョロン！ 

とそれだけでも普通のぷよぷよの何十倍もありそうな眼が、いきなりポクらを見下ろした。 
「いったい、ボタたちになんの用なの？」 

ポクもルシファー先生と同じように、大魔王に向かって怒鳴る。 

「我輩は、空間のはざまが生んだ、ぶよぶよ大魔王ぢゃ……」 

まるで、地響きみたいな声だ。大きさからいって、当然といえば当然なんだヶド。 

ぶよぶよ大魔王はやがて、おっきな身体をぶるぶる震わせながら話し始めた。ぶよぶよって 
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いうモンスタ ー は、いっつも身体をぷるぷるさせてるヶド、大魔王のはちょっと違う。まさに、 
怒りで身体が震えるってヵンジだ。 

ボク、なんかしたかなぁ . ？ 

「よぉ〜くも、我輩のヵヮィィぷよぶよたちを、何匹も何匹も何匹も何匹も何匹も何匹も何匹 
も何匹も何匹も何匹も何匹も何匹も——中略——何匹も何匹も何匹も何匹も何匹も何匹も何匹 
も何匹も何匹も何匹も何匹も何匹もばたんきゅ〜させてくれたなぁ . 」 

「ええっ！ そ、そんな コト . ！」 

「してない よ！」 というつもりだったヶド、途中でそれが間いだったことに気がついた。 よ 
く考えたら、いろんなところで、 い〜 っぱいぶよぶよを倒してる。 

「だけど、そっちが襲ってくるんだからしょうがないじゃない！」 

ボタは、精一杯の声をはりあげて怒鳴った。その心の中で、うんうんと納得する。ボタのい 
ったコトは、絶対に間ってない。ぷよぷよのほうから襲ってこなければ、ボタはなにもして 
ないもんね。 

「むむう……、確かにそうぢゃ」 

大魔王も納得。 

「でしょでしょ？」 

それに、ボタだけがぷよぷよをやっつけてるヮヶじゃない。ルルーだってミノタゥロスだっ 
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てそうだし、きっと、サタンやシヱゾだってばたんきゅ〜させてるよ。 

r だが、モノには限度というものがあるのぢゃ。お前の倒したぷよぷよの数は、防衛のレベル 
をはるかに超えておる。……身に覚えがないとはいわせんぞ」 

「う . 」 

た、確かに……。魔導学校に入る前、たくさんのぷよぷよを集めて、一気にばたんきゅ〜さ 

せたことがある。あれっていま考えれば、逃げようと思えば逃げることもできたかも . 。 

ポクが反撃するヒマもなく、ぶよぶよ大魔王は続ける。 

「それがお前の実力の現われなのか もし れん……。ぢゃがな、倒されるほうはたまったモノで 
はないのぢゃ。そんな、哀れなぷよぷよたちの断末魔の叫びが、お前の魔導力に呼応して、我 
輩を生みだしたのぢやつ！」 


もはや返す言葉もない。シュテルン博士のいってた、ポクの魔導力が空間の歪みとかに関係 
してるって、 こういう コトだったのね……。 

「なんだかよくわかんないヶド、悪いのはアルルなのね」 

頼みもしないのに、ルルーが口をはさんだ。 こういうと きに口を出されると、さすがにちょ 
つとだけムッとくるなぁ。 
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と大魔王はルルーを見た。 

「お：！刖は確か、ルルーとかいったな」 

「そうよ」 

超 タヵ ビーに、ルルーは答える。自分は関係ないと思ってるもんだから……。 

「お前も無関係ではないのぢゃぞ。できもしない召喚魔法を、何度も使ったぢゃろう？」 

「う……。だ、だけど、あれは課題で…… ！」 

「そんな人間界のことなど、我輩の知ったことぢゃない。事実は事実ぢゃ」 

「じゃあど 一 して、あたくしとアルルだけな のよ！」 

いきなり、ルルーがキレた。 

「それはお前たちが、他人より遥かに多くのぶよぶよを倒しておるからぢゃ」 

「だったら、いきなりぷよぷよの雨を降らせたりとかして、わざわざあたくしたちの目の前に 
出てくることなかったんじゃないの？」 

「う . 」 

「え？ どうなのよ？」 

「あの……」 

「さつさとなんと力いつたら どう？」 

「そ、それは……、そうなんぢゃが……」 
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「ど一せ、始めから この 世界をぷよぷ よの 海に しようと 思ってんで しょ？」 

「う〜むむむ……」 

ルルーのあまりの勢いに、ぶよぶよ大魔王は、タジタジと身体を震わせる。 

いいぞ一 もっとやわ^ — ! 

ポクは、心の中でルルーを応援した。 

確かにポクたちには、自分じゃ知らない力があるんだと思う。それが、ぶよぶよ大魔王を生 
んだ原因だ、ってコトもわかる。だけど、そのせいで他の人たちが迷惑するなんて、納得がい 
かないよ！ルルーも、おんなじ理由で怒ってるんだと思う。 

「だいたいね一」 

そのルルーは、タヵビーに腕を組んで、大魔王を見上げた。 

「あたくしだけのせいじゃないのに、あたくしだけが責任を取らされるなんて、納得がいかな 
いわよ！」 

ずるっ。 

ボタは思わずズッコヶそうになった。 

……やっぱり、ルル ー はルルー。自分の コトし か考えてない……。 

「あ、あのな、よく聞くのぢゃ . 」 

人間だったら、 コホンと 咳払いす るよう なヵンジで、ぶよぶよ大魔王はいった。 
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「なによ」 

「普通の魔導師が使えば、いかな期限切れの召喚魔法とはいえ、あの"すけとうだら大魔王" 
も現界に引っ張られる こと もなかったのぢゃ……」 

「あ」 

ふと、ボタはあることを思いついて、ボンと手を打った。学校の先生にもいるけど、ぞう大 
魔王ってモン スター がいる。いまボタらが目の前にしてるのは、ぶよぶよ大魔王。そして、夏 
にルルーが間違って召喚しちゃったのは、すけとうだら大魔王ってヮヶか。ふんふん、なぁる 
ほどねぇ…… 。きっと、 ほかにも"大魔王"なモン スタ ー がいるんだろうね。……なんだかあ 
りがたみが薄れちゃうヶド。 

「で？」 

ルルーは、まだタカビーに腕を組んでる。 

r ……それも、お前の潜在能力のなせるヮザかもしれん。ぢゃが、よく聞け、ルルー、そして 
アルルよ！すべての根源は、お前たちにあるのぢゃ！」 

るん f • 

と、大魔王の身体が大きく震えた。そのショックで、校庭もゆれる。 

「わぁ！」 

「き やっ！」 
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あまりの 揺れの大きさに、ボタたち——校庭のみんなも含めて—— はしり もちをついた。 

. い、いったい、ナニが始まるの？ 

「くらぅ のぢゃ、我が 裁きを！」 

カッ！ 

と大魔王の眼が光ると同時に、 

ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴ . . 

真っ黒な雲が空を覆い始めた。 

そして……。 

ボテボテボテボテボテボテボテボテボテボテボテボテボテボテボテ——中略——ボテボテボ 
テボテボテボテボテボテボテボテボテボテボテボテボテボテボテボテボテ……！ 

そこから降ってきたのは、とてつもなく大ッブの 雨！ 

……じ ゃない、ぷよぷ よだ！ 

これは、はっきりいってタマラナイ。 

まるで、石をぶつけられた よぅに痛い！ 

慌てて校舎の中に避難するボタやほかの生徒たちの背後で、大魔王の高笑いがこだまする。 
「ふははははははは……！現界をぷよぷよで埋めつ くしてくれる のぢ ゃっ！ 」 
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じょ、冗談じやない、なんとかしなきや… 

三 一世一代のぶょぶょ勝兔/ 

……絶討勝た7きゃこの世|3:地獄/ 



ボタやルルーたち四人、そしてルシファー先生は、校庭に出ていた生徒たちを誘導して、ィ 
チバン最後に避難した。 

ど力と力ど力ど力ど力と力ど力ど力ど力ど力ど力ど力ど力ど力ど力ど力ど力ど"^ど力 . . 

. …：のはいいんだヶド、ぶよぶよの降る音がものすごくて、外にいるより不安になってきち 
ゃぅ。大丈夫だろぅね、校舎は……〇 

『さて、この状況を、いかに打破するかだが . 』 

ルシファー先生の、声は落ち着き払ってるケド、顔 —— の下半分 —— はいつになく真面目。 


こんな先生なんていままで見たことないから、ちょっとコヮくて声も出せない。 
『アルルくん、博士から"メタドラィヴ"は受け取ってきたかな？』 
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「は、はい！ここにあります」 

ポクは、リュックの 中から" メタ ドライヴ"を 取りだした。 ぷよぷよ 雨の ショックで 壊れて 
ないか心配だけど、目に見えて壊れてそうな ところは ない。 

『不思議なものだな……』 

々メタドライヴ" を受け取りながら、先生はいつもの ようなニコニコ 顔に一民って、ポクの ほう 
を向いた。 

「なにがです？」 

『キミ、そしてルルーくんが原因とは、さすがの私も読めなかった。……キミのまいたタネを、 
キミ自身の手で刈り取るために、それに必要な物をキミが取りに行く。運命とは、 まさしく こ 
ういうものなのかも知れんな……』 

.「 i 、 まぁ . 」 

ちょっと ムツ ヵシクて、 よく わかんない ヶド、結局、シュテルン 博士の話した コトは 大当た 
りだったみたい。確かにボタがやったことなら、自分でなんとかしなきゃね。…… ルル ーの言 
葉じゃないヶド、 ポク 自身が知らなかったことまで フォ ローしなきゃいけないのかどうかはア 
ヤシ イところだけどね。まあ、起きちゃったものはしょうがない。 

『よし、"メタドライヴ"の使い方を教えよう . 』 

そういいながら、ルシファー先生は手のひら大の小箱のようなものを取りだした。 
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『この小箱——ヵセットには"オヮニモ"の呪文を封じ込めてある。簡単にいえば、その呪文 
を" メタ ドライヴ"で 増幅するのだ』 

「へぇ〜」 

オヮニ モの呪文っていうのは、夏に ボタとルルーで やったような、モン スター を魔界に帰す、 
いってみれば"逆召喚"の呪文。だけど、同じ種類、同じ色のモン スター が四匹以上そろって 
いなくちゃ使えなくて、普通なら役に立たない。だけど、相手がぶよぶよなら話は別。同じ色 
のぶよぶよを四匹以上集めるのは、それほど ムツヵシイことじ ゃない もんね。 

『この ヵセットを 本体に差し込み、 スイッチを 入れる。そうすると目の前にぷよぷよを二匹づ 
つ誘い込む筒状の フィー ルドが発生するから、そこに落ちてきたぷよぷよを、 コン. トロ ーラー 
を 使って移動、回転させ、同じ色が四匹以上そろうようにすればいい』 

「なるほど、ちょっとしたパズルゲームみたいなものですね」 

『まあ、簡単にいってしまえば、そんなものだ。ただし、 フィ ールドいっぱいにぶよぶよが詰 
まってしまうと、 フィ^ —ルドが弾けてしまう。そうなったらもう一度やり直しだ』 

先生は、これ以上ないっていうくらい優しい笑顔で、ボタの肩をボンと叩いた。 

『地上がぷよぷよで埋めつ くされる 前に、なんとかせねばならん。……頼むぞ』 

「は、はい t 頑張ります！」 

責任重大だけど、ルシファー先生のその笑顔が、キンチョーを払ってくれる。 
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なんとかなりそう . . 

「アルル、がんばって ね！ あたくし も 後ろから応援してるわ」 

半分本気で、半分どうでもよさそうに、ルルーはいった。 

『応援してる場合ではないぞ、ルルーくん。キミもアルルくんと同じことをやってもらうぞ』 
「ええっ？ で、でも、機械が……」 

『大丈夫、博士の物とは少々異なるが、私が造ったシステムがある』 

そういいながら、ルシフ ァー 先生は" メタドラィヴ" と同じような機械の箱を懐から 取りだ 
した。だけど" メタドラィヴ" と違って灰色で、 カセットも ひとまわり大きくて、 コントロー 
ラーの 右側について るボタンも、 三つじゃなくて四つ。 

こんなのまで造れちゃうなんて、やっぱりルシファー先生ってすごいよねぇ……。今度、シ 
ュテルン博士の"格闘機械魔導師"みたいに、なんかすっごい名前をつけてあげよう。 
『使い方はアルルくんに説明したことと、基本的には同じだ。わかるね』 

「は、はぃ」 

『よし！』 

ルシファー先生は、ニッコリとボクたちを見つめた。 

『地上がぶよぶよ地獄になるかどうかは、キミたちの双肩にかかっているといっても過言では 
ない。頼んだぞ』 
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「はぃ！」 

『そうだ』 

ふと、先生の目がちょっとイジヮルな光を帯び始めた。……なぁんか企んでるな。 

『単にぶよぶよを消すだけでは面白くないな ……。よし！より 多く魔界に帰したほうに、私 
からご褒美をあげよう。どうだ、これなら張り合いが出るだろう？』 

出たぞ、先生の「面白くない」理論。……こういう大マジメなときに、あんまり出してほし 
くないなぁ。 

でも、もう充分にやる気は出てるヶド、ご褒美が出るとなったら、もっともっとがんばろう 
っていう気にはなるね。 

ルルーの目も、もうご褒美のコトに頭が行っちゃってるみたいで、キラキラと輝いてる。 
r がんばらせていただきますわ！」 

「まかせて ください！」 

うんうん、とルシファー先生はうなずく。 

「いっきま^ す！」 

「いきます っ！」 

ボタと ルルーは一斉に窓を開け、校庭に向かって"メタドライヴ"のスイッチを入れた。す 
ると、ブゥ i ンとうな りをあげて魔導力の フィ ー ルドが外に 発生し、どかどかと 降り続くぷ 







225 冬の章 


よぶよたちがそこに吸い込まれていく。 

集まったぶよぶよたちは、二匹づつくっついて、フイールドの筒の中を落ちてくる。 

うんうん、これをコントローラーで操作して、同じ色のを四匹そろえればいい ワケ ね。 
かくして、地上の未来と、ルシファー先生のご褒美を懸けたぶよぶよ大勝負の始まりつ！ 


四勝貪の行方 IJ ? 

……そしてご褒美(3:? 


ボクたちは、ルシファー先生に教えてもらった通り、"メタドラィヴ"を使ってぷよぷよを 
消し始めた。 

同じ色のぶよぶよが四匹以上そろうと、ポ〜ンと音を立てて、面白いように弾けていく。魔 
界に帰って行くってヮヶね。 

「ほほう、面白いことを……。ならば、これならどうぢや！」 

ポクたちのその様子を見て取ると、ぶよぶよ大魔王は、また眼をヵッ！と光らせた。 
すると、普通のぷよぷよにまじって、見たことない透明なぶよぶよが降り始める。 
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この透明ぷよぷよは、"メタドラィヴ"のフィールドに入ってもほかのぷよぷよとくっつか 
なくて、ひとつだけで真っ直ぐに ストンと 落ちてくる。 コント ローラーでも操作できない。そ 
れに、この透明ぷよぷよだけを四つそろえたんじや消えてくれなくて、ほかの色のぷよぷよが 
四つ以上そろって、初めてその隣にいる透明ぶよぶよが消えてくれる。 

んもう、オジャマなぷよぷよだなぁ。 

「こんなの出すなんて、ずる いよぉ！」 

ボクは、大魔王に向かって怒鳴った。 

r ナニをいうか！お前たちがぷよぷよを消す手段に出たのなら、それを我輩が防衛するのは 
当然ぢやろうが？」 

「むむむ……」 

ごもつとも。 

「ついでに、お i 刖たちの機械もちょっと操作させてもらったぞ。"おじやまぶよ"は、アルル 
がぶよぶよを消せばルルーに、ルルーが消せばアルルへと降り注ぐのぢや」 

「けげ げ！ 」 

「まあ、せいぜい味方同士で張り合うのぢや、ふはははははは.は……！」 

「ず、ずるぅハ！」 

味方同士でジャマしあうなんて、ボタにはできないよぉ……。 
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「あたくしはよろしくてよ」 

ルルーの眼は、もはや真剣そのもの！ 

r とちらがサタン様の妃にふさわしいか、これで決着をつけようじゃない？」 

「む〜……」 

ボタにはサタンなんてどうでもいいヶド、挑まれた勝負を捨てるなんて、なんだか後で夢見 
が悪くなりそう。 

「わかった わ！」 

「そうこなくちゃ*-.」 

というヮヶで、ついにルシファー先生のご褒美だけじゃなく、サタンやメンッを懸けた勝負 
へと発展した！ 

そうなってくると、さらに真剣さが増してくる。 

「やったな ぁ！」 

ルルーが四色のぷよぷよを一度に消せば、 

「やった わね！」 

ボタは一段、二段、三段……と、連鎖的にぷよぷよを消していく。 

始めは操作に慣れてないから、ぶよぶよをフィールドいっぱいにしちゃって、何度かやり直 
さなくっちゃいけなくなったヶド、もう大丈夫！ 
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勝負は押しつ押されつの、まさにシーソ ー 状態で、何日も続いた。 

雨の日も、風の日も、雪の日も . 。 

ゴハンはルシファー先生が作ってくれて、ボタたちに食べさせてくれるヶド、寝るヒマなん 
かはゼンゼンない。だけど、睡眠なんていらないほど、ボタらのテンションは高くなっていた。 
もはやこうなったら、意地の戦いだ！ 

「やったなぁ！」 

「やった わね！」 

そんな声だけが、辺り中に響く。魔導学校の先生や生徒たちは、じっとポクらを見守ること 

しかできない。 . そのうち、並日通に授業をするようになったヶド。 

やがて梅の花が散って、桜のつぼみがふくらみ始めた頃、ボタたちの体力はさすがに限界占 ( 
をはるかに越え始めた。 

「も、もうだめ……」 

「オホホホホホ . .もうギブアップ？無理しなくていいのよ」 

「くっ そぉ、負けない ぞぉ！ 」 

ルルーの憎まれ口が元気を引きだして、ボクはありったけの魔導力を"メタドラィヴ"に注 
ぎ込んだ。ルルーも同じように、気力をふりしぼる。 

「はああああああっ！.」 
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ヒ- 5 ! 

すると突然！機械のほぅが悲鳴を上げ始めた。それと同時に、シュゥシュゥと音を立てて 
煙を出す。 

『い、いかん！ふたりとも、早くスィッチを切るんだ！』 

「え？」 

カツ！ 

先生が止めに入ったときは、すでに遅かった。ルシファー先生の声に振り向いた瞬間、ボタ 
とルルーのシステムは真っ白な光を放ち、ボタらを包み込んだ。ルシファー先生も、ボタらを 
見守るみんながいる校^!も、そして、ぶよぶよ大魔王も……。 

「ぅお おおおおおおおお おっ！」 

猛烈な光の中、大魔王は地震みたいな叫び声をあげた。身体もぶるぶるぶるぶる震えてる。 
そして……。 

パア-ンツ！ 

大魔王ははじけた。 - 
いや、それは間違い。 

大魔王は、自分がさっき降らせてた数よりももっともっと多い、たっくさんの小さなぷよぷ 







% 
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ょに分裂した……。 

五サタン登場/ 

……そしてルシフア—先生の正体/ 

「 . ！」 

ボタは、ベッドの上で寝ていた。 

「ぐ一」 

そんなポクを、心配そぅな表情のカーバンクルがのぞきこんでる。 

「あり？ 力丨くん . 」 

-」 

頭がぼぉ —— つとして、ナニがナンだかわからない。 

「なんでボタは、こんなトコで寝てるんだろ？」 

ぐりぐり、と首だけを動かして周りを見ると、ボタが寝てるのは、 タコ にも . いやィカに 

"保健室"！つていぅ部屋の中みたい。 










231 冬の章 


だんだん思いだしてきたぞ。 

シュテルン博士のところから"物質転送機"で戻ってきたボタとルルーは、ぶよぶよ大魔王 
とミツド•モエのぶよぶよ勝負を展開して、それからえ〜と……。 

「そうそう」 

ポクは、ボンと手をうった。 

"メタドラィヴ" の爆発みたいな光に巻き込まれたんじゃなかったっけ……？ 

「そうだ、大魔王！」 

急に思い立って、がばっとボタは跳ね起きた。その勢いで、ヵーバンクルがころころと毛布 
の上を転がる。 

ふと、ボタの隣のベッドに座っているルルーと、その後ろで立っているミノタゥロスの姿に 
気がついた。 

「やあ、おはよぉ！」 

「あいかわらず、お寝坊さんだこと」 

ルルーの口調も、あいかわらずでなによりだね。……と口に出すと、またヶンヵになりそう 
なので、やめとこ。 

「ぶよぶよ大魔王は？」 
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「さあ？」 

ルルーは肩をすくめた。 

「あたくしも知らないわ、だって、気がついたらここで寝てたんだもの」 

「ふうん . 」 

なんか、光の中でポップコーンみたいにはじけたとこまでは覚えてるんだけど…… 。あれは、 
夢だったのかなぁ……？ 

「それにしても……」 

はあ〜、とルルーはため息をついた。……ちょっと、おセンチな気分になってるみたい。 
「それにしても？」 

r よくやったわねぇ、あたくしたち」 

「そうだねぇ……。いったい、何日くらい勝負してたんだろ？」 

ぶよぶよ勝負を始めたのが、確か真冬だった。いまはというと、窓の外を見れば、桜が満開。 
ほとんどひと冬、戦い続けたみたい。 

「ふこやあ〜 . 」 

あらためてそれを考えると、なんだかまた身体の力が抜けてきちゃった。ボタは、ばふっと 
ベッドに倒れ込んだ。 

「つ、疲れたぁ〜……」 
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「そうね。もう、結果なんてどうでもいいくらい」 

おりよ？ 

いつもならここで、「勝負はあたくしの勝ちね！」とかっていうセリフが出て くると ころな 
んだヶド……。 

「だけど . 」 

そういいながら、ルルーはよいしょっとベッドから立ち上がった。 

「今回の結果がどうあれ、あたくし は あなたに勝負を挑み続ける わよ。 サタン様が 振り向いて 
くださるそのときまで、ね★」 

パ チッとゥィンクを 残して、ルル ー は ミノ タゥロスと 一緒に保健室から出た。 

「はぁ……」 

ボクは、それだけいうのが精一杯。 

ルルーがいつもと変わんないのはいいんだヶド、これからもずっと勝負しなきやいけないの 

かぁ、 と 思う と . 。こりや タィ ヘンだ。 

毎日が勝負！っていう気がしないでもないヶドね。 

……と、いきなりルルーは戻ってきた。 

「ほらほら、いつまでも寝てるんじやないわよ。気がついたんなら、ルシファー先生にご報告 
しないと」 
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「あ、そうか . J 

ポクは力の抜けた身体をなんとか起こして、ルルーの後についていった。 

魔導学校の保健室は、なななんとルシファー先生の家の二階にある。階段をおりて、見覚え 
のあるキッチンに出た ところで 、ポクは ようやく それに気がついた。キッチンは、何度かゴハ 
ンを御馳走になったから知ってたヶド、保健室は縁がなかったから……。 

だけど、キッチンには先生の姿はない。書斎かな？ とも 思ったけど、外から聞こえた話し 
声が、それは間違いだよっていってる。 

「先生、テラスにいるみたいね」 

ボタと ルル ーは 、テラスに出た。 

. 瞬間！ボタらの身体は凍りつく。 

確かに、ルシファー先生はテラスでお茶を飲んでいた。もちろん、それくらいじゃ驚きはし 
ない。一緒にいる、 もうひとりが 問題。 

それも、とっても大きな問題っ！ 

よく通った鼻すじに、これまた綺麗に流れている鋭い眼、とんがった耳、キラキラ光るエメ 
ラルド色の長髪、ボタより頭ふたつみっつも大きな背丈、そしてなによりも特徴的なのは、そ 
の長身からさらに長く伸びている二本の角 ……0 
「サ、サタン . 」 
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「……様★」 

ボタらの尸に、テラスのふたりは一斉にこっちを向いた。そこで初めて気がついたヶド、顔 
の下半分や身体つきは、まるで双子みたいにそっくり。だけど、ローブの様子から見て、ルシ 
ファー先生のほうには、角はないみたい。 

『やあ、気がついたな』 

最初に口を開いたのは、さすがにルシファー先生。サタンのほうはというと、先生のそれょ 
り邪悪っぽいィジヮルな笑みを、ふっふっふってなカンジで浮かべてる。 

『ついさっき、お茶がはいった ところ だ。さ、そんな トコに 立ってないで座りたまえ』 

「は、はあ . 」 

ルシファ I 先生っていう磁石に引き寄せられるょうに、ポクら四人はテラスの真っ白なィス 
に座った。正確には、ルルーの磁石はサタンだけど……。 

「ぐつぐぐつぐつ、ぐつぐつ」 

カーバンクルはもうとっくに、テーブルの上で「お菓子くれくれ踊り」をしてる。 
『あいかわらず、カーバンクルくんは元気がいいなぁ』 

「ぐ一！」 

ルシファー先生はそういいながら、ポクたちのためにお茶を淹れ直した。 
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『どうした、まだ疲れてるのか？』. 

ボタたちが黙ったままでいると、先生はいつもの ニコニコ 顔でいった。……ちょっと、 ィジ 
ヮルな気持ちが入ってるみたいだヶド。 

「い、いえ、そうじゃないんです。ヶド……」 

『ふふふ……。わかってる、どうしてサタンがここにいるのか、といいたいのだろう？』 

うんうんうんうん、とボタはうなずいた。 

もはやルルーの眼は、サタンにくぎ付け。 

『その前に、勝負の結果を教えておこう』 

そんなコトより、どうしてサタンがここにいるのか教えてよお .. と思ったヶド、ぷよぷ 

よ勝負の結果も、やっぱり気になる。 

『ぶよぶよを消した数は、一二億七八五三万、とんで六八三匹で同点だ。ふたりとも、よく頑 
張ったな』 

「はぁ . 」 

数でいわれても、いまいち実感がわかないなぁ。ものすごお-い数のぷよぷよを 

魔界に帰してあげた、っていうのはわかるんだヶドね。 

『そして、" メタドラィヴ" が暴走したのも手伝って、ぶよぶよも、大魔王もすベて魔界に帰 
り、現界と魔界のはざまも修復された。結果として、私の目した通り、キミたち自身の手で事 
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態を収拾することができた、というヮヶだ』 

『さすが、オレの妃と見込んだだけのことはあるな』 

サタンが口をはさんだ。声のトーンは先生と一緒だけど、サタンのは冷たくて、氷みたいな 
雰囲気を持ってる。 

「サタン様ぁ、あたくしにはなにもないんですの？」 

『いやいや、お前もよくやったよ』 

サタンのその言葉に、ルルーはポッと顔を赤らめた。 

……へぇ〜、珍しい。 

どっちかっていうと、ルルーが顔を赤くするってコトより、サタンがそうやってねぎらいの 
言葉をかけることが。 

今度は、先生がサタンの言葉を引き継いだ。 

『アルルくんと、ルルーくん、ふたりの力があるからこそ、苦難を乗り越えることができたの 
だ。……まぁ、苦難を呼び込む結果にもなったがな』 

「はぁ」 

『これで、自分の中に眠る能力がどんなものか、ある程度はわかったはず。次は、それを自覚 
できるレベルまでに引き上げる修業を積むことだな』 

「わかりました！」 
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……って、大きく返事をしてみたものの、ううっ、そうあらたまっていわれると、なんだか 
キンチョーしちやうなぁ。 

『まあ、そう堅くならなくてもいいよ。これから修業すればいいんだからな』 

「はぁ……」 

「そういえば、ご褒美はどうなったんですの？」 

ルルーの問いに、ルシファー先生はボンと手をうった。 

『そうそう、それを忘れるところだった。同〖だけど、 ふたりともよくがん ばったからな。 ご 
褒美は、……そうだな、私の素顔でどうかな？』 

「へ？」 

ボタたちに有無をいわせずに、先生はフードをあげた。 

そこから出てきた顔を見た瞬間……！ 

|ええ-つ！」 

冗談抜きで、ボタたちは驚きのあまり、三メートルほど飛び上がった。……いままで何年か 
生きてきて、こんなに驚いたのは初めてだよぉ！ 

だって、だって……、ルシファ I 先生の素顔は、隣にいる サタンと まったくおんなじなんだ 
もん！ 違ってるのは、先生には角がないって コトくらい！ 
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『お前も、いいかげんイジワルなヤツだな……』 

ボタとルルーの驚きようを見て、サタンがニヤニヤ笑いながらいった。 
『いままで隠しておいてすまなかったが、サタンと私は双子なのだよ』 


もはや、ポクらは声も出ない。ぷよぷよ大魔王を初めて見たときより、ショックがずっとず 
っと大きい。 

はぁ、さいですかぁ……、みたいな。 

『ま、そういう コト だ。 . さて、オレは行くぞ J 

突然、サタンは立ち上がった。 

r と、どちらへ . ？」 

すがるように、ルルーが問いかける。 

『なに、お前たちのおかげで、面白い勝負方法を思いついたんでな。それの準備をするためよ。 

. . というヮヶで、アルル！』 

じっ、とサタンはボタを見つめた。 

「な、なによ」 

『オレは、とある遺跡でお前を待っている』 

い、いや、待たなくてもいいんですヶド……。 









241 冬の章 


『そこで"ぶよぶよ勝負"だ！見事ォレを負かすことができたなら、お前を妃にするのを諦 
めよう』 

む！ 

そういうコトなら、勝負してもいいかなぁ〜 . ？ 

サタンは、ニヤリと笑って続ける。 

『一時的にな』 

「そ、そんなのズルィよ ぉ！」 

『ま、お前は、オレが妃にと見込んだほどの能力の持ち主。その力を最大限に発揮して、この 
オレを退かせればよかろう』 

そういいのこして、サタンはマントをバサァッ！とひるがえす。 

「ああ、お待ちになって！あたくし も ご一緒します わ！」 

テラスから去るサタンの姿を、ルルーは慌てて追いかけた。 

「ふも-」 

さらにその後を、ミノタゥロスがお茶を飲み干してから続く。 

ほどなくして、三人の姿は見えなくなっちゃった……。 

「あらららら . 」 

あいかわらず、なぁんてヮガママなんだろう、サタンって。 
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……それにしても、ルルーは課題をどうするつもりなんだろう？卒業できないよぉ！ 

って叫ぼうと思っても、もうルルーの姿は見えない。 

ふと、ポクの肩に、ルシファー先生の手がおかれているのに気がついた。振り返ると、サタ 
ンとまったくおんなじ顔なんだヶド、まったく雰囲気が正反•対の先生が、いつものニコニコ顔 
でボタを見下ろしてる。 

『ヤッから聞いたよ。いろいろキミに迷惑をかけて いるよう だが、許してやってくれ』 

「そ、そんな、迷惑だなんて……」 

サタンとおんなじ顔でそういわれるなんて、なんだか複雑な気分。彼だったら、ぜぇ〜った 
いにこんなコトはいわないもんね。 

『まあ、あれも一種の愛情表現なのだ。それを受けるかどうかは、キミの自由だがな』 

おんなじ顔なら、ボタはルシファー先生のほうがいいな……。 

だけど、勝負を挑まれたら受けないヮヶにはいかなくなっちゃうのが、ポクの悪いクセ。こ 
れ以上サタンにつきまとわれないタメにも、なんとかして勝負に勝たなきゃ！ 

『ヤグの勝負を受けるかね？ . といっても、その目を見れば、答えは出てるようだな』 

ボタのやる気が、 もう 目に出ちゃってるみたい。 

「もちろん、 勝ちます！」 

『よし、その意気だ。……それまでは卒業はお預けだな』 







「え^^っ！ それとこれとは別ですよお . 」 

いきなり、やる気が消え失せてきちゃった……。 

『はっはっは。半分冗談で、半分本気だ。キミもルルーくんも、書類上では卒業できる。だが、 
キミの本当の意味での卒業は、サタンに勝った時点でその資格が得られるのだ。それを忘れる 
んじゃないぞ』 

「はいっ！がんばります！」 

ポクは、サタンたちの去った方を眺めながら、力を込めて返事をした。その向こうでは、も 
うすぐ沈みそうな太陽が、キラキラ光ってる。 

まだまだ、一流の魔導師への道は遠いなぁ……。 
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エ t°D I グ 

もう一度、卒業試験 

. いつきまあ〜す/ 

『ひとつ、困った ことに……』 

卒業式の前日、ボタはル シフ ァー先生に呼びだされた。もちろん、お小言とかじゃなくって、 
正確には、お茶のお呼ばれなんだヶド。で、お茶を淹れて、ィスに座った先生の第一声がコレ。 

先生は、いつものように フ ードをかぶって、 ニコニ コ顔をしてる。魔導学校の中で、ル シフ 
ァー先生の素顔を見た こと あるのは、ボタとルルーだけなんだと思うと、なんだか トクした 気 
分になっちゃうね。 

まあ、それはおいといて……。 

「困 ったコトって . ？」 

『うむ。ここ最近、異様にぶよぶよの数が多いことに気がつかないかね？』 

そういわれてみると、確かに多いかもしれない。 

いまも、先生の家のまわりでぴょんぴょん跳ねたり、草原でぷるぷるしながら歩き回ったり 
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してる。カーバンク.ルが、ベろぉ〜んとかいって舌をのばして食べちやおうとするのを、ボタ 
はなんとか止めるのにちょっと忙しい。 

大魔王の降らせたぶよぶよが、まだ残ってるのかなぁ〜と思ってたヶド……。 

『キミは、"メタドライヴ"が褰走する際、大魔王が分裂するのを見なかったか？』 

「あ！」 

ボタは"メタドライヴ"が暴走して光に包まれたときに大魔王がポ——ンってはじけたコト 
を思いだした。あれは、はじけたっていうより、ホントに分裂したっていうのが正しいかもし 
れない。 

いままで、てっきり夢だと思って、忘れてた……。 

『あのあと、壊れた" メタ ドライヴ" を検査してみたのだが……』 

先生は続けた。 

ううっ、イャな予感がするなぁ……。 

『暴走の原因は、キミとルルーくんの強大な魔力に耐えきれなかったことによる』 

「ふんふん」 

『そして、大魔王が分裂した要因は、暴走した"メタ ドライヴ" が、その力を逆の方向に増幅 
させてしまったからだ。つまり、本来なら魔界に帰すところを、また逆に呼び寄せてしまった 
わけだな』 
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先生は、ニコニコ顔でいぅけれど、ボタにとっては、そんな余裕なんかない。ものすごくィ 
ヤな予感が、頭の中でぐるぐるしてる。 

「そ、それってまさか . ！」 

『そのまさかだ。早心話、ぶよぶよ大魔王を生みだしたのもキミたちの力なら、それから地上 
を救ったのもキミたち、だが、また新たに大量のぶよぶよを生みだしたのも、キミと、そして 
ルルーくんの力なのだ！』 

「ガガ--ンッ！」 

ど、どぅして、ボタのまわりってこんな コト ばっかり起きるわけぇ？ 

……って思っても、やっぱり答えは出てこない。 

運命、なのかなぁ……。 

「あ！」 

ボタは、ひとつマズィことを思いだした。 

「ま、まさか、それで卒業できないなんて……」 

『安心したまえ、それはない』 

「ほっ」 

よかったぁ〜。 
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と安心したのはいいけれど、ル シフ ァー先生の口が、ちょっと ィジ ヮルに曲ってる。 

『だが、本当の意味での卒業試験に、もうひとつ課題ができたな。なんとかしてぶよぶよの I 
ランスを取らなければ、また第二、第三のぷよぷよ大魔王が現われるかもしれんからな』 

「う、うん . 」 

ま*、自分でやったコトだから……。それに、誰かがぷよぷよ大魔王をまた呼びだすとし 
ら、きっと、その誰かはまたボタになるんだろうし……。 

いやいや、そうやって考えてると、ホントにそうなっちゃうから、なるたけ考えない よう 
しとこつと。 

ルシファー先生は、いつものニコニコ顔より、ずっとずっとずぅ〜っと優しく微笑んだ。 
『まあ、卒業はしても、私はいつまでもキミの教師だ。困ったことがあったら、いつでも相談 
に来るといい』 

「はい！わっかりましたぁっ！」 

たとえウソでも I ルシファー先生は、冗談以外で ウソ はいわない ケ ドね —— 、先生に そう 
いわれると、 モノスゴクうれしい！ 

がんばらなくつちやね ★ 


といぅヮヶ で、卒業式つ. 


に 


た 
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ボタは式に出た。……のはいいんだヶド、ルルーの姿はどこにも見えない。やっぱり、ホン 
卜にサタンと一緒に旅立っちゃったみたいね。 

卒業式が終わってすぐに、ボタはムラサメくん —— なんとか、ナスは克服できたみたい I 
やルシファー先生たちにお別れをいって、そのまま旅に出発！ 

あ、それから、卒業式にはシュテルン博士も出てた。そのとき、物質転送機のときの「あ！」 
ってなんなのか聞いてみた ヶド 、タ ダの冗談なんだって。 

まったく、ィジヮルなん だから …… 。 

「ぐ〜う、ぐう . I 

桜のひらひらと舞う、学校のそばの街道。 

カ ー バンクルはいつもの通り、ポクの肩の上で気持ちょさそうに眠ってる。 

思えば、去年の今頃も、こうして街道を歩いてたんだっけ。試験の内容は、あんまり変わっ 
てないみたいだね。目的地と、目標の人物が違うだけ。あ、目的はかなり違うか……。 

ひとつだけ問題なのは、サタンの居場所がゼンゼンわかんないコト。 

だけどルシファー先生が、なにかわかったら教えてくれるっていってくれたし、シュテルン 
博士のところに行くときも、最初はなぁんにも情報がなかったヮヶだから、なんとかなるでし 
ょ5、 . 多分0 
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「とりあえず、 ドレィク お兄さんのところにいってみよぅかな？」 

ポクはひとりごちた。 . と、その瞬間！ 

「がぁぉ！」 

「ゎっ！」 

街道の脇から、人影がおどりでた。ポクは思わずあとじさる。 

でも、出てきたのは人間じやない。 

とがった耳、二本の長い角 —— サタンより短いけど —— と背中に生えた龍の翼、これまた龍 
みたいなしっぽ、真っ赤な袖なしのチャィナドレスみたいな服に身を包んだ見事なプロボーシ 
ョン、なかなかの美貌……。 

人型のモンスター、ドラコケンタゥロスだ！ 

「お前っ！」 

彼女は、いきなりポクをビシッと指差した。 

「ここを通りたければ、あたしと勝負していきなさい！」 

「勝負？」 

内容は……？ 
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「ま、まさか、 美少女 コンテスト？」 

ボクがそういうと、ドラコケンタゥロスはルルーのようにタカビーな含み笑いをした。 
「ふふん。あたしの美しさにかなうと思って……じやなぁ—— いっ！」 

いきなり彼女は怒りだした。ち、違うのかな……？ 

「勝負は、"ぷよぷよ地獄"よっ！」 

"ぶよぶよ地獄"！ 

ぶよぷよ大魔王との一戦以来、ここ最近でにわかに流行りだしたヤッだ。 

卒業式の前日、ポクにスべテを話す前に、ルシファー先生は各地の魔道師に呼びかけて、 
"オヮニモ"の呪文を広めた。大魔王がはじけて生まれたぷよぷよを、みんなで片付けようっ 
ていうヮケ。 

これがまた大成功！ 

ちょっと魔法を知ってるんならすぐ使えるから、モンスターから魔導幼稚園の生徒まで、あ 
っというまに広まった。だれでも四匹以上の同じ色のぶよぶよを集めてきて、ちょっと呪文を 
かければいいだけだもんね。 

で、相手よりどれだけ多くのぷよぷよを消せるかっていう勝負が、"ぶよぶよ地獄〃。 

そんな勝負を挑まれたとあっては、一二億七八五三万、とんで六八三匹ものぷよぷよを消し 




251 エピローグ 


たボタが受けないヮケにはいかない！ 

ポクは勝負に備えて、大きく深呼吸をした。 

「4^ ぅ s -^、^ ぁ .. はぁ • • • • •」 

よ一し、魔導力がみなぎってきたぞ。 

「さあさあ、やるの？ やらないの？」 

ドラコケンタゥロスが せかす。 

ボタは身構えた。 

「望むところよつ！」 

新たな戦いの始まりだ！ 

つづく， 
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あとがき 


魔導音頭はとぉっても楽し、 

みんなでぺらぺらしやべりますぅ〜。 

はぁこ りやこり や。 

はじめまして！のっけからハイ•テンションの山本剛と申します、以後お見知りおきを 

. 。って、ンなこたぁカバー見りやわかることですね、はい。 

さて、みなさんは『魔導物語』なるゲームをご存知ですか？ MSX や PC 98、 最近では 
ゲームギア版も出てますね。 

それを知らないという方でも、『ぶよぶよ』ならご存知のことでしょう。色とりどりの"ぷ 
よぶよ"がこれでもかとばかりに落ちてきて、人をサルにしてしまうというパズルゲームです。 
アーヶードからパソコンからファミコンまで、ほとんどのゲ ームメ ディアで出ていますから、 
遊んだことはなくても、聞いたことくらいはあるでしょう。 

その『ぶよぶよ』の母体が、『魔導物語』なのです。 

これがまた、しやべることしやべること。 r ゥキーッ！」とゲームに負けないくらい叫びな 
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がら遊んだ記憶があります。 

……とはいうものの、これは小説だから、実際にしゃべらせるにはもう少々の技術革新が必 
要です な。 いまでは、 ゲーム ギアと かゲームボー イくらいの大きさの電子機器で文庫が読める 
そうだから、"しゃべる小説"なんてのが出るのも、そう遠くはないでしょう。 

まあ、そんなコトはおいといて……。 

ベ ーパー メディアのこの小説で、いかにアルルやルル ー、 サタンたちがぺらぺらしゃべって 
いるような 雰囲気を表現す るか！ 

さてさて、どうしたもんでしょうねぇ . 。 

なぁんてな コトを あとがきで悩み始めるなんて、ちょっとヮザとらしいっすか？ 

主人公アルル•ナジャは、『魔導物語』という RPG の中で、サタンやルルーを始め、ヵー 
バンクルやぷよぷよ、ナスグレイブといった、いろんな人やモンスタ^~たちと出会い、ときに 
は戦います。そして、ふたたび彼らと"ぷよぷよ地獄"で大勝負っ！という ヮヶ です。 

『魔導物語』は、〃魔導幼稚園，を卒園したアルルが〃魔導学校，へと向かう道中を描いた物 
語です。そこから『ぶよぶよ』でサタンた ちと 再戦するまでに、彼女はいったい どのような 冒 
険を くぐりぬけて きたので しょうか？ 

本文をお読みになられた方なら、もうお分かりのコトですね。 

え、読んでない？あとがきから開いた？ 
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うぉ〜っ！先に本文を読んだらんかい〜っ！ 

……とは、ボタは申しません。思いっきりいってますが……。 • 

文庫を手にしたとき、まず後ろを開いてあとがきを読むというのは、人間のサガみたいなも 
んですからねぇ。ボタだって同じです。 

ゥチヮの話をしますと、我が FEAR の重役であり、作家として大先輩にあたる伏見健二氏 
が、処女作『ブル ーフォレスト 物語』を会議の場で提示したとき、 

「ほほう、どれどれ」 

と社員みんなが手に取り、開いたのはやはり後ろからでした。 

「うぉ〜っ！後ろから読むなぁ〜 っ！」 

伏見氏はそういって暴れてましたが、人間なんてそんなものです。 

でも、買ってから読んでね ★ 

そして、冒頭でもふれましたが、小説という文字の羅列の中で、アルルやルルー、サタンた 
ちが実際にしゃべっているように感じられたかどうかを評価していただけると幸いです。立ち 
読みの方には……、そうですね、ルルーの"女王乱舞"でもくらっていただきましょうか。 

ほらほら、後ろで彼女が気合いをためて待っていますよ……。 

まあ冗談はこれくらい-冗談じゃなかったりして-にしておいて、またどこかでみなさ 

んにお会いで きることを 楽しみにしております。 






最後に、執筆中、病魔にょり若くして亡くなられてしまった豊嶋編集長のご冥福をお祈りす 
ると同時に、締め切りブッちぎりのボタを最後まで面倒みてくださった編集の塚越さんにお礼 
申し上げます。 ありがとぅ ございました。 

もちろん、仁井谷社長、グッドな イラストを 描いて下さった春氏をはじめとする コンパイル 
の皆々様、伏見氏、健部氏をはじめ、 FEAR 内外を問わず、協力してくださったみなさん、 
そして著者近影の イラストを 描いてくれた小谷部憲一氏にも心から感謝しております。そんな 
気持ちを込めて、最後に一言……。 

できた ょっ！ 

一九九四年三月吉日 FEAR 事務所にて 
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失った世界に三振りの剣の伝説があった。 

悠久なる英雄叙事譚の登場! 



イラスト出渕裕 


九つの大陸が大地を離れ、浮遊する世界。 
そこには三振りの剣の伝説があった。 


. 〈炎の剣〉〈水の剣〉〈大地の剣〉— 

三剣が揃うとき、世界は変容の時を迎える。 
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